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プロローグ






　──血の滴したたる一ひと振ふりの刀を手放し、草くさ薙なぎタケルは蒼そう穹きゆうを見上げた。

　日はとうの昔に真上まで昇のぼっていた。

　外は噎むせ返るような暑さで、鼻び孔こうをくすぐる草木の香かおりは生なま臭ぐさくて不快だった。

　鉄くさいものが地面に転がっている。

　とても白い肌はだをした、黒くろ髪かみの少女だ。

　自分が手にかけた、一人の女の子だ。

　彼女が妹だということを知ったのは最近のことだった。鬼おにを宿す草薙の少女が自分の妹であると知り、タケルは嬉うれしくもあり、悲しくもあった。

　生まれて初めて、必要だと思えた他人だった。そばにいたいと思える存在だった。

　それなのに──殺してしまった。

「……なんで？」

　自分に問う。何故なぜ殺したのか。長年に亘わたり蓄ちく積せきされた鬼の呪のろいが少女の中から解き放たれれば、世界中に鬼が拡散する。だから殺さなければならない。父はそう言っていた。

　だから、お前が自分で選べと、父は言っていた。

　選んだ結果がこれだ。目の前の死体だ。

　何故？

　両親のため？

　違ちがう。

　自分のため？

　違う。

　世界のため？

　絶対に違う。

　ではなんのために？

『キセキを殺して』

「…………」

　空を見上げていたタケルの瞳ひとみから、涙なみだが一ひと粒つぶこぼれ落ちる。彼女を殺したのは、彼女のため。世界中から疎うとまれ、恐おそれられ、傷つき、たった一人で耐たえ続けてきた彼女のため。

　彼女のために、タケルは自ら孤こ独どくになった。

　膝ひざが折れて、地面に両手をつく。

　ポタポタと、乾かわいた地面に涙が落ちる。

「ちくしょう……背負えるか、こんなもの……」

　タケルの中で怒いかりが溢あふれる。

　何だこれは。何だこれは。何だこれは。何だこれは。

　こんな結果があっていいはずがない。こんなものは俺の望みじゃない。

　ふざけるな。ふざけるんじゃねぇぞ。ありえねぇんだよくそったれ。

　タケルは生まれて初めて孤独というものを知り、途と方ほうに暮れる。

　助けを求めるように辺りを見回す。

「俺は……どうしてこんなところで一人でいるんだ？」

　妹を手にかけたという事実に対する違い和わ感かんと、自分が一人きりで絶望に暮れているという事実に、現実味の無さを感じる。

　両親は死んだ。妹を殺した。けれどもっとなにか、他ほかにももっと、自分にはたくさん、大切なものがあって……。

　いったいどこへいってしまったんだ？　いったいそれは、どこのだれだったんだ？

「──嫌いやだ」

　こんなのは嫌だ。両親も死んで、妹も死んで、そばにいてくれたはずの大切な人達もいないなんて、そんなのは嫌だ。一人は嫌だ。

　タケルは息をしていない少女に近づくと、彼女の胸を思い切り手で押さえつけた。何度も何度も、全体重を腕うでにのせて、少女の胸に叩たたきつける。

「死ぬな……！　ダメだ、起きろ……！　お前にはまだ俺のそばにいてもらう……！」

　息を荒あらげながら、タケルは必死に少女を蘇そ生せいさせようとした。

　すでに心の臓を刃やいばが貫つらぬいた後だ。無む駄だだとわかっていても、タケルはやめようとしなかった。

「俺を、一人にしないでくれ……」

　自分の根底にあるものを浮うき彫ぼりにされたような気持ちだった。人の心がわからず、いつも自分から他人を遠ざけていたというのに、こうして孤独になって初めて自分にとっていかに他人が必要だったかを思い知る。自分はどこまでも利己的だ。こうして妹に生きていてほしいと思うのも。記き憶おくにすらその存在の居所が消えてしまったどこかの誰だれかを求めるのも。全部全部、自分が孤独から逃のがれるための手段でしかない。

　涙がこぼれる。こんな自己中心的な願いのために、自分は妹に死んで欲しくないと思っている。なんてずる賢がしこくて、なんて醜みにくいのだろう。結局、妹を救いたいという気持ちには、「妹のため」という大義名分はどこにもなかった。

　利己的、自己中心的、その通り。だからどうした……過去か未来かはわからないが、いつかどこかで自分はそう割り切ったつもりでいた。しかしこうして現実を目の前にしてみると、己おのれの浅ましさに嫌けん悪お感かんしか抱いだけない。妹を殺しておきながら、この結果が嫌で嫌で仕方が無くて、往おう生じよう際ぎわの悪さを露ろ呈ていさせている自分が、吐はき気けを催もよおすほど気持ちが悪い。

　これが草薙タケルの本ほん性しようだ。

「…………っ」

　いくら蘇生を試みても、妹は目覚めない。妹の顔をうまく認にん識しきすることはできなかったが、安らかであることだけは確信できた。

　死は妹の願いだった。その願いを叶かなえたのは自分だ。

　汗あせにぬれたタケルの顔に、諦あきらめが滲にじむ。

　──自分の浅ましさを自覚できるのなら、女め々めしく後こう悔かいなどせずに、胸を張るべきではないのか。

　頭の中で声がする。

　──君は兄としてよくやった。妹を苦しみの渦うずから救い出してやったのだ。妹を殺すのも自分が死ぬのも嫌だとわがままを通した君なんかより、よっぽど上等だ。

　その声は、タケルの心から熱を奪うばっていく。

　──この結果は誰もが望んだことだ。君のおかげで、妹はこれ以上誰も傷つけず、妹自身も傷つかずに眠ねむりにつくことができたんだ。

　この声は癒いやしではない。無へと誘いざなう声だ。

　──君は悪くない。悪いのは、君や妹にこんな苦しみを強しいている、この世界そのものだ。憎にくむのなら自分自身ではなく、世界を憎め。

　──壊こわしてしまえ、こんな世界──君はこの世界の神を殺すのだ。

「…………」

　項うな垂だれるタケルの肩かたから、力が抜ぬけていく。声に心を委ゆだねてしまいそうだった。

　心折れたタケルには、声に抗あらがう力も、理由すらもどこにもなかった。妹は安楽の死によって手の届かぬ場所へ。ずっとそばにいて支えてくれていた人達は、最初から存在すらしていなかった。

　もう、いいじゃないか。

　これ以上孤独でいる必要なんかないじゃないか。もうこれ以上、ここに自分が居残っている必要はないじゃないか。憎しみを世界へ向けてしまえば、きっと楽になる。全部全部壊してしまえば、もう何も……。

「……は、はは……」

　タケルの口から笑い声が漏もれる。

　心が折れて、すでに諦めている。

　だけど、何故か。何故か、妹を蘇よみがえらせようとするタケルの腕は止まっていなかった。もうどこにも力なんて無いはずなのに、身体からだは勝手に動いていた。

　どうしてこうも浅ましく、厚かましく、無様に足あ搔がく？　どうしてここまで利己的になれる？　妹が望む結果を与あたえてやったのに、どうして彼女から安らぎを奪おうとする？

　自分の心に問う。記憶の彼方かなたに問う。

　思い出せ。この身体が諦めていない理由を。

「……誰かに……言われた気がするんだ……いつだったかは……思い出せないけど」

　乾いた唇くちびるから、声が漏れる。

「俺のこの浅ましさを……通せって……」

　涙と共に、魂たましいの奥底から声が漏れる。

「どこかの誰かが……肯こう定ていしてくれた気がするんだ……俺のわがままを……」

　妹の胸を叩く。力の限り、願いを込こめて。

　己の願望を込めて。自分勝手なエゴを込めて。

「だから俺は……この手を止めるわけにはいかないんだ……」

　背中を押してくれた手の温ぬくもりが蘇る。

　記憶に残っていなくても、魂を揺ゆさぶったその温かさを抱だきしめる。

「どんなに自分が情けなくても、惨みじめでも、気持ち悪くて、反吐へどが出そうでも……俺は」

　その温もりを裏切るわけにはいかないから。

　だから──

「俺は、こんな俺自身を誇ほこりに思わないとダメなんだ」

　タケルは涙を止めどなく流しながら、妹の胸を押し続ける。

　エゴを貫くということの苦しみは、綺き麗れい事ごとや正論に身を委ねるよりもずっと辛つらい。安易な結果に甘んじるよりもずっと苦しい。エゴを信じ、誇るということの難しさは計り知れない。タケルはそんなに強くない。実のところ、自己嫌けん悪おの塊かたまりだ。

　誰かが言った。

　自覚が免めん罪ざい符ふになると思うな、と。

　誰かが言った。

　自覚があるからこそたちが悪い、と。

　その通りだ。だからタケルは吐きそうになりながら、自分の在り方に疑問しか抱けぬまま己を通す。無様に惨めに泣きながら。自分に酔よいしれながら。タケルは身体を動かす。

　いつか本当の意味で、自分自身を誇れると信じて。独りぼっちにならないために。孤独を拒きよ絶ぜつするために。大切な人達と、一いつ緒しよにいるために。

　大切なものを、全部全部取り戻もどすために。

「っとに、我ながら……クソ野や郎ろうだよな……」

　自じ嘲ちようしながら、タケルは足搔く。妹の身体はとっくに冷え切って、石みたいに硬かたくなってしまっているのに、まだ諦めていない。

　悲しくて悲しくて涙が止まらない。もう雨あま粒つぶほども希望なんて残されてないのに、まだ諦められていない自分が嫌きらいで嫌いでたまらない。

　独りぼっちが、寂さびしくて寂しくてしょうがなかった。

「う、うぅ……っ……」

　必死に、どこかの誰かの温もりを思い出そうとしながら、タケルは抗った。

　どれほどの月日が流れたのだろう。一分、一時間、一日だった気もするし、一年だった気もする。ずっとタケルは妹を蘇らせようとしていた。

　夏が過ぎて、秋になり、草木が枯かれて冬になり、再び芽め吹ぶく春になろうとも。

　妹の身体が腐くさり果てて骨と皮になろうとも。

　休むことなく、いつまでも、いつまでも、たった一人で戦い続けた。

　健けな気げなものか。美しくなどあるものか。

　愚ぐ直ちよくさは救いに繫つながらない。

　これは現実だ。現実は甘くない。

　やがて妹の身体は骨すら残らず、土へと還かえった。

　手に触ふれるものが無くなった時、タケルは歯を食いしばりながら肩を抱き、空を仰あおぐ。

「ちくしょ……っ、くそぉ……っ！」

　どんなに心臓に刺し激げきを与えようが、死に絶えた者は蘇らない。戦って敵を倒たおすのとはわけが違ちがう。いくら続けても奇き跡せきなんて起こらない。最初っから無理な話だったのだ。

　だけど。

　だけどだけどだけどだけど。

「…………っ」

　タケルは自分の肩を抱くのをやめて、地面に手を伸のばす。乾いた地面を掘ほり返す。

　それは狂きよう気きでしかなかった。死んだ者を蘇らせようとする時点で、狂気の沙さ汰ただった。

　指先の皮ひ膚ふが剝はがれても、爪つめが剝がれても、タケルはやめられない。

　彼を止められる者がいるとすれば、それは──。

　どこかへ行ってしまった、消えてしまった大切な人達だけだ。

　──助けてほしかった。

　──誰か自分を、止めてほしかった。

　──だけどここには誰もいない。

　──背中を抱いてくれる人がいない。

　──自分はどうしようもなく弱かった。

　──どうしようもなく、救うための力が無かった。

　──独りに耐たえられない。

　──独りだと、俺はただの愚おろか者でしかいられない。

　──俺はもう、独りじゃ生きていけない。




　──誰か、助けて。




「本当に、往生際の悪い人」

　途と方ほうも無い時間の中で、願いに応こたえが返ってきたのは、自分の身体が朽くち果てる寸前だった。一〇〇年以上も経たってようやく、彼女はタケルの前に現れた。

　丸まって小さくなったタケルの背中を、彼女は後ろから抱きしめた。

「浅ましくて厚かましくて、自分勝手で、独善的でわがままで……だけど」

　もう振ふり返ることもできない。両りよう腕うではすり減って、無いも同然だった。身体は息をするだけの機械でしかなかった。その呼吸すらも終わろうとしている。

　骨と皮だけになったタケルの身体を、彼女は抱きしめる。

「だけど私はあなたのそんなところを、愛しています。世界中の誰だれ一人ひとりあなたを認めなくても……私はあなたを愛しています」

「…………」

「こんなになるまで独りにしてしまって、ごめんなさい……」

　その声は、決して幻げん聴ちようなどではなかった。

「たとえ現実でなくても、長い間あなたに孤こ独どくを味わわせてしまいました」

　冷え切ったタケルの心に、温もりが触れる。

「大だい丈じよう夫ぶ。もう独りではありません。私がいます。永遠に、私はあなたのそばにいます」

　枯れ木のような手で、その温もりに手を伸ばす。

「たとえあなたが弱くても……あなたの愚直さには、私が力を与えます」

「…………」

「あなたはまだ、何も失ってはいません」

「…………」

「だから、誇りを持って立ちなさい。自分のために」

　崩くずれそうな身体に、力がこもる。

　思い出す。取り戻す。全すべてを。

「さあ──」

　タケルは立ち上がる。




「起きてください──世界を救う時間です、宿主」




　たとえそれがエゴだとしても。

　たとえそれが狂気だとしても。

　救う力がこの手にあるのなら──

　──草薙タケルは、立ち上がる。








第一章　共に






　手に握にぎったその温もりを、タケルはじっくりと嚙かみ締しめる。

　誰もいない暗くら闇やみの中であろうとも、彼女は独りではないことを教えてくれる。

　目を開けると、自分は闇の中に立っていた。

　隣となりには瑠る璃り色いろの相棒が、タケルの手を握って立っている。

　タケルは闇を見上げる。

「……ここは」

「現在、百ひやつ鬼き夜や行こうの海の中で、侵しん食しよくを受けずに捕ほ縛ばくされた状態にあります。鳳おおとり颯そう月げつによる精神汚お染せんを受けていたと思われます」

「…………」

「ここは宿主の夢の中、精神世界です。私との契けい約やくによって、外界からの干かん渉しようを遮しや断だんさせていただきました」

　それは覚えている。あの永遠に等しい時の中で、タケルは地じ獄ごくのような孤独を味わった。

　救い出してくれたのはラピスだ。タケルは彼女の温もりに助けられた。

　もうこの温もりを放しはしない。タケルは強くラピスの小さな手を握りしめる。

「戻ろう。俺を目覚めさせられるか？」

「ええ。ですがその前に……少しだけお話が」

　ラピスがタケルの手を一度解き、もう一度、指を絡からませるように握った。

　タケルも握り返すと、ラピスが顔を上げた。こちらを見上げる二つの瞳ひとみはかすかに揺ゆれていた。言い淀よどむように、ラピスは唇くちびるを震ふるわせる。

「……どうした？」

　タケルが問うと、ますますラピスの瞳が揺れた。

　震えた声でラピスが答える。

「実は……世界を救う方法が……一つだけあるのです」

　タケルの表情が強こわ張ばった。

　それは単純に、朗報と言っていいはずだった。

　素す直なおに喜べないのは、ラピスの表情が優すぐれないせいだ。今にも泣き崩れそうな顔で、ラピスは悲しげにタケルを見上げている。

　タケルはどんな答えだろうと受け入れるつもりで問いかける。

「教えてくれ。世界を救うってどういうことだ？　それがどんな方法でも、俺は──」

　タケルが胸に手を当てて、ラピスに諭さとすように言った時だった。




「──あなたとミスティルテインが神の代用品になる、ということです」




　その暗闇の中に、もう一つ別の存在が現れた。

　白いローブのような服を着た、白はく髪はつの女性。

　半はん透とう明めいの姿で、女性は幽ゆう霊れいのように宙に浮ういていた。

「マザーグース……！」

「安心してください。今の私では、あなたに干渉するだけの力はありません」

　信用したわけではないが、ここが自分の精神世界だということを思い出して、タケルは警けい戒かいを解く。オロチとの戦いの後行方ゆくえ不明だったが、やはりまだ生き残っていたらしい。

　しかしラピスの力で外からの干渉が遮断されているのなら、この精神世界にマザーグースを招いたのはラピス本人ということになる。

　ラピスの言う、世界を救う方法と関係があることは明らかだ。

「どういう魂こん胆たんだ？　神の代用品……？」

　マザーグースの言葉を嚙み締めてみても、タケルの頭ではよくわからない。

「草くさ薙なぎタケルさん。あなたは、私達が何を目的に行動していたかを、覚えていますか？」

　当然覚えている。オロチは姉である草薙ミコトを蘇よみがえらせるために……いや、ミコトの死そのものを無かったことにするためにマザーグースと契約を結び、世界に抗あらがっていた。

　過去を無かったことにして新しくやり直す。

　世界を白紙に戻もどして、一から作り直す。

　それを受け入れられないからこそ、タケルはオロチと敵対した。

「……世界を新しくやり直すことがあんた達の目的だ」

「ええ。正しくは、鳳颯月を殺し、私とオロチが融ゆう合ごうして神となることで、《神の器うつわ》を得ることが目的でした」

　神を殺して、神になる。

　それがマザーグースとオロチの目的だ。

　頭の悪いタケルにも、もうマザーグースが何を示そうとしているのか理解できた。

「…………あんた達ができなかったことを、俺達にやれっていうのか？」

「はい」

　当たり前だとでも言うように、マザーグースは言った。

　馬ば鹿かげているとは思わなかった。

　グングニルもミスティルテインも同じ神器だからだ。

「私達神器も、世界の再構築の際にその性質が変異しています。本来備わっていなかった人格を宿し、形状も元とは違ちがっていますが本質は変わっていません。たとえミスティルテインが旧人類の作り出した我々の複製品であろうとも、器になることは可能なはずです」

「…………」

「《神格化》の術式を、ミスティルテインに教えました。あなた方は私達の代わりに神を殺し、神へと至ることができれば、世界を救うことは可能でしょう」

　冷ややかにタケルを見下ろしながら、マザーグースは言った。

　神へと至る。それがどういう意味になるかを、タケルはよく知らない。

　だが、それがまともじゃないことだけはわかる。

「……ふざけんな。世界が白紙になるなら、神になんてなってやるものか。たとえ神様だって、世界から過去を奪うばっていい道理はねぇだろ」

　たとえそれが辛つらいものであったとしても、タケルは過去を望む。

　過去を背負ったまま、未来へ進むことを望む。

「神が替かわったからといって世界が白紙になるわけではありません。その選せん択たくはあなた方に委ねることになります。世界をどうしようが、神の自由です」

「…………」

「世界を現状のまま維い持じしたいのであれば、あなた方が神になり、そうすればいい」

　マザーグースの声からは、不満も迷いも感じられない。

　タケルは眉み間けんに皺しわを寄せた。マザーグースがそんなことを教えてくれることに納なつ得とくができなかったのだ。目的が違うのに、こんな風に敵に塩を送るだろうか。

「わからないな……あんたはそれでいいのか？」

「もはや私は敗北した身です。実体も崩ほう壊かい間近なわけですから、この魂たましいもまもなく消えるでしょう。鳳颯月に神々の残したこの世界を破壊されるぐらいなら、あなた方に委ねた方がマシというだけですよ」

　平へい坦たんに、特に悲しみも抱いだかずに、マザーグースは淡たん々たんと自分の考えを語る。

　しかし不意に目が細められ、冷たかった彼女の表情が人間味を帯びた。

「それから……宿主から託たくされたのです。万が一あなた方が我々を打ち破った時、希望を残してやってほしい、と」

「……師し匠しようが……？」

「伝言です。『これが本当の免めん許きよ皆かい伝でんだ。黙だまって受け取れ、馬鹿弟で子し』」

　だそうですよ、と、マザーグースは静かに目を閉じる。

　タケルは思わずきょとんとした。実にオロチらしい伝言だった。短くて、乱暴で、そのくせ彼の想おもいが全部詰つまっている。

「本当に最後まで、不可解な人でした」

　オロチのことを思い出すように、マザーグースが呟つぶやく。

　思えば、不思議なことがいくつもあった。タケルが魔ま導どう学園に一時的に捕とらえられていた時、オロチはタケルに『ミスティルテインとの絆きずなを深めろ』だなんて、自分達にとって何のメリットにもならないことを諭した。外側の世界に戻ろうとした時にオロチが黙ってタケル達を見送ったことも、今にして思えば不可解なことである。

　オロチはタケルが敵になることをわかっていたはずなのだ。

　それなのに彼はタケルを鍛きたえ、未来を示してみせた。命を落とした後も、こうして希望を託してくれていた。結局彼は、こうなることを想定していろいろなものをタケルに残してくれていたのだ。

　タケルはうつむき、唇を一文字に結ぶ。

（……なんだよ……いつもいつも、自分勝手なくせに……）

　脳のう裏りに、オロチの悪戯いたずら好きな子供のような笑え顔がおが過よぎる。

（……俺が相手だって容よう赦しやねぇくせに……）

　オロチのがさがさな手のひらで、乱暴に頭を撫なでられる感かん触しよくを思い出す。

（……それなのに……なんでいつも、憎にくみきれないことすんだよ……）

　最後に、師匠を斬きった時のすれ違いざまの笑みを思い出す。

（これじゃ感謝しかできねぇじゃねぇか……あんまりだよ、師匠）

　握った拳こぶしが音を鳴らす。

　二度目の免許皆伝。諸もろ刃は流りゆうの全すべてを教えてもらったわけではないと自覚した時は、オロチに対して少し不満を抱いた。奥おう義ぎも伝授されていないのに皆伝を名乗っていた自分を恥はずかしく思ったのだ。

　でもこうして、ようやくタケルはオロチに認められたのだ。オロチという壁かべを突とつ破ぱし、草薙タケルという我を貫つらぬき通すことで、ようやく。

　認められた今となっては、感謝の言葉以外に向ける言葉が見つからなかった。

　師匠からの遺ゆい言ごんを受け取らないわけにはいかない。そもそも、全てを救うという無む謀ぼうな願いを成じよう就じゆするために、神になる以外の道はあるのだろうか。

「…………宿主」

　強く握りしめたラピスの手が、握り返してくる。

　タケルは手の力を緩ゆるめ、ラピスを見た。ラピスは変わらず不安を抱いている。神になったからといって、何もかもが上手うまくいくとは、タケルも思っていない。

「仮に神になった場合、俺達はどうなる？」

「《神格化》を行ったとして、完かん璧ぺきな神になることはできません。あくまで鬼おにと神器の複製品ですから、単純に質が足りません。同時に鳳颯月のような現あら人ひと神がみになることも不可能です。あの状じよう況きようは世界の衝しよう突とつのせいで生じた誤差のようなものですから」

「…………」

「あなたはミスティルテインの魂との融合を果たした後、個としての存在を失います。誰だれにも認にん識しきされないまま、魂だけの存在としてこの世界そのものとなり、世界を見届け続けることになります」

「…………」

「つまりあなたは、この世界の概がい念ねんとしての神にしかなれないということです」

　ある程度覚悟はしていた。神かみ狩がり化の副作用が魂の融合であり、人ならざる者へと昇しよう華かすることであれば、神格化なるものにも相応のデメリットがあるはずだからだ。

　北ほく欧おう神話世界では、《神狩り化》とは本来、神同士が殺し合うための手段であり、《神格化》とは自らが主神になるための権利なのだと、マザーグースは言う。

　事実だけを受け止める。

　神になれば、妹とは一いつ緒しよにいられない。

　神になれば、仲間達と共にはいられない。

　神になれば、自分という存在は誰にも認識されなくなる。

　ありのままの世界を見つめることしかできず、永遠に存在し続けることになる。

　それはとても嫌いやだ。

　絶対にご免めんだ。絶対に嫌だ。

　────だけど、他ほかにこの世界を救う方法はあるのか？

「…………」

　タケルは目を閉じた。ラピスの手に力がこもるのがわかった。

　考えろ。考えるんだ。無い頭でもいい。方法を見つけ出せ。

　考えろ。考えろ考えろ考えろ。

「……宿主、もういいのです。あなたは自分に正直でいれば、それでいいのですよ」

　タケルの手を握にぎるラピスの力が緩んだ。

「神になどならずとも、抗いましょう。方法が無くとも、突つき進むのが宿主です。あなたはいつも、そうしていろいろな問題を打開してきました。だから、今回も──」

　指先がほどけ、手が離はなれそうになる。

　──タケルは、その手を、再び握りしめた。

　──もう二度と放さないという誓ちかいと共に、強く。

　タケルは目を開けて、困ったように苦く笑しようした。

「ダメだ。他に方法見つかんねぇや。このまま奴が神様でいるんじゃ、どうしたって滅ほろびしかねぇよ」

　タケルの言葉にラピスは驚きよう愕がくし、絶句した。

　タケルはラピスの手を握りしめたまま、マザーグースに告げる。

「だから俺、神様になることにするよ。それでいい」

　そんな風に、まるで子供が望んでもいない将来の夢を口にするかのように、タケルは自分の行く末を決定した。

　マザーグースが無言で目を開き、ラピスは、




「──良いわけがないではありませんか!!」




　今まで聞いたこともないような声で怒おこった。

　タケルの腕うでにしがみつくように、ラピスは身体からだを押しつける。
















「いったいどうしてしまったのですか!?　宿主はそんなことを言う人ではありません！　あなたはもっと自己中心的で、わがままな人です！」

　激げき怒どだった。マジギレというやつだった。眉まゆも逆立ち、眉間に皺なんか寄せて、心の底から怒っている。あまりの気き迫はくにタケルは少しびくついた。

「ひ、ひでぇな……まあ確かにそうだけど、仕方ねぇよ。それ以外に方法がないんだから」

「仕方ない……!?　方法がないですって……!?　キセキさんを殺さず、自分の命も捨てられず、両方救いたいからと言ってわがままを貫いた人が、そんなことを言うはずがありません！　あなたは自分が嫌なことはしない人でしょう!?　こんな最悪の結末に納得できるのですか!?」

「そこまで最悪か？　納得できてるって言ったら噓うそになるけど……でも、みんな生きられる」

「生きることができても、救われません！　あなたがいなければ、三五小隊の皆みなさんは絶対に幸せになどなれませんよ！」

　まさかラピスからこんな言葉が聞けるなんて、タケルは思ってもみなかった。

　ラピスの言うことはいちいちその通りで、心にグサグサと刺ささる。

　息を荒あらげて、胸むなぐらでも摑つかんできそうな勢いだった。

　ラピスは声を落とし、タケルを睨にらむ。

「桜おう花か様はどうなりますか？　隣となりを歩くのではなかったのですか？」

「……ああ。約束、守れねぇな」

「マリ様は？　あの方がどれだけあなたを好いているか、もうわかっているでしょう？」

「……うん。応こたえてやれねぇかもしれない」

「斑鳩いかるが様は小隊室で、きっといつまでもあなたを待ち続けるはずです」

「……かもな。頑がん固こだし、人一倍情に厚い」

「うさぎ様は……あなたがいなければずっと、いつまでも泣き続けますよ」

「……だろうな。もう頭を撫でてやれねぇのは、俺も寂さびしい」

「キセキ様……妹としてずっとそばにいてほしいと彼女に言ったのは、あなたでしょう……！」

「…………ああ。そばにいたい。悔くやしくてたまんねぇ」

「酷ひどすぎます……自己犠ぎ牲せいはやめてください……！　ヒーローとか、そんなくだらないものになろうとしてはいけません……！」

　服を破りそうな勢いで摑みながら、ラピスはタケルの胸に顔を埋うずめて歯を食いしばる。

　ラピスがこんなにも三五小隊の仲間達のことを考えていてくれたことが、素す直なおに嬉うれしい。だからこそ、こんな決断しかできない自分が悔しくて情けない。

　タケルは心の底から辛つらそうにしながらも、ラピスの肩かたに手を置く。

「自己犠牲じゃねぇし、ヒーローになんかなるかよ。俺はたぶんあいつらに、とんでもねぇもん背負わせちまうんだろう。それはよくわかってる。俺にとってそうであるように、あいつらにとっても俺は大切な人だ」

　気き恥はずかしくはあったが、タケルは思っていることを口にした。皆に自分が愛されていると口にしたのだから、自うぬ惚ぼれだと思われても仕方がない。

　事実、これは自惚れだ。ここで自惚れられない奴やつなんかクソだ。

　そして自惚れながら最悪の選せん択たくをしようとしている自分は、もっとクソ野や郎ろうなのだろう。

「だけど、俺が消えたとしてもみんなが幸せになれないなんてことはないと思うんだ」

「……そんなわけないじゃないですか……！」

「傷背負わせちまうだろうけど、それでも前に進んでくれるはずだ。三五小隊だぜ？　強いさ……馬ば鹿かみたいに強いさ。仲間がいれば、あいつら意地でも不幸になんかならねぇよ。消えちまった俺が悔しがるくらいに幸せになってくれるはずだ」

「そんなことわかりません……！」

「俺の自分勝手な確信だ……これが一番いい」

「違ちがいます……！　皆さんはあなたを失うくらいなら、全員一緒に戦って、世界が滅びた方がいいと思うはずです！」

　埋めていた顔を上げて、ラピスはタケルの顔を見た。

　気づけばタケルは泣いていた。必死に笑おうとしながら、泣いていた。

「……っ、そりゃダメだぜ……たとえみんながそれで幸せだろうとしても破は滅めつはダメだ……それは、俺が嫌だ」

　ここにきてもタケルは我を通す。自分の中で最悪のわがままを吐はき出す。

　タケルだって、悔しいのだ。悔しくて悔しくて、悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくてたまらないのだ。

　タケルが望む結末はハッピーエンドとは言いがたいけれど、ほんの少し救いが無いわけじゃない。今はもう、その小さな救いに縋すがるしかないのだ。

　悔しい。でも、これがいい。

　これでいい。

　ラピスも心が押しつぶされたような表情で、タケルに問う。

「……宿主……あなたは……本当にそれでいいのですか？」

「…………」

「あなたにはこれっぽっちも救いが無いではないですか……っ」

「…………」

「永遠に独りです……世界を見つめながら……存在し続けるだけなのですよ」

「…………」

「孤こ独どくに押しつぶされてしまいます……あなたはそれほど強くはありません……それは私が一番よく──」

　不意に、タケルはラピスの身体を抱だきしめた。

　強く強く折れんばかりに抱きしめた。

「ああ、俺は強くねぇ。ついさっき散々味わったから、孤独なんて死んでもご免だ。お前の言う通りさ。……でも、俺にだって救いはあるんだぜ？




　──俺にはお前がいる。ずっとずっと永遠に、お前の魂たましいと一緒にいられるんだろう？」




　ラピスの耳元で、囁ささやくように優やさしく、タケルは言った。

　ラピスが目を大きく開く。タケルはもう涙なみだを流さなかった。愛いとおしそうにラピスを抱きしめながら、覚かく悟ごを決めた。

「みんなと一いつ緒しよにいられないのは辛い。キセキといられないのも辛くてしかたねぇ。でも……お前だけは、俺のそばにいてくれる」

「…………宿主」

「俺はそれでいいと思ったんだ。それがいいと思ったんだ。俺がこの結末に見いだした救いはお前だよ。自分に救いがなきゃ、俺はこの結末を選ばねぇ」

　抱きしめられたまま、ラピスは大きな目を開き続けた。

　やがて、その瞳ひとみに大おお粒つぶの涙が浮うかぶ。

「あとはお前さえ頷うなずいてくれれば、俺はこの結末へ向けて突っ走る。お前が嫌なら、この結末は目指せない」

「…………」

「ラピス……俺と永遠に一緒にいてくれるか？」

　それは、半ば告白のようなものだった。タケルの気持ちに噓はなかった。状じよう況きようがそうさせているのは事実かもしれない。でも、純じゆん粋すいなのは間違いなかった。

　たとえ誰だれにも認にん識しきされず孤立するとしても、ラピスが一緒なら自分は不幸ではない。ラピスが一緒にいてくれるなら、幸せにだってなれる。

　妹に会えず辛いだろう。仲間に会えず、寂しいだろう。どうしようもなく悲しくて、何度も何度も泣き出してしまうだろう。

　だけどラピスがいてくれるなら、自分は耐たえられる。

　仲間や妹の幸せを願える。

　全部に納なつ得とくができなくても、これがいいとタケルは思ったのだ。

「宿主は、卑ひ怯きような人です」

　ラピスがゆっくりと、手をタケルの背中に回す。

「本当に酷い人です……こんな風に私が選ばれることに、納得なんてできません」

「ああ、わかってる。でも噓じゃねぇ。本気も本気だ」

「それがわかるから、なおさら酷いのですよ……」

「……だな」

　同意しながら、タケルは苦笑する。

　背中に回された手が、タケルを抱きしめた。

「こんな風に言われたら……断れるわけがないじゃないですか。嫌いやなわけがないじゃないですか。何故なぜなら私は──」




　──あなたを愛しているから。




「ああ。俺も愛してるぜ、相棒」




　力強く抱きしめ返し、タケルは瞳に炎ほのおを宿らせる。

　進むべき道は決まった。今まで無いほどに痛みを伴ともなう道だが、決して立ち止まることはない。一度決めたらやり通す。何度くじけても立ち上がる。無様に転げて泥どろだらけになろうとも、喚わめいて泣いて、怒おこって笑って、最後までやり遂とげる。

　それが草薙タケルの生き方だ。

　抱ほう擁ようが終わり、ラピスが身体からだを離はなす。

　いつもの無表情ではなく、ラピスはタケルに微笑ほほえんでいた。

　かと思えば、ちょっとしたジト目を向けてくる。

「みんなを愛しているくせに」

「お、お前な……俺はちゃんと」

「いいのです。わかっていますから。そういうところも含ふくめて、私はあなたが好きなのです」

　そう言った時のラピスの笑え顔がおは、極ごく上じようの一言だった。本当にラピスには毎度驚おどろかされる。あまりに可愛かわいらしいものだから、タケルは照れくさくて死にそうだった。

　タケルが赤面しそうになっていると、

「──イチャつくのも結構ですが、そろそろ目覚めた方がいいのでは？」

　マザーグースが呆あきれたような声をかけてきた。切せつ迫ぱくした状況にありながらこんな惚のろ気けを見せつけられれば水を差したくなるのも致いたし方かたなしである。

　ともあれ、タケルの覚悟は決まった。

　もう迷うという選せん択たく肢しは選べないし、選ばない。

　ラピスと二人、マザーグースへ向き直る。

「……よろしいのですね？　成功するという保証はありませんよ」

「そんなもん、俺達はいつもそうだったさ」

　確かに、と、マザーグースは目を伏ふせる。

　タケルは彼女のことをあまり知らない。わかっているのは、目的のために手段を選ばない、オロチと同じような冷れい徹てつな人であるということぐらいだ。

　でも、魔ま導どう学園でタケルやマリを受け入れてくれた時の彼女は、少なくとも優しかった。

　今こうして希望を託たくしてくれている彼女には、どこかその時の面おも影かげがある。

「ありがとう。あんたのおかげで、道が開けた。この希望は、絶対に無む駄だにはしない」

　礼を言うと、マザーグースは驚いたようだった。

　そしてわずかに顔を伏せ、小さく笑った。

「……あなたはオロチと……私の宿主ととてもよく似ている。あの人もいつもそうやって、敵だろうと味方だろうと、感謝の念を抱いだけば誰だれ彼かれ構わず礼を言う人でした」

「まあ似てるのは否定できねぇな。若返った時の師し匠しようは俺にそっくりすぎて気持ち悪かったし」

　タケルが複雑そうに頭を搔かく。マザーグースは、最後にラピスを見た。

「……良き契けい約やく者を選びましたね、ラピス」

　マザーグースは、初めてラピスのことを愛あい称しようで呼んだ。旧世界の記き憶おくをラピスは持っていない。自分が本来、グングニルからすれば憎にくまれるべき敵であったのだろうということが推測できるくらいだ。ミスティルテインが神器の複製品であるというのなら、ラピスにとっての母は、その名の通り──。

「あなたに言われるまでもありません。宿主は、最高の宿主です」

「ふふ……私も、彼が生きている間にそう言ってあげたかった。もっとも私とあの人はあなた方のような関係ではありませんでしたが……それでも、悔くいは無いと伝えたかった」

「草薙オロチが宿主と似ているのであれば、言わずとも伝わっているはずです」

「……それもそうですね」

　苦く笑しようすると、マザーグースは祈いのるように両手を組んだ。

「もう時間がありません。征ゆきなさい──あなた方に、この世界の行く末を託します」

　祈りの姿勢のまま、マザーグースの半はん透とう明めいの身体が輝かがやき出す。

「私の魂たましいを魔力に変へん換かんし、《魔力譲じよう渡と》によりあなた方に授さずけます。『黄昏たそがれ』属性では神格化は行えませんが、私の『神かむ威い』の魔力を吸収し、そのまま用いることができれば可能なはずです」

「……いいのか？　魂が消えちまったら、あんたは──」

「おや、気き遣づかってくれるのですか？　さすがプレイボーイと誉ほめてあげたいところですが、私は次の宿主を選ぶ気はありませんよ」

「……あのな、こんな時に」

「それに私はあなた方の敵です。私を吸収することで、乗っ取られる可能性が無いとも限りません。あなた方が神になろうという時に本ほん性しようを現し、草薙タケルの魂を喰くらって私が神になるやもしれませんよ？」

　くすりと笑いながらマザーグースが言った。気遣ったのに軽口で返されて、タケルは微び妙みような顔をする。

　魔導学園にいた時も思ったが、意外とお茶目なのかもしれない。

「冗じよう談だんです。私もあなたと同じように、これがいいのです。この世界のために使ってください、私の魂を」

　白色の魔ま法ほう陣じんが出現し、マザーグースの身体が魔力の粒りゆう子しに変換されていく。

　マザーグースは最後まで、二人に祈りを捧ささげていた。

「──どうか、あなた方に幸運を。願わくば、その結末に救いがあらんことを」

　それが魔女の母、東の白き魔女の最後の魔法だった。粒子と化したマザーグースが、タケルとラピスの身体を包む。その抱擁は暖かく、優しかった。

　たとえここが精神世界であろうとも、内側から暖かい力がわき起こるのを感じた。

　タケルはラピスの手を握にぎったまま、ぐっと拳こぶしを握る。

　目覚める時がきた。戦いの時がきた。

　最後の戦いの時が──。

「ラピス」

「はい」

　二人は前を見み据すえて、互たがいの存在を確かめ合うように手を握り、闇やみを打ち払はらう。

「……征こう！」

「ええ、共に」

　ラピスの身体が霧む散さんする。瑠る璃り色いろの粒子が蝶ちようのように宙を舞まう。

　タケルは最後になるであろう、その言こと霊だまを口にする。

　開戦の狼煙のろしを上げる。

　心を込こめて、魂を込めて、

「「限りなき願いをもって──」」

　今、告げる。




「「──神に与える鉄槌を！」」




　神を殺し、神へと至るために。

　二人は、共に征くのだ。








第二章　問題児、再び集つどう






　説得などできないことはわかっていた。

　魂たましいの掌しよう握あくとはすなわち存在そのものを奪うばわれるということ。身体の自由、精神の自由を奪われることとはわけが違ちがう。自分もかつて、精神掌握や肉体の主導権を奪われたことがあった。抗あらがえたのは己おのれの強固な魂があったからだと、今では思える。

　その魂を奪われたとなれば、自分だって抗いようがない。

「はぁ……はぁ……！」

　どれぐらい時間が経たっただろう。これほど集中力を要する戦せん闘とうは初めてだった。

　はたしてこの街の人間はどれぐらい生き残っているのだろう。異い端たん同どう盟めいの本隊は無事だろうか。セージや柚ゆ子ず穂ほ、霧きりヶが谷やは生きているだろうか。

　西さい園おん寺じと杉すぎ波なみ、ラピスはどこだ。

　草くさ薙なぎは……。

　──天空より降り注ぐ虹にじ色いろの光の柱が、桜おう花かの頰ほおをかすめる。桜花は翼つばさを翻ひるがえし、辛かろうじてその攻こう撃げきを回かい避ひした。回避した先でも、すぐさま柱が降ってくる。仲間のことを考えている余よ裕ゆうはない。一いつ瞬しゆんでも気を逸そらせば命を落とす。

　今相対しているのはそういう相手だ。

　──集中しろ鳳おおとり桜花。

　──今お前にできることは戦い続けることだけだ。

　──お前に託された命は二つ。

　──相手の命と、自分の命だ。

「──ッ！」

　極光色の光の柱を回避しながら、思い切り右みぎ腕うでを振ふりかぶり、肘ひじの射突機き巧こうから全力の《伯爵の牙ヴアンパイア》を撃うち放つ。

　打ち放ったのではなく、撃ち放った。

　ストッパーを外すことで、《伯爵の牙ヴアンパイア》は近きん距きよ離りからの一撃ではなく遠距離からの射撃を行うこともできる。拳けん銃じゆう形態からの小型杭くいの射撃とは違い、一度射撃すれば連射が利きかない。撃ち放った牙きばには魔力で構築されたチェーンがついており、肘の機巧を作動させてチェーンを巻き戻もどして回収する必要があるため再装そう塡てんに時間がかかるのが難点だが、威い力りよくは打ち放った時と同等だ。

　しかし外せば窮きゆう地ちに陥おちいる隙すきが大きい攻撃であるのと同時に、ヴラドのサポートが失われている今となっては、《伯爵の牙ヴアンパイア》を発動させること自体に時間がかかる。

　はなから当てるつもりのない桜花にしてみれば、悪手に他ほかならない。

　当たらない。射撃された巨きよ大だいな杭は──二に階かい堂どうマリの真横をすり抜ぬけた。

　遠距離からの攻防は桜花にとって圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようだった。ヴラドのサポートが無い桜花には、魔力貫かん通つう杭による防護結界の強制解除を簡単に行うことができないからだ。

　いくら遠距離から銃撃を行っても折り重なる結界を全すべて貫つらぬくことはできないし、マリは結界を維い持じしたまま空から《極光の雨アウローラ・レイン》を降らせている。

　攻防を完全に掌握されていた。

　結界を張り続けながら、《極光の雨アウローラ・レイン》を降らせ、しかもさらなる魔法陣をいくつも出現させている。桜花からしてみれば、まるで城か戦せん艦かんを相手にしているかのようだった。近づくこともできなければ、ひっきりなしに降ってくる《極光の雨アウローラ・レイン》のせいで距離を維持することも難しい。

　太古の魔女が用いたと言われている戦法と同じだった。熟練の魔女は、本人は全く動かずに、全ての戦闘行動を魔法で行う。マリは崩ほう壊かい寸前のビルを背にしながら、飛行輪によって静かに浮ふ遊ゆうしているだけだ。

　マリが無造作に右手を前へ突つき出す。

　空中に展開された一〇〇を超こえる魔法陣に変化が生じる。

　一〇〇の魔法陣が解体され、一つの巨大な魔法陣へと組み替かえられていく。複合魔法の発動の際に生じる魔法陣の合成が、金属がぶつかり合うような音を奏かなでている。

　極光属性魔法の最大火力を誇ほこる、《光の到達点アウローラ・ゲート》が完成したのである。恐おそらく攻撃範はん囲いや威力は初見の時よりも数倍は上だ。

　放たれれば、桜花は一瞬で蒸発してしまう。やらせないとばかりに左腕を振りかぶり、桜花はもう一度《伯爵の牙ヴアンパイア》をマリへ放つ。

　当たらない。巨大な杭は一度目と同じようにマリの横をすり抜けて、彼女の背後に建つビルの壁かべに深々と突き刺ささった。

　マリの背後に巨大な門が出現し、大気が嘶いななくような音を立てる。

　このままやられるような桜花ではない。門の中で濃のう縮しゆくする光を見て、深く息を吸い込み、踏ふん張るように両肘を腰こしの上で構えた。

　──バチンッ、ギギギギギギギ……ッ！

　肘の機巧が火花とうなりを上げて、チェーンを巻き戻し始める。

「──……ッ！」

　広げた両りよう翼よくを羽ばたかせて、自らもチェーンを引っ張る。翼の羽ばたきは竜たつ巻まきを発生させるほどに力強い。

　そして、《光の到達点アウローラ・ゲート》が発射されようとした瞬間──マリの背後に建っていたビルが地割れのような音を立てて中なか程ほどから折れた。

　桜花が放った《伯爵の牙ヴアンパイア》がアンカーの役割を果たし、ビルを引っ張り折ったのである。

　折れたビルの上層部が桜花に引っ張られて、中間にいるマリの背後に迫せまる。

　不意を突かれたマリはビルを避さけようとしたが、あまりに巨大すぎたため、押し寄せるビルの上層部に球状の防護魔法ごと激げき突とつし、コンクリートの壁に砲ほう弾だんのように突き刺さった。

　──ドッ……！

　発動した《光の到達点アウローラ・ゲート》は照準がよれたせいで、桜花の頭上を通り過ぎた。

　その魔法は閃せん光こうと呼ぶにはあまりにも暴力的で、驚きよう嘆たんに値あたいするだけの美しさがあった。頭上数メートル付近に、魔法の威力によって時空の歪ゆがみが生じている。門から放たれた極光のレーザーは、遥はるか彼方かなたに見える小高い丘おかにまで到達し、その頂をかすめてもなお遠くへと伸のびていく。

　桜花はビルの上層部ごと、マリを自分の方へ引き寄せた。

「はぁぁぁぁぁあッ！」

　チェーンを巻き戻しながら、マリ目がけて突っ込む。

　両手が塞ふさがっている状態で、右みぎ膝ひざの射突機巧から《伯爵の牙ヴアンパイア》を放つ。魔法貫通のための反転術式など構築している暇ひまは無い。ビルを引き寄せる力と、《伯爵の牙ヴアンパイア》の威力で押し通す。

　桜花の牙はマリの防護魔法と激突し、その防ぼう御ぎよを容易たやすく打ち破った。いくら極光魔法といえども、この一撃は防げない。魔法を貫通した牙はマリの顔面スレスレのところに直撃し、ビルの壁に突き刺さった。

　桜花がチェーンを切り離はなすと、ビルと共に二人は落下を始める。マリは逃にげられない。桜花もまた動かない。桜花は落下の最中、マリへ手を伸ばし、肩かたを摑つかんだ。

「二階堂！」

　風を切り裂さくような落下の轟ごう音おんの中で、桜花はマリに叫さけぶ。

　押しつぶされるようなビルの物量を感じながらも、桜花はマリに語りかけた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ！」

　マリは答えない。桜花も、この状況で言葉を続けることはできなかった。

　赤い肉に埋うもれた地面が迫る。桜花は歯を食いしばり、全身に力を込めてビルを蹴けった。

　──瞬間、地面に激突しようとしていたビルの上層部がはじけ飛んだ。

　轟音と土つち煙けむりが空高く舞い上がる。散らばった瓦が礫れきが近きん隣りんのビルに接せつ触しよくし、連れん鎖さ倒とう壊かいを起こす。細かく砕くだかれた瓦礫を、餌えさを見つけた獣けもののように赤い肉が捕ほ食しよくする。

　煙けむりの中で、虹色の飛行輪が輝かがやく。

　ゆっくりと音もなく、二階堂マリは肉の海に沈しずみゆくビルの瓦礫に着地した。

　地面に直撃する寸前に、桜花の蹴りがビルの上層部を砕け散らせた。吸きゆう血けつ鬼き化している今の桜花にとって、ビルの破壊など赤子の手を捻ひねるようなものだった。

　マリは煙の中で目を凝こらす。その様子は、まるで索さく敵てきする機械のようだった。煙の中から、空を見上げる。マリの対面にあるビルの瓦礫の上に、翼を広げて降り立つ影かげがあった。

　煙が晴れていく。蠢うごめく肉の音と、曇どん天てんの空の下で、その真しん紅くの影はじっとマリを見つめていた。

　今一度、同じ言葉をマリへ送る。

　届いていないとわかっていても、桜花は送る。

「私は生きている。お前にだけは、決して殺されはしないと約束する」

「…………」

「お前に私を殺させはしない。お前の信念を、私の死で汚けがさせはしない」

　マリの信念。それは不殺だ。たとえ相手がどれほどの悪人であろうと、殺さない。

　その信念が、決して綺き麗れい事ごとだけで成り立っているわけではないことを桜花は知っている。

　命は大事だから。どのような命であろうと尊いものだから。

　そんな風に思ってるのだろうとマリに問えば、彼女は腹の底から笑い声を上げるだろう。

　いつだったか、何気ない日常の中で、マリが言っていた。殺さないのは、殺すのが嫌いやだからだと。命は平等ではない。救うべき命と、絶つべき命はある。存在していてはならない命は確実に存在する。

『でも、あたしは殺さないよ』

　理り屈くつじゃない。綺麗事なのかどうかはどうでもいい。嫌きらいだからやらない。マリが不殺を貫く根本にあるのは、そういった信念だ。

　そんな信念の対極にいた桜花は、その信念を尊いと思った。

「安心して、私に全部ぶつけてこい」

　だから、桜花はマリに殺されない。戦い続けてみせる。

　狙ねらうは魔ま力りよく切れ。ここまで駆く使ししてきた魔法のせいで、マリの魔力残量はそう多くはないはず。魔力が切れれば、マリの戦せん闘とう能力は皆かい無むに等しい。

　桜花が今までずっと大おお技わざを避け、回避に努めてきた理由はそこにある。マリは《光の到達点アウローラ・ゲート》で大量の魔力を消費したはずだ。魔力残量はもう少ない。

　ヴラドの魂たましいによって得たこの魔力を、マリの救出に使うのだ。両手をクロスさせて、桜花は目を閉じる。同時にマリも、再び魔法陣じんを出現させたのがわかる。

（見ているか……）

　目を見開き、ビルを蹴って翼つばさを羽ばたかせる。

　マリが両手に黒い魔法剣けんと白銀の魔法刀を出現させる。

（見ているか……ヴラド……）

　振りかぶった腕うでを、そのままマリへ叩たたきつける。

　両手に構築された魔力の剣に、その一いち撃げきは防がれる。

　桜花は防がれた反動を利用し、マリの頭上を飛び越こえ、彼女の背後へ。

（私は、お前が望むように、気高くあれているか？）

　攻こう撃げきを加えるのではなく、背後からマリの拘こう束そくを試みる。

　だが、マリは体内から魔力をそのまま一気に放出して、桜花の身体からだを吹ふき飛ばした。

　吹き飛ばされた桜花は翼をはためかせ、再びマリへ突とつ撃げきする。

（ずっとそこで見ていてくれ、相棒……！）

　距きよ離りを開かせるわけにはいかない。近距離であれば防護魔法をゴリ押しで貫通できるが、距離が開けばこちらは一方的に攻撃されるだけだ。回かい避ひ行動もマリから距離が近い方が簡単。できるだけ接近戦を続けてマリの防護魔法を破壊し、魔力を使わせる。

　──それしかない！

　背を向けたままのマリが、腰を捻って振ふり向きざまに拳けん銃じゆうのように指先を桜花へ向ける。

　桜花は目を見開き、突撃を中断して身体を捻った。

《極光の鏃アウローラ・バレツト》。魔力を一点集中させた高速の矢が桜花の翼を貫いた。

　魔法をくらった衝しよう撃げきで、桜花はきりもみ状態で落下する。距離を開けられるわけにはいかない。翼を即そく座ざに修復してすぐに上じよう昇しよう、距離を詰つめる。

　マリは接近戦が苦手だ。攻撃力の高い付ふ与よ魔法などは使用できるが、本人の反射神経、運動神経は高くない。距離さえ詰めてしまえば──

「《極光の恩恵アウローラ・ベネフイツト》」

　その時だった。マリの体表を、極きわめて薄うすい極光の膜が覆おおった。距離を詰めようとした桜花が、咄とつ嗟さに防御態勢を取る。

「──!!」

　桜花が空中で急停止した瞬間、黒い剣が額から数センチのところに突きつけられていた。

　首を捻る。それ以外に回避方法が見つからない。

　剣が桜花の頰ほおを抉えぐり、髪かみを一ひと房ふさもっていく。マリが自らの肉体に強化魔法を施ほどこしていると理解した直後、目の前に躍おどり出たマリが腰を回転させて左足による蹴りを放った。《極光の付与アウローラ・エンチヤント》がかかった左足の踵かかとが桜花の側頭部を強打する。

　その足捌さばきは、まるで桜花の得意とする回し蹴りそのものだった。

　脳が揺ゆれて、闇やみに落ちようとする意識を気合いで押しとどめ、次なるマリからの攻撃を受け止める。剣による連撃を牙きばで受けながら、桜花は臍ほぞをかむ思いに駆かられる。

　マリが接近戦が苦手なのは間ま違ちがいない。彼女もそれを好まないことを知っている。

　──速い。この速度は異常だ。いくら魂を掌しよう握あくされているからと言っても、限界以上の力が出せるわけではない。

　身体強化魔法。この反応速度は脳神経の強化も施されている。ホーンテッドが戦闘時にタケルの速度に対応するために行っているものと同じだ。

　あらゆるものを見通すと言われている吸血鬼の瞳であれば、桜花もこのスピードには辛かろうじてついていける。しかしマリはあくまで人間。脳の強化が危険なことは魔法に関かかわる者であれば誰だれだって知っていること。マリもそれがわかっているから、今までこの脳の強化だけは行ってこなかった。

　マリの目と鼻から、わずかにではあるが血が漏もれ出している。外見からはわかりにくいが、内側はボロボロのはずだ。

　ボロボロだ、お互たがいに。

（……いつも通りだな）

　窮きゆう地ちに立たされているはずなのに、マリとの攻防の中で桜花は苦く笑しようした。

　臨界点クリテイカルポイントでのエグゼとの戦いから、マザーグースとの激戦を終え、百ひやつ鬼き夜や行こうへの対処。休めた時間など無いに等しい。一度は手足を失い、出血多量に陥おちいったマリは、桜花以上に消しよう耗もうしているはずだった。

　それなのにこの猛もう攻こうだ。マザーグースの魔力を使った再生魔法で傷が治っていると言っても、完治しているわけではない。まったく、魔法使いとして呆あきれるほどに優ゆう秀しゆうだ。魔力の消費効率をよく心得ている。

「なあ、覚えているか？」

　剣と牙を打ち合わせ、桜花は静かにマリへ語りかけ始めた。

「お前と出会ったばかりの頃ころのことを、私は今でも思い出せる」

　マリに声が届かないことがわかっていても、桜花は戦闘を続行しながらしゃべり続ける。

「お互いに過去を背負いながらも、お前は私と対極にいた。不殺だなんだと甘い考えを持つお前と、死をもって悪を裁こうとする私が、相あい容いれるはずがない」

　攻撃の打ち合いの最さ中なかに、マリが後方へ飛び退のいて魔法陣を出現させ、チャージ無しの《極光の砲弾アウローラ・カノン》を放つ。

　行動を読んでいた桜花は、砲ほう弾だんをくぐるように回避して、再び接近戦へ持ち込む。

「性格も真逆だったしな。お前の奔ほん放ぽうさは私を苛いら立だたせたものだ。私と違って素す直なおで、自由で、垢あか抜ぬけていて……」

　マリの猛攻は止やまない。桜花は受け続ける。

　魔力の牙と魔力の剣が魔力の粒りゆう子しを散らし、宙を漂ただよう。

「大嫌いだったよ……本当に」

　かつての自分達を懐なつかしみながら、桜花は言った。

　高く振り上げられた剣が、桜花の脳天に迫せまる。桜花は両手の牙でそれを受け止める。

「っ……だが同時に私は、お前がうらやましかった。復ふく讐しゆうの中で憎にくしみに溺おぼれていた私には……お前が……」

「…………」

「お前が、眩まぶしくてしょうがなかった……！」

　剣を弾はじき返し、桜花はマリの目と鼻の先まで顔を近づける。

　今一度斬きり掛かかろうとしたマリの両腕を、桜花が摑つかむ。

「まっすぐに自分を信じられるお前がうらやましかった！　いつも、どんな時でも笑っていられるお前の強さが妬ねたましかった！」

　強化魔法によって倍加されたマリの腕わん力りよくを、その上をいく力でねじ伏ふせる。

　今桜花が吐はき出している言葉は全すべて、自分の認めたくない部分だった。

「自分の悩なやみや苦しみがどれほど小さいことなのかを思い知らされる……！　お前が横にいるだけで、私は自分が惨みじめに思えてしかたがなくなる……！　私はお前のようにはなれない、それがわかっていたから……！」

　業ごうを背負ってしまった自分は、マリのように晴れやかに己おのれを信じることはできない。桜花の過去には闇が付きまとう。

　でも、だからこそ──！

「だからこそ今まで自分を貫つらぬいてこられた！　お前がいたから、私は自分でいられた！」

　前を向いて走るマリの背中を見ながら歩くのは嫌だった。

　桜花が最初、マリとの相あい性しようが最悪だと思った理由はそこにある。

　魔女だからじゃない。恋こい敵がたきだからとか、そういうわけでもない。

　──こいつにだけは負けたくない。

　理屈ではなく、マリには桜花にそう思わせるだけの何かがあった。たとえ憧あこがれているとしても、背中を追いかけるのなんて御ご免めんだった。そんなの悔くやしくて悔しくてたまったものではない。自分は自分のまま、自分を磨みがけばいい。こいつを嫉しつ妬とさせられるぐらいに、誇ほこれる自分を目指せばいい。どれだけ認め合える仲になろうとも、それは今も変わらない。

　自分はついさっき、二度もマリに助けられた。

　このまま黙だまっていることなどできようものか。

　礼など言わない。言いたくない。言葉ではなく行動で返す。

　二人は相性が最悪で最高で、お互いを高め合うために必要不可欠な存在だ。

　憎しみではなく対たい抗こう心が絆きずなへと昇しよう華かし、啀いがみ合いながらも前に進む。

　──好敵手ライバルとは、そういうものだ！

「お前には──これからも私のそばにいてもらうぞ！」

　桜花がマリの目の前で吼ほえる。マリはその言葉に応こたえるかのように、髪を逆立てた。桜花とマリの中間に、魔力が濃のう縮しゆくされる。

　魔法陣は出現していない。これはただの魔力の塊かたまりだ。

　マジックバッシュ──気づいた瞬しゆん間かん、二人の間で極光の魔力が爆ばく発はつした。

　殺傷力は無いが、桜花を吹き飛ばすだけの衝撃としては十分だった。

　二人の距離が離はなれ、遠距離で対たい峙じする。

　マリは目を閉じて、再び魔法陣をいくつも出現させた。

　二度目の《光の到達点アウローラ・ゲート》を発動させようとしている。牽けん制せいのための《極光の雨アウローラ・レイン》が桜花を襲おそってこない。牽制の分の魔力を防護魔法に回しているのだろう。マリを包む極光の壁かべは、今度は容易たやすくは貫けまい。

　桜花は空中にて、深く息を吐く。一度放たれてしまえば、《光の到達点アウローラ・ゲート》の回避は難しいだろう。模も擬ぎ戦トーナメントの時よりも速度が上がっているため、発動後に避さけるのは自殺行こう為い。かといって、発動前に魔法を止めるのもメリットは少ない。魔法をキャンセルされて、戦いを長引かせるだけだ。長期戦はこちらにとってもデメリットでしかない。現在の魔力量は桜花の方が上だろうが、魔力使用の効率化はマリの方が優すぐれている。長引けばいずれ不利になる。さっきのような奇き策さくはもう通用しない。

　であれば。

「真っ向から、貫くだけだ」

　右みぎ腕うでの射突機き巧こうが分解され、再構築される。

　魔力を集中させて、桜花は自分より何倍も大きい射突機巧を出現させた。

　ここまで巨きよ大だい化させたのは桜花も初めてだった。ヴラドは防ぼう御ぎよにはとんと向かないレリックイーター。攻こう撃げきに対しては攻撃で対応するしかない。肘ひじから突つき出た巨大な杭くいに、魔力を集中させる。杭は赤黒い稲いな光びかりを発しながら、激しく回転する。熱を帯びるかのように赤く赤く輝かがやく。まだだ。まだ足りない。

《光の到達点アウローラ・ゲート》の術式は頭に入っている。《伯爵の牙ヴアンパイア》に必要とされる魔力量が《光の到達点アウローラ・ゲート》に劣おとっていようとも、魔法貫かん通つうという固有性能がその差を埋うめてくれるはずだ。問題は魔法の持続時間と、桜花の反転術式が成功するかどうかだった。魔法貫通は防護障しよう壁へきや魔女狩り化などのような強化魔法に対しては一撃で貫通し、無力化することができる。

　しかし攻撃魔法に対してはそうはいかない。防護魔法は当たれば貫通、強化魔法は術式を破は壊かいして無効化できる。攻撃魔法は違う。まして《光の到達点アウローラ・ゲート》のような大おお技わざは、当てれば無力化できるわけではないのだ。

　貫けるだけだ。加えてあの魔力量に対応するには、やはりこちらもかなりの強度を持つ杭を構築しなければならない。

　ここで出し惜おしみすればやられてしまう。約束を守れなくなってしまうのだけはダメだ。だからこそありったけの魔力をこの一撃に込こめる。ヴラドが残した力の全すべてを込める。

　濃縮された魔力が真しん紅くから深紅へ、そして極限の紅ぐ蓮れんへと昇華する。

　血よりも赤く、炎ほのおよりも紅あかく、太陽よりもまばゆく。

　回転する杭の後ろに、巨大な魔法陣じんを展開させる。

　小細工はいらない。その分牙の質を高め、回復を行い、マリの極光に対応できるようにする。

「決着をつけよう」

　桜花の準備が整うのと同時に、マリの背後に門が姿を現す。異世界の入り口を思わせるその門は、厳おごそかで、眩しくて、見る者全てを圧あつ倒とうする。この世全てに対して光こそが最強だと誇こ示じしている。

　迎むかえ撃うつ桜花は、門に対してあまりに小さい牙一本。

　だがその牙の輝きたるや、暁あかつきを宿すがごとく赤々と燃えたぎっている。

　マリが閉じていた目を見開き、広げていた両手を前へ突き出す。

　桜花も息を大きく吸い、右腕を振ふりかぶった。

「──《光の到達点アウローラ・ゲート》」

「《伯爵の牙ヴアンパイア》──！」

　先に放ったのはマリだった。門の扉とびらが開き、中から光が溢あふれた。遥はるか昔、艦かん隊たいを一撃のもとに消し飛ばしたと言われている大魔法、《光の到達点アウローラ・ゲート》。その逸いつ話わに見合うだけの威い力りよくがそこにあった。

　極限の光が桜花の身体からだを丸まる吞のみにする。その光の中は一点の闇やみもなければ音もない、まさに光だけの世界だ。あらゆる生命、あらゆる物質を拒きよ絶ぜつする世界。

　まさに地じ獄ごく──その中に、桜花はいた。

　拒絶に対して拒絶を返していた。牙を突き立て、脅きよう威いとしか形容できない光の渦うずの中で、消し飛ばされそうな自分の存在を維い持じし続けていた。

　牙に触ふれた部分だけ、光の渦が消えている。だが光は濁だく流りゆうのように押し寄せる。いくら巨大といえども、牙は防御のための壁ではない。消しきれない光の粒子が、桜花の身体を蝕むしばんだ。粒子に触れた装そう甲こうが消し飛び、桜花の肉体に襲いかかる。たとえ吸きゆう血けつ鬼きの身体を持とうとも、この世界で存在し続けることは不可能だった。

　故ゆえに修復、修復、修復。灰になっていく身体を、真祖の吸血鬼特有の回復力で修復する。

　修復が間に合わない。光に押され始める。桜花の姿は、まるで炎の中にくべられた氷のようだった。悲鳴も上げられない。痛みも感じられない。桜花に許されるのは、殺されるという恐きよう怖ふではなく、消されるという恐怖を抱いだくことだけだった。

　──歯を食いしばる。しかと目を見開く。

　消されるわけにはいかない。牙が折れる前に、身体を朽くち果てさせてはならない。たとえ骨だけになろうとも、この牙が折れぬ限りは消えたりなんかするものか。

　前を見ろ。突き進め。この光を貫いた先に、自分の未来が、マリの未来が、仲間の未来が待っているのだ。

　射突機巧から魔力を噴ふん射しやし、牙の突とつ撃げきの後押しをさせる。翼つばさの修復に魔力を回している余よ裕ゆうはない。残っているのは牙とこの身体だけだ。

　牙に罅ひびが入る。身体も回復が追いつかず、足あし下もとから灰になっていく。臆おくする魂たましいが桜花の耳元で諦あきらめを囁ささやく。楽になれと誘いざなう。親友に消されるのであれば本ほん望もうではないかと、弱音が肩かたを叩たたいてくる。

　うるさい黙れと、桜花は吐き捨てる。負けてなるものか。この一戦に勝利して、マリの前で胸を張ってやるまでは、消えてなるものか。

　前へ。ただ前へ。決意なんて今まで散々やってきた。

　ご託たくはいい、だからさっさと貫け鳳桜花！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッ！」

　桜花の咆ほう哮こうに応じて、牙が回転する。光の渦を貫きながら、桜花は直進する。

　そしてついに、桜花は光に打ち勝った。

　光の渦を突破した桜花は、そのまま牙を門の上部へと叩き込む。術式は頭に入っている。根源である門さえ砕くだけば、魔力は魔法を維持できずに拡散する。

　桜花の読み通り、門は牙がぶち当たった途と端たんに崩くずれさった。《光の到達点アウローラ・ゲート》を構築していた魔力が霧む散さんする。

　ボロボロになった桜花は射突機巧を消失させて、どうにかこうにか翼を再構築する。辛かろうじて羽ばたきながら深く息を吐く。あと一歩遅おそければ、桜花の回復力が間に合わず、消し飛ばされるところだった。

「《月食の剣エクリプス・ブレイド》」

　マリは滞たい空くうする桜花へ向けて、剣を展開して襲いかかってきた。

　桜花は動かない。戦う力が無いわけではなかった。接近戦であれば応戦できるが、もう戦いは終わったという確信が桜花にはあった。

　振るわれた剣が桜花の額目がけて迫せまる。直撃しようとしたまさにその瞬間、《月食の剣エクリプスブレイド》が砕け散り、霧散した。桜花が杭を当てて無力化したわけではない。

　ようやくマリの魔力が尽つきたのだ。

　マリは砕けた剣を振り下ろすと、そのまま眠ねむるように目を閉じた。飛行輪が消失し、落下が始まろうとしたところで桜花が身体を支えた。

　しかし桜花も満まん身しん創そう痍い。再構築された翼には、二人分の重さを支えるだけの強度は残っていなかった。

（まずい、思っていた以上に……消しよう耗もうが……！）

　なんとか沈しずみかけのビルの屋上へ墜つい落らくしようとするも、落下軌き道どうの修正が間に合わず、肉の海へと堕おちていく。

（くそ……ここまできて……）

　桜花はマリを守るように抱だきしめ、翼で彼女を覆おおう。

　もうそのぐらいしかできない。桜花とマリは鬼おにの海へと落ちていく。桜花は最後に強くマリを抱きしめた。

　──ガクンと、身体に衝しよう撃げきが走る。

　腕うでを摑つかまれて、落下が止まったと気づくのに数瞬必要だった。

　上を見ると、沈みかけのビルの屋上から誰だれかが腕を摑んでいた。

　誰だ？

「悪い、遅くなった」

　ああ、お前か。

　心のどこかでなんとなく、来てくれると思っていた。

　しかしこいつは、いつもいつも本当に。

　本当に……。

「……遅い」

　桜花はため息を吐つくようにそう言って、小さく笑った。




　　　　＊＊＊




　鳳颯そう月げつの思おも惑わくを察し、斑鳩いかるがが咄とつ嗟さに動けたのはキセキの身体を調べていたからだった。容態を確かく認にんするために賢者の石ナノマシンをキセキの体内に送り込んでいた斑鳩は、脳が眠った状態であるにもかかわらずキセキが覚かく醒せいしたのを見て、咄嗟にうさぎを守った。

　賢者の石ナノマシンによって、己おのれの肉体をダークエルフへと変へん換かんし、極ごく単純なものではあるが、防護障しよう壁へきを維持できていた。

　しかし今の百ひやつ鬼き夜や行こうは制せい御ぎよを完全に失っている殺さつ戮りく兵器そのものだ。百鬼夜行を制御していたキセキではあるが、心の奥底では活動を制限していたに違ちがいない。

　今の百鬼夜行はひっきりなしに斑鳩を殺そうとしている。排はい水すい溝こうに吸い込まれていく水のように、斑鳩の元へ鬼の細さい胞ぼうが収縮していく。斑鳩にできることは、防護障壁を維持しながら耐たえることだけだった。

　圧あつ倒とう的てきすぎる鬼の濁流を前にして、障壁を維持しながら《対消滅カタストロフイ》を行うことは不可能に近い。反物質の爆ばく発はつによって百鬼夜行を吹ふき飛ばせれば話は早いが、技術者としては一流でも、斑鳩は魔女としての知識は浅く、才能も無い。それは自分が一番よくわかっている。だからこうして耐えることしかできないのだ。

　球体障壁の中で、斑鳩は小さく小さく縮こまる。障壁を破壊されては修復、この繰くり返しは途と方ほうも無い苦痛が生じた。もっと効率よく障壁を維持できればいいが、斑鳩にはまだその手段が備わっていない。

「まったく……二階堂の才能が恨うらめしいわ」

　額に汗あせをかきながら、斑鳩は愚ぐ痴ちのように言った。ダークエルフの身体を得て、極上の魔力と魔力量が備わっていようとも、斑鳩の見識は人間のままだ。斑鳩にはその力を行使できないのだ。

　障壁の残り枚数はあと三枚。これ以上内側に追加で障壁を展開しようにも、人体が入るだけのスペースが無くなってしまう。

　ここが限界だった。このままではもってあと一分だろう。

「私にダークエルフの身体なんて……宝の持ち腐ぐされよね」

　斑鳩はうさぎに苦く笑しようする。

　うさぎは返事をせず、障壁の中で武器のチェックを行っていた。以前のように弱気になったり、震ふるえて動けなくなるようなうさぎではない。

　今自分にできることを全力で行う。

　愛銃じゆう『ラビットファング』のメンテナンス、残ざん弾だんの確認。

　抗こう魔ま弾、極光弾、そしてミリタリーポーチから反物質弾を取り出して目を細め、じっと見つめた。

　反物質弾は呪符インスタントのように吸魔素材に魔力を吸収させているわけではない。これだけの魔力エネルギーを吸収できるだけの吸魔素材が存在しないのと、着弾と同時に魔法が発動しなければならないため、反物質を磁場で固定し、極薄うすの抗魔素材で覆って封ふうじ込めているだけの代しろ物ものだ。

　万が一弾頭が割れでもすれば魔法が発動してしまう。その点を考こう慮りよして、この弾たまは火薬ではなく魔力で発射する必要があった。

　ラビットファングの魔力充じゆう塡てん率は十分。

　撃うつことは可能だ。

　うさぎは反物質弾を口元まで持っていき、目を閉じて祈いのるように握にぎりしめた。

「杉波、今から言うことをよく聞いてください」

「あー……言わなくても、何をしようとしているのかなんとなくわかるわ」

「いいから、ちゃんと聞いてくださいまし」

　閉じていた目を開いて、うさぎが斑鳩に顔を寄せた。

「状じよう況きようを打開するには、反物質弾を使用して百鬼夜行を吹き飛ばすしかありません。ですが、この至し近きん距きよ離りで撃てばわたくし達も爆発に巻き込まれてしまいます」

「……巻き込まれる前に……私が防げってことよね？」

「その通りですわ」

「無理よ」

　斑鳩が青白い顔を背そむけて、即そく答とうした。

　ふざけているわけではなかった。できないものはできない、斑鳩はそう言っているのだ。

　するとうさぎが、さらにずいっと顔を近づけた。

　斑鳩が思わず仰のけ反ぞりそうになる。

　うさぎは眉み間けんに皺しわを寄せたまま、斑鳩に告げる。

「弱音なんて聞きたくありません。無理でもやってもらわなくては困りますわ」

　反物質弾を乱暴に魔力発射用のマガジンに押し込みながら、うさぎは言った。

「草薙がきてくれるのを待っているわけにはいきません。待っているだけでは、わたくし達は確実に死にます」

　うさぎが言うと同時に、残り三枚のうち一枚の障壁が砕くだけた。

　百鬼夜行がさらに押し寄せてくる。

「やってくださいまし。やらなきゃ死にます」

　覚かく悟ごとか、緊きん張ちよう感かんとか、恐おそれとか、そういうものを全く抱いだかずに、うさぎは斑鳩に言った。いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけ、決定的な一打を担になってきたうさぎだからこそ言える言葉だった。うさぎだってこういう状況に慣れたわけではない。麻ま痺ひしているのとも違う。

　彼女は、ただ事実を口にしているだけなのだ。

　状況を把は握あくし、状況を受け入れ、そして状況を覆くつがえすために引き金を絞しぼるのが狙そ撃げき手しゆの仕事だから。

「……あんたの口からそんな言葉を聞くことになるとはね」

　斑鳩は観念したのか、うさぎの肩かたを摑み、身体からだを反転させて背中から彼女を抱きしめた。

　地面に座った状態で、うさぎを強く抱きしめる。

　うさぎが銃のボルトを引き、反物質弾を送り込む。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。この魔法はあなたが作ったんですのよ。作れたのだから、防げて当然です」

「簡単に言ってくれるわね……私は二階堂とは違うのよ。信用してもらっちゃ困るわ」

「信用しないわけないじゃないですか。あなたと一いつ緒しよにどれだけの修羅場をくぐってきたと思っているんですの？」

　銃身を持ち上げ、うさぎが構える。

　斑鳩はうさぎの顔に頰ほおを寄せながら、静かに目を閉じる。

　今まで以上に、集中しなければならない。許されるのは一いつ瞬しゆんだ。展開している防護障壁を解除し、押し寄せる百鬼夜行よりも早くうさぎが反物質弾を発射。その後に全力で再度防護魔法を……いや、もうこの際防げるのならなんでもいい。魔力だろうがなんだろうが、この身体に宿っている全すべてのものを吐はき出して《対消滅カタストロフイ》を防ぎ切る。

　重要なのはタイミング。うさぎが発射するよりも早くてはダメ。遅すぎれば《対消滅カタストロフイ》に巻き込まれてお陀だ仏ぶつ。着弾とほぼ同時に行わなくてはならない。

　二枚目の障壁が砕け、残り一枚となる。

　うさぎがトリガーに指をかけた。

「万が一最後になるかもしれないわけだけど、相手が私で不満でしょ？」

「不満ですわ。だから最後にしないでください」

「……まったく、本当に強くなったわね。可愛かわいくないわ」

　うさぎを抱きしめる力を強める。

　準備はできた。そういう意思の表れだ。

　うさぎが秒読みを開始する。

「三……二……一……」

　引き金の指に力がこもる。斑鳩が目を開き、全神経を魔法の発動に集中させた。

「──ゼロ」

　冷静に、うさぎの言こと霊だまが耳に届いた瞬間、斑鳩は最後の防護障壁を解除した。

　一瞬にしてなだれ込む百鬼夜行。だがそれよりも一いつ刹せつ那な早く、うさぎの指先は運命の引き金を絞っていた。

　着弾し、砕ける弾頭。中からあふれ出たのは古いにしえの錬れん金きん術じゆつ師達が生み出し得なかった神のエネルギー。その爆発は、質量わずか数グラムであろうとも、物質が存在することを許さない。

　光とも闇やみともつかぬ破は壊かいがもたらされようとした瞬間、斑鳩はダークエルフの体内に存在する無限にも等しい魔力を全力で外へと発散した。

　衝しよう撃げきと衝撃が衝しよう突とつする。破壊がもたらされた瞬間、周囲が無音になった。その破壊は音すら消し飛ばしたのだ。破壊の嵐あらしの中で、斑鳩はうさぎを抱きながら叫さけんだ。

　こんな風に大声を出して叫んだのは初めてだ。音として聞こえなくても、喉のどの震えで自分がどれだけ叫んでいるのかがわかる。

　これほどまでの生への渇かつ望ぼうがあったことが意外だった。最初こそ防護魔法を構築させようとしていたがすぐに魔法が保てなくなり、ただ体内の魔力を放出するだけになった。ダークエルフの魔力量のおかげで、辛かろうじて斑鳩とうさぎは無事でいられた。

（こんなところで死ねないのよ……！）

　斑鳩が目を見開く。

（私にはまだやりたいことが山ほどあるの……！）

　思い出が巡めぐる。伊い砂すかとの別れや、カナリアの喪そう失しつ。タケルとの出会い。うさぎや桜花、マリとの他愛ない日々。カナリアとの再会。拒きよ絶ぜつの言葉。罪の意識。初めて母親であることを受け入れてくれた瞬間。娘むすめを胸に抱いた時の感かん触しよく。

　それはまるで走そう馬ま燈とうのようで。

　──最後にしないでくださいまし！

　うさぎの声が、聞こえた気がした。

「そうよ──冗じよう談だんじゃない！　思い出なんてお呼びじゃないのよッ！　今は未来だけをよこしなさい！」

　斑鳩は思い出を打ち払はらい、過去ではなく、未来を求めた。

「私達は、まだ始まったばかりなのだから！」

　破壊を魔力が押し返す。

　己おのれの全存在をかけて防ぎきってみせる。

　今自分にできること。

　それは自分の命を守ることだ。賢者の石ナノマシンだろうが、幻げん想そう生物の細胞だろうが、何だって使って生き残ってやる。

　生きて帰るのだ！　あの場所へ！

　私の愛した、あの場所へ！

　みんなと一緒に帰るのだ！

　斑鳩の咆ほう哮こうが、全てを吹き飛ばす。《対消滅カタストロフイ》の破壊は、その威い力りよくを拡散させた。




　　　　＊＊＊




　残ったのは、灰の中でうずくまる斑鳩とうさぎの姿だけだった。

　灰まみれになったうさぎは、咳せき込みながら顔を上げた。

　生きている。斑鳩がやってのけてくれたのだ。

　だが、安心している暇ひまは無い。《対消滅カタストロフイ》により広こう範はん囲いに広がっていた百ひやつ鬼き夜や行こうが一時的に消し飛んだが、すぐにまた津つ波なみのように押し寄せてきた。

　うさぎは慌あわてて斑鳩の無事を確かく認にんする。

「杉波！　立てますか!?」

「キツいわ……等価交こう換かん無視が売りのはずなんだけど……っ、やっぱもっと調整が……必要ね」

「背負いますわよ！　振ふり落とされないでくださいましね！」

　うさぎは銃のベルトを肩にかけ、斑鳩を背中に負ぶった。

　そして地面を踏ふみ鳴らすように走り始めた。持ち前の馬ば鹿か力ぢからで大きな銃を扱あつかい、狙撃手として何度も戦場を走ってきたうさぎだからこそ、斑鳩を背負ったまま走ることができる。

　当たり前だが、さすがに百鬼夜行の津波から逃にげ切れるほど速くはない。

「ダ、ダイエットしなきゃかしら……」

「体重がわたくしと変わらないのにそういうこと言わないでくださいまし！」

「あんたは瘦やせちゃダメ……おっぱい縮んだらつまんないでしょ……」

「胸なんて走りにくいったらないんですのよ！」

「ダメよ……私生きて帰ったら……またあんたのおっぱいペロペロするんだか──」

「しょーもない死亡フラグですわね！　へし折ってさしあげますわ！」

　こんな時でも軽口を叩たたけるのは相変わらずだった。いや、軽口でも叩かないとやっていられないのだ。これはもう三五小隊の精神安定剤ざいと言ってもいいだろう。

　冗談でも言わないと、これまでの絶望的な戦いくさにだって生き残れなかったはずだから。

《対消滅カタストロフイ》により更さら地ちになってしまったため、わずかに残っていたビルの残ざん骸がいなどの障害物はほとんど消し飛んでしまった。吹ふき飛んだ範囲外から百鬼夜行の波が襲おそってくる。渦うずを巻き、荒あれ狂くるう赤い肉の海は容よう赦しやなく迫せまる。

　背後から、そして、正面から。

「くっ！」

　うさぎが横に飛び退のくと、波と波がぶつかり合い、どろついた赤い肉の飛ひ沫まつが飛び散る。迂う回かいし、とにかく逃げられる方向へ走る。

　転びそうになりながら波を避さけ、安全な場所などどこにもありはしないことがわかっていながらも、足あ搔がく。

　しかしやがて、道は断たたれた。

　小さなビルの瓦が礫れきを越こえた時、二人は百鬼夜行の海に囲まれた。

「はぁ……はぁ……！」

「拳けん銃じゆう……貸して」

　うさぎは黙だまって斑鳩にサブウェポンのハンドガンを渡わたす。

　自殺するつもりなんかさらさらない。斑鳩はマガジンの弾たまを確認して、銃を構えた。

　うさぎも肩から銃のベルトを外し、構える。

　二人が同時に弾を装弾する。

「一分一秒でも長くよ」

「ええ、一分一秒でも長く！」

　諦あきらめるつもりなんて毛頭ない。ここで最後まで足搔いてダメでした、なんて想定は二人ともしていない。

　一秒でも長く踏ん張って、体力の回復に努める。斑鳩の体力が回復したら、もう一度エルフ化して、飛ぶなりなんなりして逃げればいい。

　斑鳩はもう、できないだの、無理だなどと言うつもりはなかった。

　なんとかなる。なんとかするためになんだってやってやる。

　絶対に生き残れる。

　そう考えて挑いどむのだ。そう心に決めて足搔くのだ。

　それが三五試験小隊の流りゆう儀ぎなのだから。

　引き金を絞しぼり、銃が火を噴ふく。押し寄せる百鬼夜行には無力に等しい。だがそれでも無む駄だではない。生き物である以上は、鬼おにの細さい胞ぼうは一いつ瞬しゆんでも怯ひるんでくれる。

　回り込まれ、背後から襲われそうになる。だから二人は背中合わせに立って、お互たがいの背中を守った。無駄だとあざ笑う鬼の濁だく流りゆう。二人は鬼を睨にらみ、戦うことを諦めない。

　その攻こう防ぼうに終しゆう止し符ふを打ったのは、当然鬼だった。

　ただし、鬼の魂たましいを持った少年だ。




「二人とも、よくがんばった」




　──ズンッ！

　衝撃と共に炎ほのおが広がる。うさぎと斑鳩は炎に包まれたが、その炎には熱が無かった。

　炎が焼いたのは鬼の濁流だ。液状だった鬼の海が気化していく。不確定古代属性エンシエントプロパテイと呼ばれる百鬼夜行であろうとも、神殺しの炎には抗あらがえない。

　炎は鬼の細胞を伝わって、どこまでも燃え広がっていく。

　一瞬にしてうさぎと斑鳩を囲んでいた鬼の海が消え去ってしまった。

　そして二人の前には、いつもの背中がそこにある。

　上空からマリを抱かかえた桜花が杭くいを放ち、彼の鎧よろいを解除させる。

　刀を肩かたに担かつぎ、振り返る少年に、うさぎと斑鳩は──

「悪い、遅おそく──」

「「遅い!!」」

　タケルが謝るよりも先に、詰つめ寄って怒ど鳴なりつけた。

　えー……と、タケルは身体からだを仰のけ反ぞらせながら目を点にした。

「いつもいつもなんなんですの!?　見計らってるんですの!?」

「草薙、ええかっこしいも大たい概がいになさい。かっこつけたいのはわからないでもないけれど、状じよう況きようを考えて。いい加減あんたのかっこつけに私達を巻き込むのはやめなさい」

　真しん剣けんに怒おこっている二人に、さすがのタケルももの申す。

「ひどくね!?　なんで俺が助けに入るタイミング見計らってるみたいに思われてるんだ!?　こっちだっていろいろ大変で──」

「見計らってなければ毎度毎度こんなタイミングで助けになんてこれないですわよ！」

「どぉせ今かな～そろそろかな～とか、陰かげから様子窺うかがってるんでしょ？　せこっ、ぜんっぜんかっこよくないんですけど」

「──言いがかりも甚はなはだしいんだが!?　助けたのに何だこの言われよう！」

　理り不ふ尽じんな言われようにタケルが抗こう議ぎする。いつものように三人が言い争いを始めているのを、空から降下してきた桜花が目を線にしながら眺ながめていた。

　そこで、両りよう腕うでに抱えているマリがまぶたを開いた。

「……ん……桜花？」

　名前を呼ばれ、桜花がマリを見下ろす。

「よかった。目が覚めたか」

「あたし……何で……」

　マリは自分が何をしていたのか思い出そうとして、頭痛を感じたのか額に手を当てた。

「覚えていないのなら無理して思い出さなくていい。お前の魂の縛しばりはタケルが解除した。もう心配する必要はない」

「魂の縛り……？」

「魔ま力りよくが底を尽つきたところに、《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》によってお前の魔力ごと縛りを吸収されたのだ。体内幻げん器きに魔力が充じゆう塡てんされるまでは急に動かない方がいい」

　宥なだめるように言われて、マリはおとなしく従った。

「そっか……あたし……理事長になんかされて……つか、なんであたし、あんたにお姫ひめ様だっこされてんの……？」

　おとなしく従おうとした矢先に、自分の状態に気づいてマリは寝ねぼけ眼まなこを覚まさせた。

　そして口をあわあわしながら、青ざめた顔で桜花を見る。

「あたしそういう趣しゆ味みないんだけど!?」

「……お前は何を言っているんだ」

「お、下ろしてよっ、あたしの太もも触さわっていいのはタケルだけなんだからね！」

　手をペシペシと叩かれて、桜花は目を線にしたままこめかみに血管を浮うかべた。

　そしてそのまま、パッと手を離す。

「ぎゃん」と悲鳴を上げて、マリがお尻しりから地面に落っこちた。帽ぼう子しを被かぶり直してから立ち上がり、マリは両腕をぶんぶん上下に振る。自分で落としておきながら、難なく起き上がったマリに桜花が驚おどろく。

「き、急に動くなと言っているだろう。下手をすると死んでしまうぞ」

「ぬぁんなのよ！　さっきあたしが二度も助けてあげたの忘れたの!?　この恩知らず！」

　ピキッ。桜花が眉まゆを痙けい攣れんさせる。

「ほぉ～？　私が助けてやったことを覚えてもいない奴やつに恩知らず呼ばわりされるいわれはないが？」

「はぁ？　いつあたしがあんたに助けられたのよっ。助けてくれたのはタケルでしょ！」

「なっ……タ、タケル──！　こいつに教えてやれ、私がどれだけ苦労して──」

「覚えてねーからノーカンだし！」

「き、貴様ぁー！」
















「貴様ってゆーな！　マリちゃんと呼べっ！」

　三人と同じように、こっちでも言い争いが始まる。

　全員が集つどうと、どんな状況でも元の三五小隊に戻もどってしまうのはいつものことだった。止める者がいないと、延々とこの状況が続くのだ。間が抜ぬけているというか、肝かん心じんなところで締しまらないというか。要は本当に、いつも通り。

「…………」

　ガミガミとうさぎと斑鳩に喚わめかれている最中に、タケルはいつも通りなこの状況から現実に戻される。

　この胸の奥の温かな気持ちが、今もどこかで永遠に続くものだと思っている自分がいた。

　失われないものだと思っている自分がいた。

　ここが自分の居場所だ。どこにも行かない。どこにも行きたくない。愛いとしくて、愛しくて愛しくてたまらない。またいつものようにあの部屋で、ソファに座りながら、うさぎが淹いれてくれた紅茶を飲んでお菓か子しを食べて、ポイントをどう稼かせぐかで言い争って、そのうち話が脱だつ線せんして、なんの実りも無いまま小隊活動を終えて……。

　次の日も。

　その次の日も、いつもと同じ幸せな日常を──

「…………っ」

　タケルは腰こしの剣けん、ラピスの柄つかをぐっと握にぎりしめた。

　柄が熱を持ち、ラピスが手を握り返してくれたのがわかる。

　もう涙なみだなど流すものか。泣くのは全すべてが終わった後でいい。タケルは皆みなに、自分の決断について話さないと心に決めた。話せば是ぜが非ひでも止めようとしてくることがわかっているからだ。

　罪悪感を抱いだいたまま突つき進むしかない。その苦しみを背負う覚かく悟ごを決めたのだ。

　胸の痛みと、どうしようもない幸福への渇かつ望ぼうを押しとどめる。きっと独りではこの苦しみに潰つぶされてしまっていただろう。ラピスがいてくれなければ、タケルはこの道を進めなかった。

　タケルがラピスに礼を言おうとした、その時だ。

　空から、鬼の咆ほう哮こうが降り注いだ。

「!?」

　タケル達が絶句しながら空を見上げる。

　空は鬼の大樹に覆おおわれていた。遠くから津つ波なみが押し寄せる轟ごう音おんが聞こえてくる。今までのようなただ押し寄せるだけの肉の海ではない。

　百ひやつ鬼き夜や行こうの名にふさわしい、異形の群れを形成している。あるものは鬼のように屈くつ強きような身体を持ち、あるものはヘビのようにうねり、あるものは羽を生やし空を飛んでいる。

　百鬼夜行の暴走は収まらない。

　タケル達は遥はるか上を睨む。

　大樹の太い幹に、白い影がある。隣となりに虚うつろな目をした少女を立たせながら、その影はタケル達のことを、まるで神様かなにかのように見下ろしていた。

　神の口元が弧こを描えがき、言葉を紡つむぐ。

　──どうする、虫けら。

　タケルは腰から剣を抜き放ち、切っ先を白き影へ向けた。

「鳳颯月──────────────ッ！！！！」

　それは紛まぎれもなく宣戦布告だった。

　貴様をぶち殺すという、確固たる意志の表れだ。

　タケルが刀を振ふり払はらうと、三五小隊の全員が横一列に並んだ。マリもふらつきながらその列に加わる。

「……とりあえずキセキちゃんの救出よね。タケルの《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》なら、解除できるんでしょ？」

　タケルがマリの肩に手を置く。

「マリは少し休め」

「ばかね、休んでいられる状況？　つか、休める場所なんか無いし」

「ああ。だから少しでも魔力が回復したら俺達の援えん護ごをしてくれ。なりふりかまってらんねぇから、無茶してもらうぜ」

「りょーかい」

　次に、うさぎと斑鳩へ命令を出す。

「うさぎは狙そ撃げきで後方から俺と桜花のサポート。なんとか追いつけ」

「了りよう解かいですわ」

「杉波、またエルフになれるか？」

「できなくてもやるわよ」

「マリとうさぎを守れ」

「了解」

　それぞれに命令を下し、タケルは最後に横目で桜花を見た。

「桜花は──」

「私はお前のそばから離はなれないぞ」

　命令を下す前に、桜花は怨おん敵てきを睨にらみつけたままタケルに言った。

「神かみ狩がり化をする時は、私に一声かけろ。それがまず最優先だ」

　桜花はタケルの魂たましいを守るために、神狩り化の解除を担当するつもりでいた。いずれその必要がなくなるということを、タケルは伝えられない。

「私はお前の隣で、お前を守る」

　裏切るようで後ろめたい気持ちにさせられるが、今はまだそれでいい。

　約束を破るとしても、その時は最後の最後だ。

「……ああ。一いつ緒しよに行こう。奴の銃じゆうにはくれぐれも注意しろ」

「解除と回かい避ひを優先し、私が隙すきを作る。タケルはなんとしてもキセキを奪うばえ」

「おう、そのつもりだ……！」

　息を吐はき、止める。

　こんな状じよう況きようだ。負傷し、疲ひ労ろうした仲間を安全な場所へ逃にがすことなんてできない。

　だからみんなで一緒に戦う。これが最後の戦いだ。みんなと一緒に挑いどむ、最後の戦いだ。

　負けるわけには──いかない！

「対魔ま導どう学園三五試験小隊──」

　タケルが剣を構え、鎧よろいを纏まとう。

　そして──




「──状況、開始ッ！」




　──三五小隊最後の任務が、始まった。








第三章　肩かたの星にかけて
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　古代属性エンシエントプロパテイ『絶望』は、その実体がどういうものなのかいまだに解明されていない。長く続いた歴史の中で、この属性を持って生まれた魔ま女じよ、魔法使いはたったの三人しか確かく認にんされていないからだ。

　そのうちの一人は、母親の腹の中で命を落とした胎たい児じ。残りの二人は魔女として己おのれの属性を極きわめんとした。

　結局二人の魔女はこの属性を使いこなすことができずに生しよう涯がいを終えた。一人は古代魔法の探求を目指したが挫ざ折せつし病死、もう一人は異世界に可能性を見いだしたものの、絶望属性のみが契けい約やくを可能とする異世界存在に接せつ触しよくし、発はつ狂きよう死した。

　歴史上、この属性を極めた者は存在しないとされているにもかかわらず、どういうわけか文ぶん献けんには絶望魔法の目もく撃げき情報がいくつか残っている。

　絶望の花を咲さき乱れさせ、異形の魔法生物を使し役えきする人物が存在する、と。

　その人物の正体は最初の一人だと言われている。死亡した赤ん坊ぼうは母親の腹の中から忽こつ然ぜんと姿を消していたのだという。

　まことしやかに囁ささやかれていた噂うわさだ。

　胎児は異世界へと招かれ、そこで『絶望』のなんたるかを垣かい間ま見みて、この世界に舞まい戻もどってきた……と。

　真実は誰だれにもわからない。ただ一つ言えることは、鐡くろがね隼はや人との前に立ちはだかるこの男は、その絶望を駆かり、脅きよう威いになっているということだけだ。

　レリックイーター、カリギュラとマクシミリアンを使い、隼人はホーンテッドへ攻こう撃げきを仕し掛かける。異世界の魔法生物との契約により、今まで殺してきた数だけ命のストックを保持していたホーンテッドだが、仮面の神器召しよう喚かんによりストックはゼロになったはずだ。

　だからといって隼人にとって状況が好転したということはない。むしろ殺し続ければ勝利が見えていた分、前の状態の方が有利であったといえるだろう。マクシミリアンの一撃によって仕留め切れなかったことでここまでの苦戦を強しいられるとは──

　──轟音。

　カリギュラによる攻撃をホーンテッドの剣が弾はじく。神器がホーンテッドにもたらした恩おん恵けいは想像を絶していた。スピードは隼人よりも素す早ばやく、力も遥かに凌りよう駕がしていた。

『英雄の器うつわ』と呼ばれる特異存在である隼人でも、神器により神の化け身しんと成り果てたホーンテッドには通用しない。

　無論、神器がもたらしたのは強化程度ではない。

　厄やつ介かいなのは、もっと他ほかにある。

「──《猟犬テインダロス》」

　構えた剣けんの切っ先に異状が生じる。剣の切っ先から何かが現れる。渦うずを巻く尖とがった頭を持つ、小型の四足歩行生物だった。数は三。骨そのものか鉱物でできたような身体からだを撓しならせて、まっすぐに隼人めがけて突つっ込んでくる。

　隼人はその猟犬の攻撃を回避できない。誘ゆう導どうミサイルのように旋せん回かいして隼人を襲おそう。スピードでは隼人が勝まさっているはずなのに、避けられない。相手が隼人の動きを完全に読んでいるのだ。

　ならば打ち砕くだく。

　隼人はカリギュラを連射し、三匹びきの猟犬を屠ほふろうとした。

　──が、当たらない。猟犬は鋭するどく尖った槍やりのような頭を隼人の身体に突き立てた。丸みを帯びていたおかげで装そう甲こうが弾いてくれたが、ハイブリッドで構築された魔女狩りデユラハンの装甲に皹ひびが入る。

　そこへすかさずホーンテッドが躍おどり出て、猛もう烈れつな突きを放つ。

　隼人は猟犬の攻撃によろめきつつも、ホーンテッドに応戦する。

　剣と銃じゆう身しんが激げき突とつし、衝しよう撃げき波はを発生する。

　弾かれたのは銃身の方だった。

　隼人は歯を食いしばりながら、銃を吹ふき飛ばされまいと拳こぶしを握にぎる。

　力も速度も相手が上。自分よりも素早いことを見み越こして、先に攻撃を封ふうじなければやられる。今まで戦った人間で自分よりも素早く動けた相手は、草くさ薙なぎオロチと草薙タケルだけだ。

　スピードに対処できる方法は一つだけ。動きを読み、先に動く。引き金を絞しぼることを迷わない。隼人の先読みは経験則。予測ではなく確信を持って先読みに挑む。

　衝撃で身体が浮うき上がった姿勢のまま、隼人は全身の筋肉を震ふるわせて身体を反転、カリギュラの銃口を、突きの構えをとろうとしていたホーンテッドへ向ける。

　隼人の判断に、ホーンテッドはさすがと言わんばかりに口笛を吹く。

　カリギュラの弾たまがホーンテッドの仮面に迫せまる。

　避けられはしない。

　だが──ホーンテッドもまた隼人の動きを読んでいた。

「《風喰らう者イタクア》」

　詠えい唱しようも魔ま法ほう陣じんも無しの速そつ攻こうだった。それを可能とするのが神器の仮面だ。

　正体不明の黒き風が巻き起こり、カリギュラの弾だん丸がんを、文字通り巻き取った。さすがの隼人も、初見の魔法は予測できない。カリギュラの弾は残り一発。装そう塡てんしている暇ひまは無い。

　魔法を打ち消すにはマクシミリアンの弾を直接──

　──オォ……ン

　ホーンテッドを纏う風が鳴く。

　風は防ぼう御ぎよのための魔法ではなかった。ホーンテッドの身体を覆おおっているように見えたそれは、空高く竜たつ巻まきのように立ち昇のぼっている。

　視線を上げると、風が巨大な人型を形作っているのがわかった。あまりにも大きい、風の巨人だ。青黒い竜巻の中に、燃えるように輝かがやく二つの瞳ひとみが見えた。

　巨人は竜巻でできた巨大な両りよう腕うでを隼人へ振ふり下ろす。風というだけあって動きが速い。大きさがマクシミリアンの攻撃エネルギーの拡散範はん囲いを超こえている。

　避ける以外に手は無い。

　魔ま力りよくを噴ふん射しやさせて──。

「ハッハ！」

　その時、ホーンテッドが地面へ向けて剣を振るった。

　地面が砕け、岩やら小石やらの破は片へんが細かく飛び散る。

　その行動が何を意味するのかすぐにわかった。飛び散った鋭く尖った破片の角。そこから──またもや異形の猟犬が出現した。

　出現したのは全すべての破片からだ。数え切れない。

（鋭えい角かくから出現するのか。妙みような魔法生物だ）

　こんな状じよう況きよう下かでも、隼人は冷静にホーンテッドの魔法を分ぶん析せきする。猟犬の追つい尾びは恐おそらく嗅きゆう覚かく。こちらの動きを読む特性を持つ性質上、避けるのは一〇〇％不可能だ。

（さて、どうする）

　隼人がほんのわずかに逡しゆん巡じゆんする。

　わかったところで解決には繫つながらない。真上からは巨人の腕。全方位から回り込むようにして猟犬が突っ込んでくる。退路は完全に断たたれた。ひとまず犬コロの方はわかったが、巨人がわからない。

　よって隼人はくらうことにした。

　くらってみないとわからない。そうと決まれば話は簡単だ。

　耐たえる。以上。

　──ォオンッ！

　風の巨人の両腕が隼人を叩たたきつける。真上から竜巻に叩きつけられるという不可思議な状況は、予想することをやめた隼人にも予想外の結果をもたらした。

　竜巻は一いつ瞬しゆんにして隼人の身体を空へ押し上げたのだ。

　まるで大たい砲ほうを真上に発射したみたいに、隼人の身体が遥はるか上空へ投げ出される。気圧の変化と急激な温度変化によるダメージが隼人の身体を蝕むしばむ。

　気づけば、隼人の身体はきりもみ状態で上じよう昇しようしながら、成せい層そう圏けん付近に達していた。

　そこから今度は急激な落下が始まる。どういうわけか、落下の際に空気抵てい抗こうが無くなっていた。打ち上げられた時に身体に纏まとわりついた青黒い風のせいだ。

　隼人の身体に、落下するにつれ重力が容よう赦しやなく加速を与あたえていく。

　思いの外ほかタチが悪い。ただ地面に叩きつけられるよりも厄介だ。

　この超ちよう高高度から加速し続けて地面に激突すれば何がどうあっても確実に死ぬ。さらにはこのまま地面に激突すれば学園のあった場所が何もかも吹き飛ぶ。唯ゆい一いつ救いがあるとすれば、もうあの付近には何も残っちゃいないということだけだ。

　隼人のレリックイーターには、ヴラドや妲だつ己きのような飛行性能は備わっていない。たとえ飛行できたとしても、この青黒い風の特性に対応できるかは怪あやしいところだ。

　マクシミリアンのエネルギー拡散でこの青黒い風を解除できればいいのだが、敵からの攻撃エネルギーに限定されているため、このような付ふ与よ魔法の一種には対応できない。激突の寸前に全力で魔力を噴射させたとしても、恐らくダメだ。小刻みに魔力噴射で減速させても高がしれている。

　落下を止めなければならない。隼人はカリギュラのシリンダーラッチを外し、装弾する。

（減速が無い。減速するための魔力も不足。ならば）

　隼人はカリギュラを自分の真下に放った。

（クッションを作る）

　射撃時の衝撃により、わずかに減速する。それは本当に微び々びたるものだ。

　無論、射撃の反動による減速が目的ではない。もうすでに真下に放った巨大な魔ま弾だんの速度よりも、隼人の落下速度の方が速くなっている。

　よって隼人は自分が真下に撃うった魔弾を、そのまま身に受けることになる。

　──ドゴン！

　衝撃に隼人の纏まとう装甲が砕ける。だがそのおかげで隼人の落下速度が大おお幅はばに減速した。

　読み通り。魔弾は巨人が纏わりつかせてきた風の影えい響きようを受けていない。魔弾の落下速度はそのままだ。

　隼人は自らの放った魔弾をくらうことによって減速を図ったのだ。

　それを繰くり返す。

　油断はできない。まだ地上までは一分ほどかかる。繰り返さなければまた元通りだ。弾の速度を自分の落下速度が超えた時のみ、隼人は魔弾を放つ。カリギュラによる魔弾を身に受けているため、ダメージは半はん端ぱではない。

　魔力を防御と再生に全振りしてもなお、隼人の身体はボロボロになっていく。

　吐と血けつした血液が空気抵抗を受けて空へ昇っていく。

　だがあと少し耐えることができれば、地上はすぐに──

「──そうもいかんか」

　遥か地上からまっすぐに上昇してくる物体を確かく認にんする。空へ打ち上げられる直前にホーンテッドが拡散させた猟犬の群れだった。臭においを追って空まで上ってきたのだ。

　落下中に群れを避けるのは不可能だ。魔弾のクッションにより受けたダメージも重なり、上昇してくる猟犬の攻撃を受ければひとたまりもない。

　万事休すとはまさにこのことだ。隼人ももはや手が無い。

　舌打ちをして、迫り来る猟犬の群れを睨にらむ。

　無論、彼も諦あきらめたわけではなかった。

　手段が無い。それは事実だ。しかしそれは隼人単体での話。

　あるにはある。だがそのためには、手を借りる必要があった。

「……おい、目覚めているのだろう。そろそろ仕事をしてもらうぞ」

　誰だれにともなく一人ごちる。当たり前だが、この上空にいるのは隼人一人だけだ。魔力通信を誰かに送ったわけでもない。

　彼が話しかけたのは──己おのれの左手に握られているモノに対してだ。

「劣れつ勢せいだ──力を貸せ、マクシミリアン」

　現状が劣勢であることを認め、隼人は銀色の銃じゆうに声をかける。

『The Malleus Maleficarum II[image: “]Maximilien[image: ”]』

　属性は古代属性エンシエントプロパテイ『革命』。形態はシングルアクションアーミー。

　その銃に内包された人格に、隼人は命令したのだ。

　返答は──

《初めてまともに話しかけたかと思えば、随ずい分ぶんとぶしつけな命令をするものだな、貴様》

　──とても低い、威い圧あつ感かんの塊かたまりのような女性の声だった。

　彼女の言う通り、隼人が話しかけたのは初めてだった。

《ところでいつから私に人格が備わっていることに気づいていた？》

「時間が無い。貴様に話しかけるのはこれが最初で最後だ」

　契けい約やく時、そもそもマクシミリアンには人格は宿っていなかった。マクシミリアンの人格は隼人との契約後、後天的にできあがったのである。

　つまりマクシミリアンの人格のモデルは、鐡隼人ということになる。まさかレリックイーターの魂たましいの発はつ露ろを自分の世代で目まの当たりにすることになるとは思っていなかったが、マクシミリアンと契約した人間は歴代でも隼人しかいないので当然と言えば当然である。しかし何故なぜ女なのか。そこには隼人も疑問を抱いだきかけたが、どうでもいいことなのですぐに切り捨てた。

「聞こえなかったのか。俺は力を貸せと言っている」

《私はカリギュラと違ちがって貴様に従順になるつもりはない。固有魔法を所しよ望もうするのであれば対価を寄よ越こせ。私の法は等価交こう換かん以外を認めない》

　また舌打ちをしたくなってくる。法だなんだとのたまいやがるので、まるで自分と話しているような気分にさせられた。そうこうしているうちに隼人の落下速度はまた加速し、猟犬ももうすぐそこまで迫せまっていた。

「これだけの劣勢でも足りないとぬかすか」

《足りん。劣勢は劣勢だが、まだ貴様の身体からだも心も生きている。さすが人類最強様だと誉ほめてやる。まだ貴様はピンピンしているぞ》

「…………」

《本当の劣勢を味わったことが無い者に、力は貸さん》

　ついに二度めの舌打ちをしてしまう。隼人もマクシミリアンが求める対価については知っている。その対価は隼人にとっては縁えん遠どおいものであり、今までの戦いにおいて一度も訪おとずれたことがなかった。

　マクシミリアンが求める対価は──劣勢である。

　つまりピンチだ。精神的肉体的に追い詰つめられた時にのみマクシミリアンの固有魔法を使用できるのである。追い詰められたことが無い隼人には、正直程度がわからない対価だ。

　猟犬が目の前に迫る。隼人はあえて防御を取らず、両腕を広げた。

「面めん倒どうな対価だ……！」

　心の臓に力を込める。猟犬の槍やりのように鋭するどい頭が隼人の身体めがけて突つっ込んでくる。

　さらなる劣勢を求められているのであれば、くれてやる他ほかない。だが死んでしまっては元も子もないのだ。この猟犬達の攻こう撃げきを身に受け、その上で死なずにいなければならない。

　覚かく悟ご？　そんなものは邪じや魔まだ。劣勢を味わうのに強き心は必要ない。

　ありのままを受け入れなければならない。降りかかる火の粉で身を焼かねばならない。

　隼人は迫り来る死を、そのまま受けた。

　猟犬の槍が直撃する。最初の二匹ひきは隼人の両足を喰くらった。衝しよう撃げきすら感じられず、猟犬は隼人の足を貫かん通つうし、吹ふき飛ばした。両足を失った後は右手を吹き飛ばされた。

　猟犬の群れは数え切れない。首を掠かすり、脇わき腹ばらをもっていかれる。これだけ喰らってもまだ四匹も残っている。

　まるで宇宙空間を漂ただようデブリにでも衝しよう突とつされたかのようだ。

　次は肺を。その次は顔面の半分を。

　そして最後に──頭部と心臓に猟犬が迫る。

　顎あごを半分、眼球を片方砕くだかれたため、隼人はしゃべることができない。

　だが生きている。まだ生きている。

　片目だけで迫る猟犬を見み据すえている。

　隼人はこの時生まれて初めて──心の底から死にたくないと願った。

　自分にはこの場を草薙タケルから請うけ負った責任がある。失った仲間の分だけ、隼人にはなんとしても使命を成し遂とげなければならないという己の法がある。

　冷れい徹てつな自分であろうとする時に、いつもいつも脳のう裏りにちらついてくる、あの忌いま々いましい上司から、託たくされたのだ。

　そして全すべてを救おうと足あ搔がく愚おろかな後こう輩はいに、俺は託したのだ。

　このまま命を落とすのだけはダメだ！

　ダメなのだ！

　だから──！

　力を貸せ、マクシミリアン！

《そう急せくな──いいだろう我が主あるじ、革命の時間だ》

　銀色の陣じんが出現し、魔法が発動する。

　──その力は、文字通り『革命』であった。




　　　　＊＊＊




「はっ……マジでバケモノは君の方だろう、鐡」

　地上にて、ホーンテッドは上空で目ま映ばゆく輝かがやく物体を見上げながら、仮面の頰ほおを爪の先で引っ搔かいた。

　流星のように輝きながら、鐡隼人がまっすぐにホーンテッドの方へ降ってくる。

　隼人が上空で受けたダメージも、纏わりつかせた《風喰らう者イタクア》の青黒い風も全て、無かったことにされていた。その代わり、銀色の銃じゆう口こうに、途と方ほうも無い破は壊かいのエネルギーが宿っているのがわかる。

「あれってたぶん、自分が受けたダメージとか魔法効果とかもろもろをそのままエネルギーに変へん換かんして撃ち出すつもりだよね？」

《いや、たぶんダメージをそのまま返すんじゃなくて、数十倍にして返すんだと思うよ。受けたダメージとあの銃のエネルギーの採算があってないし、古代属性エンシエントプロパテイ『革命』っていうぐらいだしね》

「トランプの大だい富ふ豪ごうじゃないんだからさぁ……」

　うーん、どうするか。思案するホーンテッド。

　仮面を維い持じできる時間はもうあまり残されていない。神器ではあるが召しよう喚かんできる神格は眷けん属ぞくのみに限られている。

　さすがに旧支配者とか外なる神とか、そういった神そのものは呼べやしないし、限定的な神器召喚なので神そのものになれもしない。ミスティルテインとかグングニルとは違い、あくまで召喚契約なので化け身しんになれるだけ。そもそもホーンテッドがコンタクトしている神話世界の神々は精神的なダメージを与あたえることに特化した存在が多く、物理的な戦せん闘とうに有利な眷属は少ない。

（精神ダメージとかたぶんあいつには効かないし効いても時間かかりそうだし……というか僕が交友を深めた魔法生物しりあいがもうあんまりいない……《風喰らう者イタクア》をもっかい喚よんでもっかい成せい層そう圏けんまで吹き飛ばす？　いやぁそれだとさすがに仮面消えちゃうしなぁ……まいった、本気で殺しにいったのになんでこうも裏を搔いてくるんだあいつ）

　やばい。神器召喚は命のストック消費量的にも判断ミスだったかも。

　あまりにも鐡隼人が予想を超こえてきているので、ホーンテッドは若じやつ干かん気け圧おされた。

　ホーンテッドが乾かわいた笑いを漏もらすと、愛剣けんダーインスレイヴがため息を吐ついた。

《ボクの契約者のくせに神器まで喚んだんだろ浮うわ気き者。堂々と真っ向勝負しろよ》

　ナハトに煽あおられて、ホーンテッドは仮面を頭に押し上げて、自分の剣に視線を落とした。

　そして薄うすく笑いながら、愛いとおしそうに剣を撫なでる。

「そうだな……これで最後になるかもしれない。付き合ってくれるかい？　ナハト」

《撫でるなやめろ気持ち悪い。最後になるだなんて微み塵じんも思ってねーんだろどうせ》

「あ、わかる？」

《何年君に付き合ってると思っているんだ》

「付き合ってるだなんてそんな、照れるじゃないか」

《冗じよう談だん言ってる暇ひまあるのかよ》

　ナハトの言う通り、鐡隼人はマクシミリアンの照準をホーンテッドに合わせ、確実に当てられる距きよ離りから放つつもりでいるようだ。

　ホーンテッドは両りよう肩かたのストレッチをするようにぐるんと回す。そして腰こしを深く沈しずめ、懐ふところ深ふかくでナハトを握にぎるようにする。真上へ突きを放つつもりなのだ。

「いいだろう──この一いち撃げきに、全てを注いでやろうじゃないか。ナハト、《ヒャズニングの血戦ベルセルク・エンチヤント》だ。重ねるぞ」

《言われなくったって》

　ナハトが剣に黒いオーラを纏まとわせる。ホーンテッドはナハトに呼応するように仮面の瞳ひとみを輝かせた。黒のオーラに混じり、紫むらさき色いろの蛇だ蝎かつを思わせる異形がホーンテッドの身体に巻き付く。その異形は油をくべられた炎ほのおのように大きく膨ふくれあがり、巨きよ大だいな人型を作った。

　怖おぞ気けがホーンテッドの心中を覆おおう。名状し難がたい恐きよう怖ふと絶望。蛆うじが心臓を這はい回るような不快感と、水みな底そこに棲すむ深しん潭たんの獣けものに身体を啄ついばまれる痛みが這い回る。

　それは決して、人に耐たえられる『負』ではない。健常者であれば発はつ狂きようし、自らの眼球をえぐり出し、果ては救いを得るために己おのが心臓を捧ささげようとするだろう。

　だがホーンテッドに発狂という状じよう況きようが訪おとずれることはない。彼は狂くるうということを、人間の持っていて当たり前の感情の一部としか捉とらえていないからだ。狂気など日常に感じる幸福と何も変わらない。狂気など、美しすぎる情景を目の当たりにした時の涙なみだと同じ。

　狂気が感情であるのなら。苦しみと恐怖と不快に発露したその感情を、愛し、愛めでてやればいい。ホーンテッドは、この心地ここちよき狂気を賛美する。同時に、彼が纏う巨人もまた《ヒャズニングの血戦ベルセルク・エンチヤント》による狂気を旨うまそうに啜すすった。

　深すぎる黒と紫のオーラが混じり合い、膨れあがる。肥え太った巨人はホーンテッドの突きの構えを真似まねるように、強く強く拳こぶしを握る。

　隼人が迫る。ホーンテッドが顔を上げる。

　仮面から覗のぞくギラついた瞳が、歓かん喜きに噎むせぶ。

　そして──

「──《深き王よ、祝福せよダゴン・エンチヤント》！」

　真上に向かって狂気を纏った剣が放たれる。巨人もまた、真上へ向けて拳を放った。

　跳ちよう躍やくというよりは飛ひ翔しようだ。巨人を纏いながらホーンテッドは隼人に向かって飛翔した。

　隼人もまた照準をホーンテッドの額に合わせ、引き金を絞しぼる。

「──《天命よ、革まれレジスタンス》！」

　その銀の破壊は極小の光だった。されどその輝きは、あらゆる事象を覆くつがえす破壊のエネルギーである。

　死の淵ふちに伏ふした英雄が手を伸のばした最後の輝きと、深潭の守護により力を得た絶望が、上空三〇〇メートルで激突した。







　まるでもう一つの太陽が、突とつ如じよ空中に出現したかのような光景は、学園跡あと地ち周辺に流れてきた百ひやつ鬼き夜や行こうですら、侵しん攻こうを止めるほどだった。

　このエネルギーに耐えられる存在は、恐おそらく神かそれに追つい随ずいする者ぐらいのものである。

　戦いの後に残るのは、いつだって灰かい燼じんと瓦が礫れきだけだ。

　衝突の余波で空中にはいまだに空間の歪ゆがみが生じ、周囲一帯に稲いな光びかりを伴ともなっている。

　衝突後、着地した鐡隼人はたまらず膝ひざをついた。息を荒あらげたのは何年ぶりだろう。額から滴したたるはずの汗あせが、身体からだが発する熱により蒸発していく。

　マクシミリアンの固有魔ま法ほう《天命よ、革まれレジスタンス》は、自分を害する全ての事象をリセットし、エネルギーとして変換する魔法だ。まさに起死回生の一手ではあるが、使用後はあらゆる力が空からになる。

　温存などできない。革命の後に残るのは勝利か敗北だけだ。

「……神の力に対たい抗こうできる英雄なんてものは、伝説の中にも存在しないんですけどねぇ」

　満まん身しん創そう痍いとなった隼人の前方に、靴くつ音おとが響ひびく。

　よろめきながら顔を上げると、ホーンテッドがこちらに歩いてくるのが見えた。

　顔面に張り付いていた仮面に皹ひびが入り、ボロボロと崩くずれていく。

　破壊できたのは神器だけだった。使用者であるホーンテッドはボロボロではあるが、その身体を保っている。

「大した男と、大したレリックイーターだよ」

　ホーンテッドはただ賞賛のみを隼人へ送る。

　死んでいない。あの破壊をもってしても、たった一度の死を与えることができなかった。

　つまり──

「でも残念ながら、僕の勝ちだ……！」

　──敗北。革命は成し遂げられなかった。

　剣を振ふるい、ホーンテッドが隼人へ歩む。隼人は動けない。だがそれでも、しかとホーンテッドを睨にらみつけている。まるでまだ自分は諦あきらめていないとでもいうように──

　その誇ほこり高き姿勢にホーンテッドは敬意を表する。

「──ハハハ！　いいね、いい顔だ。そうでなくっちゃ。それでこそ──ぶっ殺しがいがあるというものだよ……！」

　だが同時に嘲あざ笑わらう。その諦めないという意志を砕く時にこそ、その誇り高き決意を塗ぬりつぶすことこそが、鐡隼人に与える絶望なのだ。

　歓喜をもって、愉ゆ悦えつをもって絶望を与えよう。

「君が守ろうとしたものは、全部僕がいただくよ」

　ホーンテッドが宣言すると、隼人は睨みつけたまま口を開く。

「……構わん。くれてやる」

「お？　お？　お？　何、目は諦めてないくせに往おう生じよう際ぎわがいいですねぇ。正直になったらどうなんだい？」

　軽くステップなんか踏ふみながら、ホーンテッドが隼人を煽る。さっきまでの敬意なんかはどこへいってしまったのか、すでにいつもの調子だった。

　これでも隼人には散々辛しん酸さんを舐なめさせられてきたので、彼にもいろいろとたまっているものがあるのだ。

　隼人は動どう揺ようしたりしない。穴が開くくらいにホーンテッドを睨んでいる。

「やってしまえ。そのためにお前は、ここまできたのだろう」

「……君に僕の何がわかるというんだい？　悪いけど僕には崇すう高こうな目的なんてありはしない。あと何よりね、別に僕は君を殺すためにここまできたわけじゃ──」

「──うるさい黙だまれ。貴様に言っているのではない」

「…………？」

「貴様は黙って殺されていろ、クズが」

「…………────────！！！！」

　──そこで初めて、ホーンテッドは隼人の視線が自分に向いているわけではないことに気がついた。

　隼人が見ているのは自分ではなく、その背後だった。

　迂う闊かつ。油断。まさにその通りだった。

　ホーンテッドはにやけ顔を引っ込めて、慌あわてて振り返ろうとした。




「感謝するぜ。俺はこの時のために──生きながらえた」




　──いつの間にか背後にいた、新手の声が耳に届く。

　ホーンテッドには聞き覚えの無い声だった。

　しかしその声の主にとって、ホーンテッドは仇かたきだった。憎にくむべき、諸悪の根源だった。数多くの犠ぎ牲せいと罪の果てに、彼はようやくその機会を得る。

　復ふく讐しゆうの機会を。

　復讐者は仇の背中に巨大な銃じゆう口こうを突つきつけていた。

「サウザンドスレッド……！」

　巨大な砲ほう身しんが、怒いかりと共に千もの砲口へ分ぶん裂れつする。ガチャガチャと音を立てて、巨大な翼つばさのように一いつ瞬しゆんで横に広がった千もの砲身。対空迎げい撃げき用のミサイルポッドを思わせるそれは、ホーンテッドから完全に逃にげ場を奪うばっていた。

「ッ！」

　ホーンテッドは振り向きざまに剣を復讐者へ突き立てる。その行動は、焦って咄嗟に行ってしまった愚ぐ行こうだった。彼はこの状況で、まさか奇き襲しゆうをくらうとは思っていなかったのである。戦いを楽しみすぎて、水を差されるという可能性を考こう慮りよしていなかった。

　放たれた突きは復讐者の顔面を掠かすっただけだ。

　復讐者はわずかに首を逸そらすだけで、ホーンテッドの反撃を回かい避ひ。

　執しゆう念ねんのなせる業わざであった。

　ホーンテッドが、赤く燃える瞳を前に後ずさる。気づけば隼人はその場から退避していた。

　ホーンテッドは反撃するのではなく、ここは隼人と同じように逃にげるべきだったのだ。

　復讐者は逃のがさない。復讐者は外さない。

　復讐者は──ホーンテッドを決して許しはしない。

「君はいったい──待て、僕は君なんか知ら──」

　狼ろう狽ばいするホーンテッドに歯を食いしばり、牙きばをむき出しにする。

「思い出せねぇか、そうだろうな！　じゃあ忘れねぇようにきっちり刻んどけ……！」

「……っ！」

「俺は対魔ま導どう学園一五試験小隊隊長、霧きりヶが谷や京きよう夜や──




　──てめぇを殺した男だ！」




　そして復讐は執しつ行こうされる。

　千の砲口に怒りを込こめて、霧ヶ谷京夜は全すべてを放った。発射された深緑色の散さん弾だんは逃げ場というものを与あたえない。ホーンテッドは、散弾に身体の大半を貫つらぬかれた。

「うううううううううううらああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　一撃ではなく、連射する。千の砲を浴びせかける。それはまるで復讐を賛美する祝砲のようだった。

　ホーンテッドが防護魔法を展開するが意味がない。押し寄せる復讐の波に、容易たやすく砕くだかれていく。その攻こう撃げきは呆あきれかえるほど粗そ雑ざつで、野や蛮ばんで、考え無しだ。

　しかし三流の執念は、一流を凌りよう駕がする。仲間の無念を込めて。死んだ幼おさな馴な染じみと、帰りを願う幼馴染みの想おもいを胸に。己おのれの中で燃えたぎる、復讐心を込めて。

　その極ごく上じようの餌えさを喰くらい、レリックイーター『ネロ』は京夜の願いを叶かなえる。

《さあやっちまおう……ご主人！　復讐ってのはこういうもんだってところを見せてやろう！》

　復讐を。正当なる裁きを。虚むなしさすら打ち払はらう、晴れやかな死を与えんために。

　全弾ふくしゆうを撃うち尽つくす。空っぽになるまで。

　そして全てを空にした時、千の砲身は砕け散り、最後に残ったのは、

　ホーンテッドの、首だけだった。

　ぼとりと地面に落ちた首が、血を吐はきながら転がる。

　金きん髪ぱつの前まえ髪がみの隙すき間まから、ホーンテッドは京夜を見上げる。肺も無いのにヒューヒューと息をしながら、必死に生きようと足あ搔がいている。

「……ふざ……けるな……この僕が……こんな場面、で……」

「…………」

「こんな……奴やつ……にぃぃ……っ」

　悔くやしげに怨えん嗟さの声を上げながら、ホーンテッドが涙なみだを流す。

　京夜は肩かたに担かついでいた散弾銃、ネロを、無言でホーンテッドの頭に向ける。

　そして、

「あばよ」

　最後の弾丸を、仇の頭へぶち込んだ。

　ホーンテッドの頭が、果実のように砕け散る。

　最後の祝砲の轟とどろきが空へ伸びていく。

　京夜は肩を落とし、静かに空へ顔を向けた。

　山やま彦びこのように響く最後の一撃の音色が、消えていく。

　復讐の熱が、浄じよう化かされていくように身体から消えていくのを感じる。

　胸の奥が空っぽになる。

　京夜は震ふるえる手で、己の肩に手を当てた。そこには、模も擬ぎ戦トーナメントでホーンテッドに殺された仲間達の星形のエンブレムがつけられている。一五試験小隊のエンブレムだ。

　ずっと肩に感じていた重荷が消えていく。消えていってしまう。復讐を果たすことで、仲間の魂たましいが救われたのを確信して、京夜は肩の星を摑つかんだまま膝ひざをついた。

　全てを終えた京夜は、ようやく……本当にようやく、仲間のために涙を流す。

「っ……ごめんな……みんな……守ってやれなくて……」

　復讐を果たしたことを伝えるよりも、京夜は皆みなに謝った。

「……これで、勘かん弁べんな……チャラじゃねぇけど……これでどうにか、勘弁してくれな」

　地面に吸い込まれていく涙の数だけ、京夜には悔くいと悲しみがある。誰だれにも理解されなくても、たとえ凡ぼん庸ようでありきたりなものであろうとも、彼には戦うだけの理由があった。

　そしてこれからを生きていく理由も。

「俺もそっちに行きてぇけど……俺にもまだ……守りたいもんがあるんだ」

　京夜は仲間に謝り続ける。いつも小隊室で少しでも成績を上げるために言い合った、幸せだった日々を思い出しながら、帰りを持つ幼馴染みのことを想う。

「だから……もうちょっとだけ……生きててもいいよな？」

　五つの星を拳こぶしに握にぎりしめて、京夜は立ち上がる。

　これからを生きていくために。

　帰りを待つ明あきらの元へ戻もどるために。

　復讐以外の道を、歩むために。








第四章　総力戦
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「……少し、妙みようだな」

　地上の混こん沌とんとした状じよう況きように、鳳おおとり颯そう月げつは微かすかに違い和わ感かんを覚えていた。自分の正体がこの世界の神であるということをタケルが知ってしまった以上、今までのように回りくどい方法を取ることはできない。

　タケルの全憎しみが自分に向くように仕向ける必要がある。方法は単純だ。キセキに仲間を殺させ、最後にキセキ自身も自害させればいい。そうすればタケルは必ず正気を失い、自ら望んで神かみ狩がりとして完成するだろう。

　神は死に、この世界も諸もろ共ともに滅ほろぶ。

　それが颯月のシナリオだ。それが颯月の望む最良の破は滅めつだ。

　本来であれば、こちらが神であることを秘ひ匿とくし、知らぬ間にタケルに神殺しを行わせることが理想であった。

　予定は大おお幅はばに狂くるった。峰みね城しろ和かず眞ま、元エグゼの隊長であり、最初の反逆者であるあの男のせいだ。和眞という牙きばは折ったが、抜ぬけ落ちた牙は実のところ颯月の心臓付近に突き刺ささったままだったのだ。

　しかしだからといって颯月の思おも惑わく通りに事が運ばないなどということはない。草くさ薙なぎタケルという男の性質、彼がどれほど仲間に執しゆう着ちやくし、妹を愛しているかを颯月は誰よりもわかっている。もし颯月がそれらを奪おうものなら、彼は必ず殺しにやってくる。

　だから峰城和眞が与えた情報など、問題ではない。

　問題があるとすれば……。

「あの殺意は本物だった」

　先ほどタケルから向けられた殺意。

　問題は殺意の質だった。

　颯月がタケルから今まで向けられてきた殺意は本物ではあったが、その中には確かに「迷い」があったのだ。仲間が生きていて、妹が生きている現状、彼はどうあっても神を殺すわけにはいかない。だから殺意に若じやつ干かんの濁にごりが生じるのは必然である。

「…………あれは本物だった」

　名を叫さけばれた時に感じた、肌はだに刺さるような寒気。間ま違ちがいなく、殺すという確かな意志の表れを感じた。

　──それはまるで、草薙オロチが自分へ向けていたものと同質の殺意だ。

「…………まさか」

　颯月の顔色に、微かな困こん惑わくが混じる。

　オロチは死んだ。彼の目的とタケルの目的が、決して混じり得ない相反するものであることを、颯月はタケルと出会った時からわかっていた。だからこそ、オロチにタケルを魔導学園に拉ら致ちされた時も、タケルが必ず戻ってくるとわかっていた。

　オロチがタケルに颯月の真実を伝えることがないことも確信できた。オロチは愚おろか者ではない。敵対することがわかりきっているタケルに、真実など伝える必要が無いのだ。

　逆にオロチがタケルを殺すという可能性も無いと断言できた。草薙ミコトを失った彼が身内を殺すとは思えない。しかもオロチには、グングニルとの契けい約やくのせいで肉体の限界を迎むかえようとしていたため、神殺しと敵対しているだけの力も時間も残されていなかった。タケルとミスティルテインを破は壊かいすることに力を使うぐらいなら、彼らは颯月を殺して神になることに残りの力を注ぐとわかっていた。

　タケルがこの世界の真実を知ってしまったのは、オロチ達からしてみても誤算だったはずだ。敵対する相手が増え、案の定戦うはめになり、オロチとグングニルは力を使い果たして敗北した。この結果は、破滅を目指す者として、最も警けい戒かいすべき敵を排はい除じよできたため、颯月もむしろよい結果だと考えていた。

　だが、違うのではないかという考えが、今この時、颯月の頭に浮ふ上じようする。

　──これはもしかすると、最も憂ゆう慮りよすべき誤算だったのではないか。

　颯月の誤算は、タケルがオロチを殺した時に、その場にいなかったということだ。

　オロチが死んでいることは確信できる。

　だがもしも、その後のやりとりで、オロチとグングニルが何かを託たくしたとすれば──

　タケルの殺意に繫つながる何かを託したのだとすれば──

「…………」

　目を鋭するどく細めた颯月の脳のう裏りを過よぎったのは星ほし白じろ流ながるの最さい期ごだった。

　自分と同じ神話世界の存在だった星白流は、颯月を足止めするために神話世界の断だん片ぺんもろとも命を落とした。

　彼女は足止めのために、自らの命を捨てたのだ。

　そこで気づき、焦るべきだったことに、颯月はようやく気づく。

　星白流は、あの時神話世界の断片と自分の命とを引き替かえにするだけの価値のある足止めをしたのだ。もしも星白流とオロチ達が内通していたのだとすれば、あのタイミングで命をかけて足止めをしてくる理由ができる。いや、内通しておらずとも、星白流は全すべてを予測して足止めに命を費ついやした可能性だってある。

　オロチも流も、グングニルですら、最初からそのつもりでいた可能性もある。自分達が世界を改変できなかった場合の予備として、タケル達に世界の行く末を託すために。

　あの時、あの数時間の間だけ、颯月はこの世界にいなかった。

　颯月はこの世界で何があったのかを知らない。

　颯月の知らないところでタケルはオロチ達と敵対し、打ち倒たおした。

　オロチは死んだ。しかしグングニルはどうなった？　あの女め狐ぎつねは、オロチ諸共滅びたのか？　もしもグングニルが滅びておらず、契約を解除して生き延びていたとすれば？

　そして颯月の知らないところで託したのだとすれば？

　何を？

「『神格化』か……！」

　思い当たった真実に、颯月は口元に弧こを描えがきつつも、歯ぎしりをした。

　神になる権利を得られるのは、神狩りと神格化の性能を併あわせ持つグングニルだけだ。神殺しの神器であるレーヴァテインには、神格化を行えるだけの機能は備わっていない。

　ミスティルテインも、グングニルの複製品でしかない。旧人類が神殺しの特性だけをコピーさせた出で来き損そこないに過ぎない。神への対たい抗こう手段として、神の力である『魔ま力りよくを吸収する』という性能を備えさせた対神用の兵器だ。

　劣れつ化かコピー、その呼び名が相応ふさわしい。旧人類が必要としていたのは神器の『神狩り化』という能力だけだった。それで十分だったからだ。

　しかしもしも《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》で神かむ威いの魔法を吸収し、己おのが魔力に変へん換かんせずに実行したとすれば？

　ミスティルテインが『神格化』の術式をグングニルから与あたえられているのだとすれば？




　──草薙タケルとミスティルテインは、この世界の神になれるのではないか？




　出来る可能性は低い。鬼おにの魂と本物の神器であるならまだしも、鬼の魂と複製の神器では現実味がなさすぎる。

　しかし可能か不可能かで言えば、断定はできなかった。

　颯月は目を見開き、片手で顔面を覆おおった。

「は……ははは……なんてシステムだよ……つくづく、思い通りにならないな、世界というものは……！」

　颯月はこの世界のシステムを呪のろった。

　神を殺すための存在として作り出され、神諸共人間の破滅を導いたはずだった。されど神々の足あ搔がきにより世界と世界は衝しよう突とつし、神々の世界と人間の世界が混じり合った混沌とした世界が生まれた。

　颯月はこの世界を、忌いまわしくも愛いとおしいとすら思うことができた。神を殺すことが自分の生きる意味であるならば、神々の因子である魔導の混在するこの世界を滅ぼすことこそが生きがいなのだ、と。

　喜びをもって、今までこの憎にく々にくしい世界の破滅を目指してきた。だが颯月の滅びを妨ぼう害がいしようとしているのは、またしても神々の遺産であった。

　このままでは、また繰くり返しになる。敗北する可能性もある。

　滅びまであと一歩のところで、またしても世界は存続してしまう。

　颯月は脱だつ力りよくし、暗雲で埋うめ尽つくされた空を見上げた。

　破滅が遠のく。

　悲願は再び、遥はるか彼方かなたへと去って行く。

　タケルとミスティルテインが颯月を殺し、神になれば世界は続く。

　今この時に滅びをもたらすためには、もはや相打つという結末しか残されていない。

　現実的じゃない。相打ちという一いち縷るの望みに滅びを託すことなどできはしない。

　颯月が賭かけをするのは、人心をもてあそぶ時だけだ。

　己おのれの悲願に賭けをしたりはしない。

「…………よろしい」

　颯月は両手をパンと叩たたき、空を見上げるのをやめた。

　悲願を目の前にしていた颯月はこの時、自ら手を伸のばすことをやめた。

　ミスティルテインと草薙タケル。

　自分自身を殺すための唯ゆい一いつの手段。この世界を滅ぼすための唯一無二の存在。

　あの二つは颯月にとってそれだけの駒こまだった。

　たかが自殺のための兵器と、散々踊おどらせてきた哀あわれな哀れな小こ僧ぞうが……この私の滅びを止め、神になるだと？

　馬ば鹿かげている。

　馬鹿げている、だからこそ──

「ならば、私が君を殺すまでのことだ」

　──全力で潰つぶすことを、颯月は誓ちかった。

　地上より吹ふき上げられた逆巻く風に、颯月は髪かみを遊ばせる。

　両手を広げ、タケル達を見下ろす。形勢は完全に逆転した。戦力的に圧あつ倒とう的てきに有利であろうとも、この場合何の意味も無い。颯月にとってこれは不利な状じよう況きようだ。

　初めての経験だ。劣れつ勢せいというものは、かくも恐おそろしきものなのか。最悪だ。最悪中の最悪だ。殺されるだけではダメになってしまった。今までのように高みの見物をすることはもうできない。殺されれば敗北だ。

　で、あるならば。

　生き続けるという道を選ぶまでのこと。

　颯月は引き分けを選んだのである。

「君を殺して、改めて滅びを目指すのも悪くない。なぁに、むしろ楽しみじゃあないか」

　続けることを選んだのである。

「旧人類は神器の複製を成し遂とげたんだ……いずれ可能になるはずだ。可能にしてみせるとも……！」

　レリックイーターを作り出した本当の目的は、人工的に神器を作り出すためだった。言ってしまえばレリックイーターは神器の失敗作。ミスティルテインから神殺しの力を抽ちゆう出しゆつしようとしたが、人間以外の魂たましいを持つ者と契約させなければそれは叶かなわなかった。

　故ゆえに颯月は、自分の中に残った神の力でそれを叶えようとした。

　しかしそれも所しよ詮せんは己の力。自殺はできないのが神の理ことわり。颯月の力では、神かみ狩がりの力は引き出せなかった。

　だから彼は、神器を作り出すのではなく、ミスティルテインそのものとタケルを契約させて自分を殺させようとした。今思えばそれが間違いだったのだ。

　間違いを辿たどればもっと遡さかのぼることができる。草薙という一族の女児が鬼の身体からだのみを受け継つぎ、鬼の魂を受け継いでいなかったことを知らず、最初に草薙ミコトと契約させたことや、そのせいでミスティルテインがラピスという人格を有してしまったことなど、誤算込こみで数え始めたら切りがない。

「やはり横着はいけないなぁ。こういうことになる。我ながらいい加減に学ばねば」

　楽しげに、怒いかりを込めて、颯月はこの顚てん末まつを反省する。

　そして、次の破は滅めつを求められることに歓かん喜きする。神の座を狙ねらう存在であるというのなら、万が一にも草薙タケルとミスティルテインを生かしておくわけにはいかない。

　これは面おも白しろい。難易度が跳はね上がる。勝利か引き分けしかなかったのに、敗北の可能性が出てきた。破滅の神として、やりがいがあるというものだ。

「草薙君。君を私の駒ではなく、敵として改めよう」

　数多あまたの幻げん想そうを斬きり殺してきた鬼の申し子にして、神狩りの契約者。首輪を外して手向かうというのなら、鳳颯月は容よう赦しやしない。

　いいだろう。その牙きばをへし折ってやろう。

　颯月は今一度、彼らに同じ言葉を投げかける。対魔導学園の理事長でも、異い端たん審しん問もん会会長でもなく──この世界の神として。

「──おいで、虫けら……！」

　渦うず巻まく闇やみと赤き大樹の枝葉の上で、鳳颯月は猫ねこのように口を裂さけさせて笑うのだった。

　キセキの制せい御ぎよを失った百ひやつ鬼き夜や行こうは、世界中を飲み込む活動を停止した。それは鳳颯月の魂への命令が為なしたこと。

　百鬼夜行がどれだけ世界を破は壊かいしようと、どれだけの生命を奪うばおうと、それでも世界は滅びない。この大地、この空気、この空は、この宇宙は変わらず存在し続ける。それではダメなのだ。

　生き続けることを選んだ颯月は、百鬼夜行の照準を、世界ではなく個人に合わせた。

　神狩りであると同時に神になろうとしている愚おろか者──草薙タケルにだ。
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《宿主……！》

　ラピスの声を聞いて、タケルは大樹へ向かう足を止めた。地鳴りが響ひびき、タケルのいる足下の地面が割れる。

「またか……！」

　さらには大樹の枝から葉が、ボタボタとタケルの近くに落ちてくる。落ち葉はそのまま液状化し、白目を剝むいた眼球を出現させ、夥おびただしい数の歯を打ち鳴らして耳を劈つんざくような悲鳴を上げ、異形のバケモノへと変化する。

　いくら倒しても切りが無かった。進む先からどんどんなだれ込んでくる。

「はぁ……はぁ……切りがありませんわ……！」

　極光弾だんを撃ち放ち、前方の鬼の軍勢を消し飛ばしてうさぎが道を作る。

　駆かけ抜ぬけても、すぐにまた百鬼夜行がなだれ込んできてしまう。

　だがそれでも前へ進むことができる。少しずつでも大樹へ近づくことができれば、キセキの元へ──鳳颯月の元へたどり着くことができる。

《草薙！　百鬼夜行の様子がおかしい！　広がっていた分の細さい胞ぼうが、一点に収束し始めている！》

　魔力通信で桜おう花かが上空からの状況を報告してくる。

「どういうことだ……!?」

《わからん、だが気をつけろ……集中している箇か所しよは──》

　桜花が言葉を句切り、空からタケル達の元へ飛来する。

「……私達の直下だ！」

　桜花が着地した瞬しゆん間かん、百鬼夜行達が蠢うごめく度たびに足下に伝わってきた震しん動どうが止まった。

　静せい寂じやく。この状況下で訪おとずれた無音は、不ふ吉きつ以外の何も予感させなかった。

　タケルの前方五メートル付近で、地割れの中で何かが蠢く。

　それは等身大の女性の姿をした人型だった。

　赤黒い、目に見えるほどの瘴しよう気きを纏まとっている。地面につくほど長い黒髪を垂らし、異様に長い四つ腕うでと爪つめを持っている。体表を覆うのは人のものとは思えない、ひび割れた青白い肌はだ。血の滲にじんだ白しろ無む垢くを着込む姿は、古代の姫ひめを思わせた。

　そいつは今までのような不定形の細胞や化け身しんではなく、個としての存在感を持っていた。

　姿形はどこかキセキを思わせるが、その本質がキセキ本人とは別物であることが、タケルには一目でわかった。

　今までに感じたことのないような怖おぞ気けが、足下から脳天へ突つき抜けていく。

　こいつはヤバい。タケルの魂が、逃にげろという警けい鐘しようと、討うち滅ぼせという無意識下の闘とう志しを同時に宿す。この相反する魂の叫さけびが何なのかはわからない。しかしそれは草薙という家系に生まれた者であるからこそ抱いだくものだった。

　鬼おに狩がりの一族、草薙。

　そしてこの目の前に現れた異形は──『鬼』としか形容できない。

　キセキや草薙の女児に宿る呪のろいとしての鬼ではない。呪いを練り込み、こり固め、あふれ出たモノを一点に集中させた時、この異形ができあがった。

　こいつはキセキ本体ではなく、その力の根源と言っていい、百鬼夜行の根源だ。草薙にかけられた呪いそのものが、遥か昔に草薙によって滅ぼされた鬼を再現したのだ。

　まるで召しよう喚かん魔ま法ほうのようだ。

　長い髪を垂らしたまま、鬼が口を開く。

　夥しい数の小さな歯が並んだ口を、顎あごが外れんばかりに開き、天へ向ける。細長く伸びた手を掲かかげ、鬼は足下に朱しゆ色いろの魔ま法ほう陣じんを出現させた。

　マリ達が用いる陣とは違ちがい、呪じゆ印いんのような文字の羅ら列れつが地面を蠢く。

《怨うらメシ呉くれ葉は　鬼ノ仔こヤ　紅くれないノ葉咲さヒタ　鬼ノ仔ヤ　泣ク仔喰くラウヤ紅咲ヒテ　カゴメカゴメ籠かごノ仔ヤ　イツイツ出ヤル鬼ノ仔ヤ》

　古語を用い、百鬼夜行が詠えい唱しようを開始する。

　震ふるえ、動けなかったのはタケルだけではない。その場にいた三五小隊の面々は、恐きよう怖ふに精神をもっていかれてしまっていた。

　タケルは歯を食いしばり、腰こしを低く沈しずめる。

　あれはまずい。

　発動させる前に止めなければ、この場で全滅する。

「桜花！」

　タケルが叫ぶと、びくんと肩かたを震わせて、桜花が正気に戻もどる。

「──止めるぞ！」

　同時に、タケルは地面を蹴けった。一気に距きよ離りを詰つめ、鬼へ突っ込む。

　弱点がどこにあるのか、そもそも存在するのかもわからない。全力の滅めつ槍そう・一いつ角かく獣じゆうを鬼の頭に叩き込む。

　だが──突きは百鬼夜行に届く前に、赤い障しよう壁へきにより防がれた。

　桜花がタケルに追従するように放った杭くいも、同じように弾はじかれてしまう。

《防護障壁……『鬼』属性の魔法だとでもいうのですか……！》

「魔法──だったら……！」

《『黄昏の付与トワイライト・エンチヤント』を実行します！》

　攻こう撃げきを防がれた反動を足を踏ふん張って抑おさえ込み、再びタケルが百鬼夜行へ突っ込む。

　瑠る璃り色いろの炎ほのおを刀身に纏わせ、そのまま一気に障壁へ叩きつけた。

　わずかな衝しよう撃げきの後、炎が魔法を吸収し始める。

　魔法であればミスティルテインの敵ではない。吸収してこちらの力にしてくれる。

《──!?　あぐッ──！》

　だがその時、魔法の吸収を始めたラピスが悲鳴を上げ、《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》を中断した。吸収した分の鬼の魔力が、刀身から吹ふき出す。それはまるで、拒きよ絶ぜつ反応を起こして剣けんが魔力を吐はきだしているかのようだった。

　再び攻撃が弾かれ、タケルが後ずさる。

「ラピス、どうした!?」

　タケルが問いかけると、ラピスは苦痛に喘あえぎながらも答える。

《わ、わかりません……吸収した魔力が、私を……私を侵食しようとした……》

　刀剣の姿ではあったが、ラピスが細かく震えているのがわかる。

　こんなことは今まで一度も無かった。不確定古代属性エンシエントプロパテイ『鬼』。そもそも魔力なのかすらわかっていない力だ。神狩り化で吸収した時は何も起こらなかったが、どうして今……。

《……魔法として構築される時に……っ、性質が変異しているのかもしれません。こんなことは、初めてです……！》

　タケルは剣を構え直しつつも、奥歯を嚙かんだ。

　エンチャントで吸収するのは危険すぎる。今まで魔法が相手であれば無敵だったが、まさか吸収した魔力そのものが反撃してこようとは。

　鬼が両手の中で濃のう縮しゆくさせている魔法が、大きな赤黒い球体を作っている。いくつもの眼球が埋うめ込こまれた、卵を思わせる歪いびつな肉につ塊かい。

　あれが発動すれば、恐おそらく何もかも終わる。これから神を殺しに行こうとしているのに、目の前に鬼が立ちはだかっている。こんなところで足あし踏ぶみをしている暇ひまは無いが、このままでは世界よりも先に自分達が滅ほろぶ。

「こっちもダメだ！　術式がわからない以上、貫かん通つうできん……！」

　桜花が百鬼夜行の横へ回り込みながら杭を連射するが、全すべて弾かれてしまっていた。

「力押しで行く！」

　桜花が銃じゆうを消失させて、射突機き巧こうを出現させる。

「待て桜花！　その障壁は──！」

　タケルの声が届く前に、桜花は牙を障壁へ突き立てた。

　拮きつ抗こうする障壁と牙。

《っ……なんて密度だ……！　だが、このまま押し通す──！》

　桜花が目に力を込め、そのまま障壁を突き破ろうとする。

　障壁に皹ひびが入り、あと一歩で突き破ろうという、その時だった。

　──桜花の背筋に悪お寒かんが走る。

　障壁と衝しよう突とつしている牙の先せん端たんに──ぎょろりと、目が出現した。

　目は水すい泡ほうのように、牙の表面にぞくぞくと出現していく。

「──なに!?」

　桜花は慌あわてて魔法を解除し、牙を消失させる。

　その判断は正解だった。

《魔法を、侵食した……！》

　あのまま続けていれば、牙が百鬼夜行に侵食されていた。魔力を侵食されるのであれば、レリックイーターであろうとも内部に百鬼夜行の侵入を許すこととなる。そうなれば、どのような結果が待つのか予想もできない。

　危機感を覚え、桜花が鬼から距離を取ろうとする。

　その動きを察知されたのか、鬼が動いた。長く伸のびたもう一組の両腕を広げ、手のひらに朱色の魔ま弾だんを出現させ、それを押しつけるように片手を桜花へ伸ばした。障壁は内側からの干かん渉しようを透とう過かするのか、鬼の腕が魔力でできた壁かべをすり抜けて鞭むちのように撓しなりながら伸びる。

　桜花が息を吞のむ。桜花の懐ふところへ伸びた鬼の手の中で、朱色の魔弾が輝かがやく。

　タケルは動いた。

　魔力を噴ふん射しやさせて、一気に桜花の元へ距離を詰め、鬼の腕を下から真上へ切りつける。斬きれはしなかったが、鬼の腕は弾かれてあらぬ方へ伸びていった。

　伸びていった先で魔弾が炸さく裂れつし、女の悲鳴のような爆ばく発はつ音を響ひびかせた瞬間、人ひと魂だまのような物体が四方へ破は裂れつするのが見えた。

　タケルは着地すると、すぐに顔を上げて再び跳ちよう躍やくの姿勢を取った。

　魔弾を構築していた腕はもう一本ある。

　腕の伸びた先にいるのは、マリやうさぎ達だった。

　斑鳩いかるががエルフ化し、防護障壁を出現させようとしたのを見て、タケルは叫んだ。

「魔法はダメだ！　うさぎ！」

　斑鳩の動きが止まり、逆にうさぎはすでに銃を構えていた。

「──フ……ッ！」

　狙そ撃げき時特有の呼吸をして、引き金を絞しぼる。うねりながら素す早ばやく伸びてきた鬼の腕へ、うさぎは至近距離から抗こう魔弾を直撃させた。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも遅おそければ鬼の魔弾はうさぎ達に着弾し、破裂していただろう。腕の動きが止まったところを見計らい、タケルが跳躍。うさぎ達の元へ躍おどり出て、勢いよく百鬼夜行の腕を蹴り飛ばした。

　腕が跳はね上がり、空で魔弾が炸裂する。

　だが、それが間ま違ちがいだった。

《──宿主！》

　魔弾の炸裂を防ぐことはできたが、腕を蹴り上げた右足に異常。

　右足の装そう甲こうに、夥おびただしい数の目が出現していく。

　ラピスが即そく座ざに魔女狩り化を解除し、装甲を霧む散さんさせた。魔女狩り化の強化を失い、タケルはふらつきながら地面に着地し、剣を杖つえにしてなんとか身体からだを持ちこたえさせた。

　吹き飛ばされた腕が、しゅるしゅると音を立てて百鬼夜行の元へ戻っていく。

　障壁の中の鬼が発動しようとしている巨きよ大だいな鬼の結けつ晶しようは、すでに車ほどの大きさになっていた。

　タケルは息を吐きながら、どうするかを考える。

《魔女狩り化も魔法の産物です……どうやら、物理攻撃以外を受け付けないようです》

「物理攻撃だったら侵食されずに済むのか」

《恐らく。私の本体である剣での攻撃は、侵食を受けませんでした。しかし……》

　それがわかったからと言って、状じよう況きようが良くなるわけではない。鬼おには一組の両腕で得体の知れない大魔法の構築を行いながら、もう一組の腕を撓らせている。

　タケルは覚かく悟ごを決め剣を構えた。桜花もタケルが何を考えているのかを察したのか、吸きゆう血けつ鬼き化を解除し、腰から拳けん銃じゆうを引き抜ぬいた。

「……魔法を使わず、あいつを倒たおすしかない」

　剣の柄つかを握にぎるタケルの手は震えていた。

　恐怖による震えではない、これは痙けい攣れんだ。タケルにはもう、剣を握っているという感かん触しよくすら感じることができなかった。
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　鬼き呪じゆの結晶、呪いを濃縮してできあがった太古の鬼を見下ろしながら、颯月は隣となりに立つキセキの横顔を見た。

　鬼。太古より旧日本を恐怖に陥おとしいれていた、草薙の人間が滅ぼしたとされている幻げん想そう生物。無論、颯月もその存在を見たことがある。

　しかしそれはあくまで単体としての鬼だ。

　不確定古代属性とされている『鬼』属性の魔力を持つのは、鬼の女王のみとされていた。

　この力は、ほんのひとかけらでも残っていればあらゆるものを侵食し、新たな鬼を作り出してしまう。旧日本の人間はこの特性を転生と捉とらえて恐れていた。

　草薙の人間が鬼を受け継つぐ結果となってしまったのは、鬼の復活を防ぐためにこの力を草薙の血筋に封ふう印いんしたからである。封印の方法は颯月にもわからない。一説では、日本神話世界の神器を陰おん陽みよう師じと呼ばれる古代の魔女が召しよう喚かんし、それを用いることで草薙に封ふうじ込めたとされているが、詳くわしいことはわからない。

　魂たましいは男へ。力は女へ。この封印の振ふり分けも、完全なる復活を阻そ止しするための苦肉の策であったといわれている。

　鬼の魂と身体を持って生まれてしまえば、それはもう鬼でしかないからだ。

　その封印は子々孫々に受け継がれ、弱まることなく保たれ続けてきたが、鬼の力は草薙の女児の体内で膨ふくれあがり続け、ついにキセキによって封印はほぼ解かれたも同然というわけだ。

「鬼の魂と身体を持つ者が鬼であるとすれば……魂を持たぬ鬼というのは、なんと形容すればいいのかな」

　魂を持たぬ鬼。颯月がキセキの魂を掌しよう握あくした結果、封印から解き放たれた太古の雌めす鬼おにの抜け殻がらが、あの女の姿をした鬼なのだ。

　そして雌鬼が掲かかげている鬼の肉塊。

　その光景は、まるで母親が我が子を産み落とそうとしているかのようである。

「はてさて……何が出てくるのか私にもわからんぞ。生まれてくるのが楽しみだ」

　百鬼夜行は、滅びを延長した今もなお、颯月の持つ最強のカードだ。

　鬼の力でも神は殺せないが、草薙タケルを殺すには十分。

　しかしただ殺すのではつまらない。

　滅びへの道は遠のいた。また余興の日々が待っている。

　だから手始めに、鬼を現世に復活させてみようと、颯月は思い立った。

「アレの中に必要なものは……たぶん君だよねぇ……草薙君」

　自ら手を下すのは趣しゆ味みじゃないし、そういうのは向いてない。颯月の神としての力は世界再構築の際に拡散し、自分で戦うだけの力をあまり持っていないのだ。

　だから、

「好都合だ。君は私にたどり着くことなく、その魂を鬼に奪うばわれるといい」

　やはりせいぜいいつも通りに、高みの見物をさせてもらうとしよう。

　颯月は肩かたにインノケンティウスを担かつぎながら、空を見上げる。

　雲の切れ間から、真っ赤な月が覗のぞいていた。
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　苦戦を強しいられることは最初からわかっていた。

　タケルは自分がどれだけ魔導という力に……ラピスに頼たよってきたのかを思い知る。

　魔女狩り化という強化魔法の恩おん恵けいを失った今、タケルは限界を迎むかえようとしていた。痛みを失ったことにより、無理矢理にでも動かせていた身体が、ついに動くこともままならなくなってきた。

　手足の震ふるえは意思ではどうにもならない。時折視野が狭せばまり、耳に蓋ふたをされたかのように音が遠くなる。肉体的負担よりも、脳の限界が近い。

　鬼の爪そう撃げきを、クレイモアの幅はば広びろの刀身で防いでも、身体が軽々と吹ふき飛ばされる。

　着地時に衝しよう撃げきを殺すために踏ふん張ばっても、震えた足が身体を支えきれずに膝ひざが折れてしまう。苦しくもなんともないのに、心臓は早はや鐘がねを打ち、ぜぇぜぇと息が荒あらくなる。

　鬼の腕うでが伸びてくる。爪つめを振り上げ、タケルを切り裂さかんと襲おそってくる。

「──く！」

　避さけることも攻こう撃げきを返すこともできない。タケルは再びクレイモアを盾たてにしようとした。

　その時、タケルの前に桜花が躍り出て、ブルークリスタルの盾で攻撃を防いでくれた。

　賢者の石ナノマシンで斑鳩が即そく席せきで作った盾だ。盾というよりはただの板だが、ブルークリスタルの抗こう魔ま性能は伊達だてではない。

　攻撃を防いだ後、桜花はすぐに拳銃で腕へ攻撃する。抗魔素材の武器による攻撃は有効のようだが、当然まともなダメージは与あたえられない。攻撃された腕は桜花が距きよ離りを取ると、それ以上追ってくることなく障しよう壁へきの内側へ引っ込んでいった。

　桜花もヴラドを使えず、タケルと同じ気持ちを味わっていた。

「タケル、大だい丈じよう夫ぶか！」

　鬼を警けい戒かいしながら、桜花がタケルに背を向ける。大丈夫だとはっきり言えないのが情けなくて、タケルは剣けんを杖にしながら立ち上がる。

「悪いな……足引っ張っちまって……」

「一番消しよう耗もうしているのはお前だ。無理をするな」

「はは……お前わかってて言ってんな？　無理すんなってのがまず無理だろ」

「軽口を叩たたく余よ裕ゆうがあるなら大丈夫だな」

　このやろう、と返そうとしたが、息が上がってしまって言葉が出ない。

　鬼は全体を覆おおうような球体障壁を維い持じしながら、得体の知れない大魔法の準備を行いつつ、もう一組の腕で物理的な攻撃に対する防ぼう御ぎよを行っていた。

　半径一〇メートル以内に近づいた瞬しゆん間かん、鋭するどい爪の生えた両腕を高速で鞭むちのように振るってくる。

　鉄てつ壁ぺきと言って差し支えないだろう。鬼のくせに、実に魔女らしい戦い方をする。

　鬼が両手に掲げている肉につ塊かいは、さらに巨大化しており、どこか胎たい児じを思わせる姿になっていた。あれが発動するのだけは阻止しなければならない。

　侵しん食しよくの拡大は止まったが、鬼が大魔法を詠えい唱しようしている間も、大樹からは落ち葉が化け身しんとなり襲いかかってきていた。

　それを食い止めているのはマリと斑鳩だ。斑鳩が防護障壁を展開し、マリは不完全な防護障壁を突とつ破ぱしてきた鬼の化身を魔ま弾だんで屠ほふっている。この短時間でマリの魔力が回復したわけではない。マザーグースとの戦いの時と同じように、マリは斑鳩の身体に《吸魔ドレイン》の刻印を刻み、エルフ化した斑鳩から魔力を吸収して魔法を使用していた。

　鬼は両腕を鞭のように撓しならせながら、こちらの出方を窺うかがっている。

　あくまで防御に徹てつする構えだ。両腕の鞭が爪を煌きらめかせて鎌かま首くびをもたげたヘビのようにこちらへ照準を合わせる。

「来るぞ、構えろ……！」

「うさぎ。抗魔加工弾の残弾は!?」

　タケルが問うと、後方で片かた膝ひざをついたうさぎが報告する。

「ヴァイスクリスタル弾は残り三発ですわ」

「一カ所に集中してぶち当てろ。抗魔弾なら貫つらぬけるはずだ……！」

　ヴァイスクリスタルは抗魔素材の中でも最高の強度と抗魔力を有している。生半可な障壁など紙切れのように突つき破るだろう。

　桜花の《伯爵の牙ヴアンパイア》は魔法であるため侵食を受けたが、単純な攻撃の威い力りよくは吸収されず、障壁に皹ひびを発生させていた。

　ヴァイスクリスタルを対物ライフルで撃うち込めば、破れる可能性はある。

「俺はうさぎが撃ち尽つくした後……奴やつを仕留める……！」

　タケルは制服のネクタイを外し、いまだ震えが止まらない右手を剣の柄に巻き付ける。歯できつく結び、鬼を睨にらむ。

「あいつは……草薙おれが狩かる……！」

　許せないという気持ちが、タケルの中にあった。自分の中に流れる草薙の血がそう感じさせているのは恐おそらく事実だ。しかしそれだけではない。今までキセキを苦しめてきた鬼の呪のろいが目の前にあるのだ。怒いかりを抱いだかないわけがない。

　女の姿をした鬼は、あの肉の塊かたまりを産み落とすための母体だ。

　草薙にかけられた呪いがここで断たち切れるとは思わない。あれを倒せばキセキの中から鬼が消えるなんてことを期待しているわけではない。

　だがそれでも、この状じよう況きようで倒さないという選せん択たく肢しは無い。

「無茶だ……とは言えんな。お手並み拝見だぞ、隊長さん」

　背を向けたまま、桜花がタケルを煽あおる。タケルは一度眉まゆを顰ひそめた後、苦く笑しようした。

　懐なつかしい、と思ったのだ。三五小隊にやってきたばかりの時、最初の任務で桜花がタケルに言った言葉だった。みんなよくここまで生き残れたものだと思う。

「これ以上はあんま持ちこたえらんないからね！　頼たのんだわよタケル！」

「まさか私が燃料タンク役になるとは……草薙、帰ったらマッサージしなさいよ」

　斑鳩とマリの激げき励れいを背中に受けながら、タケルは剣を構える。

「この距離ならば外しようがありませんわ。任せてください」

　うさぎがヴァイスクリスタルの弾を二発口にくわえ、ボルトを引く。

《いつでもいけます、宿主》

　ラピスに背中を押され、タケルは頷うなずいた。

　タケルは力をため込むように腰こしを落とし、身体中の骨や筋肉に捻ひねりを加える構えを取った。

　目を閉じ、少しだけ集中を解く。脳の機能を抑よく制せいすることをほんの少しだけやめて、諸もろ刃はの異能を解放する。

　音が遠くなり、世界が遅おそくなる。臭においも消え、身体からだの感覚はもとより無い。

　邪じや魔まなものを全すべて排はい除じよし尽くした瞬間──タケルは目を見開いた。

「──行くぞ！」

「「了りよう解かい！」」

　返事をした直後、桜花が前へ出る。

　盾と拳けん銃じゆうを構えたまま突進し、鬼の攻撃を引きつけた。

　──ヒュパッ！

　風を切り裂く音。鞭のように撓る腕が、爪を立てて桜花へ斬きり掛かかる。ブルークリスタル製の盾は衝撃吸収性に優すぐれている。普ふ通つうの盾ならば豆とう腐ふのように切り裂かれ、たとえ耐たえられたとしても衝撃により桜花の身体は吹き飛ばされていただろう。

　だが耐えられる。わずかな時間であろうが、この一瞬は勝利のために必要な一瞬だ。

「西さい園おん寺じ！」

　鬼おにの猛もう攻こうを防ぎながら、桜花が叫さけぶ。うさぎが引き金を絞しぼり、ヴァイスクリスタル弾を放つ。火薬が破は裂れつする音が響ひびき、純白の弾頭が障壁に迫せまる。

　着弾。が、障壁は水面みなものように撓たわんだだけで突き破れはしなかった。

　動どう揺ようなどしている暇ひまは無い。次弾装そう塡てん。

「!?」

　空薬やつ莢きようが宙を舞まった時、桜花を狙ねらっていた鬼の腕が再び撓り、今度はうさぎへ向かって伸のばされた。

　桜花は拳銃で腕へ攻撃を加えるが、拳銃程度では軌き道どうを変えることもできない。

　タケルは動かない。構えを保ったまま力をため込むことに集中する。

　──動かないのは、仲間を信じているからだ。

　瞬間、うさぎの目の前に突然ミスリルの壁かべが出現した。鬼の爪がミスリルの壁に突き刺ささり、侵しん攻こうが止まる。

　斑鳩だ。賢者の石ナノマシンによってうさぎの足下の地面を抗魔素材へ変へん換かんし、壁を構築させたのだ。代わりに維持していた障壁が消えてしまう。防護障壁を維持しながら賢者の石ナノマシンを用いるのは、斑鳩にはまだ不可能だ。

「二に階かい堂どう！」

「わぁってる！」

　マリが返事をして、斑鳩の魔力を使って代わりに障壁を展開させる。障壁を突破しようと押し寄せていた百鬼夜行の津つ波なみと化身が、再び防がれる。

　同時にうさぎも動く。目の前のミスリルの壁から半身を出し、射しや撃げき。

　着弾。当然狙いはどんぴしゃだ。にもかかわらず、障壁に変化は無い。

　口にくわえた弾を摑つかみ、うさぎが最後の一撃を銃に込こめる。

　信じている。この一撃が勝利へと繫つながると。だからうさぎは迷わない。

　状況を覆くつがえすのはいつだって狙そ撃げき手だ。次弾装塡。最後の一発を放つ前に鬼が動く。ミスリルの壁から爪つめを引き抜ぬき、再び奇き声せいを上げながらうさぎを攻撃する。

　うさぎは動じない。弾たまを放つことにしか執しゆう着ちやくしない。

　──信じているから。

　横から桜花が滑すべり込むようにうさぎの元へやってきて、盾で敵の攻撃を防ぐ。防いだ拍ひよう子しに、ブルークリスタルの盾が砕くだけ散る。

　がら空きになった桜花の懐ふところへ、敵の爪が迫る。

　だが桜花は死を覚かく悟ごしたりなんかしない。

　──信じているからだ。

　桜花の脇わきの下から、うさぎの愛銃、ラビットファングが顔を覗のぞかせる。

　うさぎは前だけを見み据すえ、引き金を絞った。

　最後の弾丸が発射される。弾丸はまっすぐに障壁へぶち当たる。

　パキンッ……！

　障壁の砕ける音が響く。わずかな皹の隙すき間まから、うさぎが最後に放った弾が障壁の中へ滑り込む。

　弾は障壁を抜け──鬼の額へ突き刺さった。

　耳を劈つんざくような鬼の悲鳴が轟とどろく。桜花を襲おそおうとした爪はわずかに軌道を逸それ、桜花の額を掠かすっただけだった。

　だが──鬼は健在、大魔法も中断せず、障壁も維持されている。障壁を突破する際に弾速が低下し、威力が足りなかった。

　失敗。

　違ちがう──誰だれ一人ひとりとして、この程度で諦あきらめるわけがない。

　ここにいる全員が──彼を信じているから。

「よくやった。うさぎ」

　うさぎは鬼を睨んだまま、誇ほこらしそうに笑う。

　何度も聞いた言葉だ。今回も、当然だとでも言うようにうさぎは笑った。

　うさぎの後ろで構えたまま動かずにいたタケルの目が、薄うす闇やみで赤く赤く輝かがやく。

　ため込まれた力がギチギチと音を立て、今まさに解放される。もう痛みなど感じない。身体はボロボロでも、この瞳ひとみの輝きが示す通り、意志だけは折れていない。

　タケルは、放つ。

　自分を自分たらしめている力──剣技を。

「滅めつ槍そう──一いつ角かく獣じゆうッ！」

　地を蹴けり、タケルはため込んだ全ての力を解放した。身体中のバネというバネを生かし、百鬼夜行へ突とつ貫かんする。

　スローになった世界で、タケルは自分の身体の骨がいくつかひび割れたのを感じたが、構っている暇は無い。

　力が一点集中された切っ先を障しよう壁へきへ叩たたき込む。タケルは弾丸が通った皹の隙間へ、ねじ込むように剣を突き立てた。

　ビシリと、うさぎが作った皹が障壁全体へ広がる。

　百鬼夜行がうさぎと桜花を攻こう撃げきしようとしていた両腕を引き戻もどし、タケルを障壁から引きはがそうとする。その攻撃は、うさぎと桜花の追撃によって阻はばまれた。

　剣と障壁がぶつかり合い、拮きつ抗こうする。

　まだ足りない。障壁を完全に砕くまでは、あと一歩決め手が足りない。

　タケルは目を細めラピスに命令する。

「ラピス、小こ太刀だちだ……！」

《了解》

　タケルの命令にラピスが答え、空中に小太刀を出現させた。

　タケルは左手でその小太刀を摑み、そして──障壁の皹へ突き刺した。

　障壁に突き刺さったままの小太刀から手を離し、左足を踏ふん張る。

「諸もろ刃は流りゆう──金かな槌づち坊ぼう！」

　そして勢いよく左ひだり膝ひざを突き出し、障壁へ突き刺さった小太刀の柄つか頭がしらへ打ち付けた。皹の隙間を押し広げるように。目の前の壁を砕くために。

　バリッ……パキンッ……！

　障壁に皹が入る。タケルは二発、三発と連続して膝を打ち付ける。

　そして──

「おぉぉぉぉ───らッ！」

　──バリィンッ!!

　ついに障壁が砕け散り、鬼とタケルを隔へだてるものがなくなった。

　鬼が、歯をむき出しにして奇声を上げる。

　タケルは宙に放ほうり出された小太刀を摑み、目を鋭するどく細めた。

　鬼が両りよう腕うでを引き戻し、目の前のタケルへ応戦しようとする。速い。障壁を突とつ破ぱされて、タケルが最優先で殺すべき対象であると認にん識しきしたのだろう。

　タケルと鬼との距きよ離りはわずか五メートル。太刀の間合いではわずかに届かない。距離が足りない、さらに近づく必要がある。

　二組の爪がまっすぐにタケルの首を狙ってくる。リーチもスピードも相手が上。生身のタケルではこの速度に到とう底てい追いつけない。

　だが、草薙諸刃流は鬼を狩かるための剣。

　力も体たい軀くも、スピードも上の鬼に対たい抗こうするために編み出された剣術だ。

　タケルは当たり前に、その脅きよう威いに対応した。

「──怪かい火か蛍ぼたる！」

　魔女狩り化を行っていない状態でバケモノと剣けん戟げきを交かわすならば、この技わざはうってつけだ。タケルの脳は鬼のスピードに追いつけても、肉体はまるで追いつかない。だから攻撃を頭で見み極きわめ、必要最低限の動きで攻撃を受け流す。

　そして受け流しの反動を利用して剣戟の威い力りよくとスピードを上げていく。相手が強ければ強いほど、速ければ速いほど、こちらの攻撃の威力とスピードが上がっていく。

　鬼の爪そう撃げきは凄すさまじい速度と力だった。

　だが──

「鬼ってのはこんなもんか……！」

　タケルが今まで戦ってきた敵達に比べれば圧あつ倒とう的てきに劣おとっている。ホーンテッド、鐡くろがね隼はや人と、草薙オロチ。自分を圧倒したそのバケモノどもに比べれば天と地ほどの差がある。

　鬼の力を利用し、鬼を凌しのいできたのが草薙だ。タケルはその血を受け継つぎ、その生き方を貫つらぬいてきた。もはや並なみ大たい抵ていのバケモノでは草薙タケルには勝てない。たとえ生身であろうとも、対応策はすでに備わっている。

「草薙をなめるんじゃねぇ……！」

　リズムを刻むように速度を上げながら、タケルは吼ほえた。

　タケルの速度は鬼の速度を超こえ、剣戟の威力は鬼の力を凌りよう駕がする。

　タケルは受け流すのをやめて、鬼の爪撃を弾はじく。弾かれた腕を反動で大きく反らせたため、鬼の懐ががら空きになる。

　鬼が破れかぶれで防ぼう御ぎよを図はかる。タケルが攻撃をしかけてくるタイミングに合わせ、両腕を押し戻し、クロスさせる。

　だが鬼の予想に反して──タケルの追撃はこなかった。

　静せい寂じやくの中で、鬼おには大魔法を維い持じしつつ、防御したまま動かない。鬼が防御をやめ、タケルに再び攻撃をしかけようと腕のクロスを解いたその瞬しゆん間かん──

「終わりだ」

　──鞘さやへ刀を納め、腰こしを沈しずめていたタケルが剣を抜き放った。

　テンポを崩くずしてからの渾こん身しんの一撃。攻撃のタイミングをずらすことで、決定的な隙を突つく。オロチの修しゆ行ぎようで教わったことを生かし、タケルは実じつ践せんした。

　草薙諸刃流、天ノ邪鬼アマノジヤク。奥おう義ぎ以外で諸刃流最速の技による確実な止とどめ。

　障壁を貫かん通つうして直撃したうさぎの弾丸のおかげで、敵の強度はわかった。

　無む駄だな力は必要ない。

　──音すらしないその一撃は、星の瞬またたきよりも一いつ瞬しゆんで終わった。

　抜き放った刀を握にぎりながら、タケルは息を止めたまま前を向く。

　鬼の足下に展開されていた朱しゆ色いろの魔ま法ほう陣じんが、音も無く薄うすれて消えていく。

　両腕を掲かかげたままの女の姿をした鬼の首が、ゆっくりとずれて、地面に落ちた。

　背後で桜花やうさぎが息を吐はいたのがわかる。

　タケルも止めていた呼吸を再開しようとした。




　──頰ほおに、何かが触ふれた。




「──!?」

　すぐさま顔を上げ、頰に触れてきた存在を目まの当たりにする。

　それは──雌めす鬼おにが発動させようとしていたモノだった。身体からだを維持できず、どろどろに溶とけていく肉の塊かたまり。生まれかけの胎たい児じのような姿をしたソレは、タケルの頭を両手で摑み、亡もう者じやのような巨きよ大だいな顔を近づけてきた。

　出で来き損そこないの鬼の仔こだ。雌鬼が発動させようとしていた得体の知れない魔法の産物。ソレはこの世界に再び復活しようと、最後の足あ搔がきを見せていた。

　タケルは動きたくても動けない。

　何故なぜならば、ソレが触れた頰から侵しん食しよくが開始したからだ。背後で仲間が叫さけぶ声が聞こえたが、すぐに遠のいていく。侵食は肉体に対してではなかった。

　タケルは、自分の身体から意識が離はなれていくのを感じた。

　それが魂たましいと呼ばれるものであると理解する前に、頭の中で声が響ひびいた。




　返せ。




　かつて草薙によって肉体と魂を分割させられ、封ふう印いんさせられた鬼の意思なのか。

　鬼の仔がタケルに求めているのは、魂だった。

　抗あらがう術すべが無い。颯月の魂の掌しよう握あくでマリが容易たやすく主導権を奪うばわれたように、どうすることもできない。魂とは絶対的なものであり、同時に不確かなものなのだ。

　タケルの魂は鬼の仔に引き寄せられる。それは、本来「そうあるべき」だからだ。鬼の魂が鬼の肉体へ帰ろうとしている。それだけだ。

　真っ暗な闇やみの中で、自分の存在が引き寄せられていく。狭せまい身体を捨てて、広い場所へ流れ込んでいく。暗い場所から、もっと暗い場所へ。

　子供の頃ころからずっと感じていた窮きゆう屈くつさが消えていく。

　人の器に鬼の魂。その不ふ一いつ致ちが正されていく。もしもこのまま鬼の魂と身体が融ゆう合ごうすれば、百ひやつ鬼き夜や行こうは真の意味で解き放たれる。ため込んだ呪のろいは肥大化し、数千年前に滅ほろびた時とは比較にならないほどの強大な力を持って復活するだろう。

　魂につれられて、消えかけていた人としての意識が鬼と化そうとした時。

　誰だれかに腕を摑つかまれた。

　魂に腕など無い。それなのに、暖かい手に摑まれたように感じたのだ。

《この人は渡わたしません》

　懐なつかしい声がした。

《私がいる限り、この人の魂に傷一つつけさせはしない》

　とても聞き慣れた声だ。

《宿主の魂は、すでに私と繫つながっています。もうあなた達のものではありません》

　無感情なのに、聞いているだけで力が湧わいてくる。

　失われそうになった意識が戻ってくる。

　引き戻される。狭い場所へ。

　居い心地ごこちのいい、自分自身へ。

《返しなさい。この人は私だけの宿主だ。汚きたならしい手で触さわるな、バケモノ》

　ああ……そうだ。

　その通りだ。誰にも渡さないし、誰にも奪われない。

　俺はお前だけの宿主で、

　お前は俺だけの剣つるぎだ──ラピス。




　──ザシュッ……！

　タケルは目を開くと同時に、手に巻き付けた柄つかを握り、覆おおうように絡からみつく肉の塊へ剣を突き立てた。

　鬼の仔が汚らしい悲鳴を上げて触しよく手しゆをうねらせる。どうやら魂を引き寄せられている間に、肉につ塊かいに飲み込まれていたらしい。

　鬼の仔と目が合う。意志の無い鬼の赤い瞳ひとみを、意志の灯ともった赤い瞳で睨にらみ返す。

「俺達がいる限り、俺もキセキもてめぇらの好きになんかさせるかよ……黙だまって大人しく引っ込んでろ……！　それが嫌いやなら俺が斬きる……ッ！」

　深く深く突き刺さしながら、傷を抉えぐるように刀を捻ひねる。悲鳴が轟とどろき、生存本能を見せた鬼の仔は牙きばを生やし、タケルに嚙かみつこうとした。封印から解放されようと相手も必死だ。身体を肉に固定されて右腕以外を動かせないタケルは、歯を食いしばって耐たえようとした。

　その時、

　──タケル、防げ！

　イカれ始めた聴ちよう覚かくが声を拾い上げる。

　研とぎ澄すまされた意識が気配を感じ取る。

　真上から何かが降ってくる！

《宿主、防御を！　魔女狩り化を実行します！》

　魔ま力りよくを吸収するという敵の特性を無視して、ラピスがタケルの身体を装そう甲こうで包む。ラピスの慌あわてた声に応じて、タケルも右手の野太刀を鬼の仔から引き抜ぬき、真上を防御した。

　瞬間。

「草薙諸刃流──蟷螂カマキリ坂ザカ！」

　とてつもない衝しよう撃げきがタケルの剣けんを襲おそった。

　同時に自分を包み込んでいた肉塊が、衝しよう撃げき波はで全すべて吹ふき飛ばされた。

　タケルはその衝撃を耐え切り、地面に膝ひざをついた。

　おかげで解放された。タケルは自分の身体が無事なのを確認しつつ顔を上げる。

　そこには、

「……貸しだぞ、タケル」

　タケルが無事なことを確認しながらそんなことを呟つぶやく少女がいた。影かげになって顔が見えなかったが、タケルは彼女の名を呼ぼうと口を開いた。

「カナリア……──！」

　その時だった。赤い肉に飲み込まれた街や、鬼の大樹の幹にいくつもの爆ばく発はつが起こった。

「な、なんだ……!?」

　それはまるで炎ほのおの拡散だった。

　凄まじい熱気と光に目を細めた瞬間、上空を轟ごう音おんが通り過ぎる。何事かと見上げると、煙けむりの尾おを引いて三機の航空機が鬼の大樹へ向かっていくのが見えた。

「戦せん闘とう機……」

　タケルが呆ほうけていると、レーヴァテインにこびりついた肉を振ふり払はらいながら、カナリアがむすっとした顔をこちらへ向けてくる。

「審しん問もん会支部の応おう援えん。彼方かなたが説得して呼びつけた」

「じゃあ、味方なのか……？」

「一時的にだけどな。他ほかにももっとたくさんくる」

　カナリアが言うと、背後からローター音がいくつも聞こえてきた。

　戦闘機が大樹からの攻こう撃げきを回かい避ひしながら旋せん回かいした後、戦闘ヘリや輸送ヘリが三〇機ほどタケル達の元へ向かってくる。

　周辺の鬼の化け身しんをヘリがハイドラロケットで一いつ掃そうする。鬼の化身や波が触手を伸のばして攻撃をしかけてくるが、ヘリを覆う魔ま法ほう障しよう壁へきにより、その攻撃は阻はばまれていた。恐おそらく、異い端たん同どう盟めいの魔法使いや魔女がヘリに同乗し、防ぼう御ぎよを担当しているのだろう。

　輸送ヘリからはドラグーンが解き放たれ、着地すると同時に化身達と戦闘を始めた。遅おくれて魔女や魔法使いが降り立ち、ドラグーンの援護をする。

　異端同盟の人員だけではない。審問会と異端同盟が協力し合っているのだ。

　信じられないような光景だ。魔女と審問会が、一時的にとはいえ連れん携けいしていた。

　内三機のヘリがマリと斑鳩の近くに降りてくる。搭とう乗じようハッチから顔を出したのは、異端同盟の副リーダー、大おお野の木ぎ彼方だった。

　彼方に続いて降りてきた異端同盟の戦闘要員が周囲の警けい戒かいを行い、救護班がマリや斑鳩に駆かけ寄る。セージや柚ゆ子ず穂ほも一いつ緒しよだった。

「この場を維持します、各自連携して百鬼夜行の襲しゆう撃げきを食い止めてください！　敵はすぐにまた押し寄せてきます、救護対象を回収後即そく離り陸りく！　急いで！」

　インカムを耳に当てつつ、部下に命令を下す彼方。救護班を伴ともないながら、彼方がタケルのそばまで歩いてくる。

　厳いかめしい顔つきが、いつもの世話焼きお姉さんらしいそれに戻もどる。

「みんな無事……とは言えないみたいですけど、生きていてくれてよかったです」

「大野木さん……こ、これ、全部大野木さんが？」

「ええ。百鬼夜行の攻撃で、四国と九州、本州の一部の支部以外は直接狙ねらわれて壊かい滅めつ状態。首しゆ都と圏けんに向かった増援部隊が圏外で右往左往していましたので、声をかけました」

　声をかけたって。それで審問会が異端者に協力するなんてことがありえるのかと、タケルは思う。

「指揮系統が崩ほう壊かいしている今となっては、審問会も異端同盟も関係ありません。この状じよう況きようをどうにかしたいと思っているのは、皆みな一緒ですから」

　確かに、彼方の言う通りなのだろう。世界が滅亡するか否いなかの状況では、審問官も魔女も関係ない。どちらの陣じん営えいも協力し合う選せん択たく肢ししか残されていなかったのだろう。

　タケルは少し安あん堵どして、硬かたかった表情を和らげた。

「……さすがです。元エグゼは伊達だてじゃないんだ」

「今のエグゼは立場上審問官を統とう括かつする役割を担になっていますからね。上の人間がほぼ逃にげたか死んだ以上は、私にだって指揮権があるんですよ」

　彼方がえっへんと胸を張ると、

「──貴様に指揮権などない。貴様はエグゼを除名された身だろうが」

　彼女の背後から声がした。

　彼方の自じ慢まんげな顔が崩くずれ、不満そうな顔になる。

「……まあそうですけどねぇ。実際この人の口くち添ぞえが無かったら、審問会の残存勢力は動いちゃくれませんでしたよーだ……」

　彼方が親指を後ろへ向ける。

　彼方の背後から、こちらへゆっくりと歩いてくる男がいた。

「鐡さん……！」

　声をかけると、隼人はしかめっ面つらで周囲の状況を確かく認にんしてから、タケルを見た。ほんの少しだけ表情が和らぐかと思ったが、いつもの威い圧あつ感かんをほとばしらせるような表情でタケルを見下ろした。

「無事か。そうでなくては困る」

「鐡さんも、よく無事で……」

「お前に心配されるとはな。見くびられたものだ」

　相変わらず愛想がなく、簡潔に感情を伝えてくる人だと思った。ホーンテッドとの戦いに駆けつけた時の激情が噓うそのようだ。

「……奴やつはどうなったんです……？」

「約束は果たした……と言いたいところだが、奴を殺したのは俺ではない」

　隼人がちらとヘリの方を見やる。タケルも釣つられてそちらへ目をやると、ヘリの搭乗口に背を預けながら腕うでを組んでいる少年がいた。

　タケルは彼を……京きよう夜やをじっと見つめたが、京夜がタケルと目を合わせることはなかった。代わりに、京夜は肩かたの星をぐっと握にぎるような仕草をした。

　それだけでタケルは十分に理解した。彼が復ふく讐しゆうを果たすことができたということを。

　タケルにとっても、少しだけ救われた気がした。吉よし水みずを救えず、京夜がこうなってしまった責任の一いつ端たんが、自分にもあると勝手に感じていたからだ。

　これで彼は、ようやく自分の人生に集中できるのだ。彼の復讐を無む駄だにしないためにも、タケルにはやることがある。

　次は自分の番だ。

「……鐡さん。ぶしつけで申し訳ないんですが……俺のわがまま、聞いてくれませんか？」

　地面から膝を離はなし、タケルが立ち上がる。足も手も震ふるえっぱなしだったが、まだこの身体からだは朽くちていない。魂たましいが、朽ちることを許していない。

　タケルは隼人をまっすぐな瞳で見つめた。

　隼人は持ち前の眼力で視線を返す。

「内容による。話せ」

「詳くわしいことは……話せません。それでも、聞いてください」

「駄だ目めだ。全て話せ」

　即そく答とうで、詳しよう細さいを話さなければダメだと拒きよ絶ぜつされる。

　こういう人だ。たとえ正直に全てを話しても、鐡隼人という男はタケルの願いを聞き入れないだろう。隼人はタケルの選択を否定するはずだ。

　だが、彼がこういう男であるように、草薙タケルという男も、こう返す男である。

「すみません、話せません。だけど聞いてください。お願いします」

　頭を下げ、我を通す。あるがままを通す。

　我が儘ままを通す。それが草薙タケルだ。隼人もそれはもう十二分にわかっていた。互たがいのエゴをぶつけ合ったあの戦いで思い知っている。この問答を続けても、タケルが譲ゆずることは永遠にない。隼人は一度タケルのエゴの強さを認めている。

　いまさら争うつもりもないのだろう。それ以上拒絶を示さず、隼人はタケルの願いに耳を傾かたむけた。

「今ある戦力を使って、俺を鳳颯月の元へ送り届けてください。そうすれば、後は俺がやります」

「…………」

「俺が世界を救います。これは、俺にしかできないことなんです」

「………………」

「俺に──世界を託たくしてくれませんか」

　突とつ拍ぴよう子しも無いことを言っている自覚を持ちながら、タケルは真しん剣けんに隼人へ願いを伝えた。

　隼人はタケルの視線を受け止め続けたが、やがて静かに目を細めた。

「お前はどのような状況でも、自分優先だな」

「奴にも言われました。自覚はあります」

「自覚が免めん罪ざい符ふになると思うな」

「それも……言われましたね」

　苦く笑しようしながら頰ほおを搔かく。

　隼人は目を細めたまま、タケルから視線を外さなかった。タケルも同じように、彼を見つめたままだ。少しでも自分の意志に迷いがあれば、隼人は頷うなずかない。その意志がたとえ虚きよ勢せいであろうとも、迷いがないということが噓であろうとも、タケルは視線を外すわけにはいかなかった。

　もう決めたからだ。

「…………これほどまでに俺は自分の無力さを呪のろったことはない」

「？」

　意味を問うように、タケルが首を傾かしげる。鐡隼人が無力という言葉とは無む縁えんの存在だと思っているし、そんな言葉を彼の口から聞くことになるとは考えもしなかった。

「お前のような子供に背負わせることになるとはな……」

　隼人はタケルに背を向ける。

「大人として、不ふ甲が斐いないよ」

　その背中はボロボロではあったが、前と同じで大きくたくましい。

　彼の背負ってきた無念はタケルの知るところではない。誰だれも彼を理解することはできない。

　最強の男の弱さをタケルは知らない。力がどれだけ常人離れし、ただ一人で無む双そうの力を持つ男だとしても、できないことはある。

　大人は自分の無力さを知っている。出来ないことと出来ることをこれでもかというほど自覚している。だからこそ、弱さを知らない無む謀ぼうな子供を導ける。

　弱い自分を奮い立たせ、次の世代に強さを伝えるために大人はいるのだ。

　鐡隼人は、それすら出来ない自分を呪っていた。英雄の器うつわなどと呼ばれることを鬱うつ陶とうしく思っていたが、長きに亘わたる戦いの中で彼は自分の本心に気づいた。

　彼は英雄でありたかったのだ。

　あの戦いの中で、タケルに手を引くように求めたのがその証しよう拠こだった。

　世界を救い強さを示し、次の世代を導くのは自分でありたかった。犠ぎ牲せいになるのは、大人である自分であるべきだった。

　それが鐡隼人の求める、究極の法エゴだった。

　だからこそ、こんな言葉を投げかけるしかない己おのれを情けなく思う。

「──世界を頼たのむぞ、草薙」

　タケルの願いが犠牲を伴うものだということを、隼人は悟さとっていた。タケルが己を犠牲にして世界を救おうとしていることを、この一いつ瞬しゆんで全すべて見み抜ぬいたのだ。

　その上で、隼人はこの言葉を投げかけた。

　タケルは彼の言葉の重みを嚙かみ締しめる。

　背負うには、あまりにも重すぎる。

　だけど──やり遂とげなければ草薙タケルではない。

「了りよう解かい。必ず救います！」

　隼人の願いを嚙み締め、上司からの命令として受け止める。

　隼人は背を向けたまま、歩み始める。

「大野木、予定変へん更こうだ。異い端たん同どう盟めいに草薙タケルを目標へ送り届けることを最優先するように指示を下せ。俺は審しん問もん官達をまとめる」

「……了解」

　全て聞いていた彼方は、何も言わず、隼人の要求を受け入れるだけだった。彼女もタケルの真意を見抜いたのだろう。隼人が折れるほどの意志をタケルが持っていることは、彼女も十分に知っている。

　隼人は審問会に。彼方は異端同盟に、それぞれ命令を送る。

　この場にいる全ての大人達が、自分達のために動いてくれる。

　タケルはその心強さに胸を打たれながら、小さく感謝を口にする。

　ありがとうございます、と。

「……タケル、鐡隊長と何を話していた？」

　救護班から治ち療りようを受けていた桜花がそばにやってくる。マリ、うさぎ、斑鳩も一いつ緒しよだった。タケルはすぐに頭を切り換かえた。自分の宿命を隠かくすように、眉まゆを上げて仲間を迎むかえる。

「喜べみんな、キセキを助けるために審問会と異端同盟が手を貸してくれるってよ！」

「ああ……それは鐡隊長の通信で聞いた。しかし」

　桜花を押しのけて、マリとうさぎがタケルに詰つめ寄ってくる。

「理事長をどうするつもりなんですの？　まさか殺すつもりなんじゃないですわよね？　信用できるんですの？　草薙、何か聞いたんですのよね？」

「タケルを援えん護ごするって言ってたけど、どういう腹づもりなのよ？　あたしあの人、いまいち信用できないんだけど！」

　後ろで救護班の魔ま女じよが「まだあんまり動かないで～」と慌あわてているが、二人は聞きやしない。タケルも思わず仰のけ反ぞりながら、どうどうと二人を宥なだめた。

「お、俺も詳しくは聞いてねぇんだ。鐡さんと大野木さんにはプランがあるらしいんだけど、理事長……あの野や郎ろうに魂を掌しよう握あくされた場合、作戦が知られることになるから話せねぇって言われて……」

　即そく席せきで考えたにしては、それなりに説得力のある噓うそだと思ったのだが──

「ぬぁんですのそれ！　草薙はそんな不ふ明めい瞭りような作戦に乗るっていうんですの!?」

「はぁ!?　散々あたしらの邪じや魔ましてきたのに土ど壇たん場ばで助けにきて、それでまた今度は話せないってどーゆーことよ！　胡う散さん臭くさいにもほどがあんじゃないの！」

　──納なつ得とくしてくれるはずもなかった。みんなで行くぞと意気込んでいたわけで、横から隼人にしゃしゃり出てこられたことがムカつくのかもしれない。

　なんて我の強い連中だ、とタケルは改めて思う。

「いやいや、俺達は俺達の目的を果たせばいいんだって！　キセキを救うのが俺達のすべきことで、理事長をどうにかすんのは大人に任せようって話で……」

「「納得いかねぇ！」」

「お、桜花っ、二人に鐵隊長が信用できるってことを教えてやってくれっ！」

　二人に気け圧おされながら桜花に助けを求める。

　桜花は、少し呆ほうけた顔でタケルを見ながら、ぎこちなく笑う。

「あ、ああ……元より鳳颯月に関しては私達にプランなど無かったのだ。少しでも希望ができたのなら、それに縋すがるのが一番……だ」

　辛かろうじて同意してくれたのは、桜花が隼人のことを信しん頼らいしているからだと思いたかったが、歯切れの悪さは彼女が納得していないことの証拠なのだろう。

　不自然さに気づいている。タケルの言葉が噓であるということを、どこかで感じ取っているのかもしれなかった。

　斑鳩も、心の内を見み透すかすようにじっとタケルを見つめていた。

「カナリア」

　斑鳩が、タケルの後ろにいたカナリアへ声をかける。カナリアはいつものむすっとした顔を斑鳩へ向けた。

「あんたも鐵隼人との会話を聞いていたんでしょう？」

「…………」

「何を話していたの？　草薙は何を言ったの？」

　真顔で尋たずねてくる斑鳩を、カナリアは睨にらみつける。

　タケルはまずいと思った。カナリアはタケルの「世界を救う」という言葉を聞いていた。それを斑鳩が知れば、当然こう聞かれるだろう。

　どうやって？　どうやって鳳颯月の呪じゆ縛ばくから世界を救うつもりなの？

　カナリアは肩かたをすくめて、斑鳩の問いにこう答えた。

「キセキのことばっか言ってた。百ひやつ鬼き夜や行こうが暴走してるの、キセキのせいじゃない。だからキセキのこと、俺に任せてくれ。必ず止めてみせるから。そればっか」

「他ほかには？」

「あとは鐵隼人がタケルに質問してただけ。いっぽーてきに作戦のこと話してた」

「……本当に？」

　カナリアは眉まゆ根ねを寄せて、「なんで噓つく必要ある？」と不満そうに頰を膨ふくらませた。その迫はく真しんの演技が功を奏したのか、斑鳩は肩の力を抜ぬいて、辛うじて納得したようだった。

　タケルも内心で安あん堵どする。まさかカナリアが隼人との会話の内容を隠してくれるとは思わなかった。斑鳩がこちらから注意を外し、うさぎとマリを宥める桜花の肩に手を置いて、何かしゃべっている。

　タケルはラピスに命令し、カナリアのレーヴァテインに魔力通信を送る。

《ありがとな、黙だまっててくれて》

　カナリアはタケルに一瞬目くばせをして、すぐに逸そらした。

《カナ、あいつに怒おこってる。またカナのこと置いていこうとしたから……だから、本当のこと教えなかった。これ、ふくしゅー》

　あいつとは斑鳩のことだ。タケルはキセキと対話していた時、カナリアと斑鳩の間に何が起こったのか知らないが、その物言いから大体の想像はついた。

　だが、斑鳩に置いていかれたことに対する当てつけというだけの理由で黙っていてくれたわけではないはずだ。

《タケルが何しようとしてるのか、カナは聞くつもりない》

《……ああ、そうしてくれると助かる》

《でも……よくわかんないけど……そーゆーのよくない。カナ、あいつに何回も同じことされてるから、よくわかる》

　カナリアは詳しよう細さいを知らないはずなのに、隼人との会話からタケルがやろうとしていることの身勝手さを直感で察したのかもしれなかった。異端同盟の本ほん拠きよ地ちで第一研究施し設せつへ乗り込もうとしたときに、斑鳩やタケルが自分を置いていこうとしたことを彼女は今も根に持っている。カナリアは置いていかれることの悔くやしさや悲しみをよく知っているのだ。

　タケルは苦く笑しようする。

《ならどうして黙っていてくれたんだ？　俺のしようとしてること》

　タケルはあえて聞いた。カナリアの斑鳩に対する今の想おもいを知っておきたかったからだ。

《……本当のことしゃべったら、あいつ……またカナのこと置いていきそうな気がして》

《…………》

《あいつはタケルのこと、追いかけていきそうな気がした……》

　タケルは息をのみ、唇くちびるの端はしをしめる。

　タケルが神の代わりになろうとしていることを斑鳩が知ったら、カナリアの言う通りにするだろう。きっと止めるのではなく、私も連れて行けと言うに違ちがいない。

　カナリアはそれを望まない。もちろんタケルも望まない。

　カナリアがタケルの服の裾すそを軽く引っ張る。

《タケル……お前、いなくなるのか？》

《…………》

《オロチみたいに、いなくなるのか？》

　カナリアが自分のことを見上げているのがわかった。

　タケルはカナリアを見ない。彼女の顔を見たら、自分の虚きよ勢せいが崩くずれてしまいそうだった。全てを話してしまいそうだった。だからタケルは、カナリアを見ずに、彼女の頭をくしゃくしゃと撫なでた。いつもなら嫌いやがるのに、この時ばかりはされるがままだった。カナリアも、これが別れだということを理解している。

　タケルにはキセキという妹がいる。その関係は普ふ通つうの兄妹きようだいとは言いがたく、今までは妹にどう接したらいいかわからない自分が確かにいた。兄妹というものがわからない自分がいた。

　カナリアは妹弟で子しだ。関係をもった時間は短かったが、仲間達とは異なる絆きずながある。世間一いつ般ぱん的に言うところの兄妹とは、もしかしたらカナリアとの関係を言うのかもしれないと思うことが、何度もあった。

　タケルは兄弟子として、妹弟子の頭を撫でた。

《斑鳩と、仲良くな》

　それがタケルからカナリアへ送る、精せい一いつ杯ぱいの別れの言葉だった。

　手を離し、タケルは仲間の元へ。

「…………」

　カナリアも後を追う。

　タケルの背中を……兄弟子の背中を、最後までその目に焼き付けるために。

　──総力戦が始まる。世界の命運をかけた、最後の戦いが。
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　大樹の枝に腰こしを下ろしながら全すべてを見ていた颯月は、タケルの元へ集つどった戦力の数に口笛を吹ふいた。

「鐡君の扇せん動どうで審問会の残存勢力を集めたのか。指揮系統を崩ほう壊かいさせるためにわざわざキセキちゃんに支部を全ぜん滅めつさせたのに、相変わらず厄やつ介かいな男だね」

　なあ？　と、颯月はキセキに同意を求める。

　キセキは光の無い瞳ひとみで宙を見つめるばかり。魂たましいを閉じさせているため、今現在草薙キセキという存在は完全に停止している。

　鬼おにの復活は失敗に終わった。あわよくば魂を引っこ抜き、鬼として完成させてこちらの手て駒ごまにしてしまおうという考えだったのだが、タケルはこの程度の苦難は軽々と乗り越こえてしまったらしい。

　鬼き呪じゆの結けつ晶しようは崩壊したが、だからどうしたというのが颯月の感想だ。細さい胞ぼうが一つでも残っていれば再び増ぞう殖しよくを始める百鬼夜行に、死という概がい念ねんは存在しない。

　完全に殺すのであれば、発生源であるキセキを殺す他ほかないのである。百鬼夜行は今もなお増殖し、タケルの元へ押し寄せている。

　だがそれでも、恐おそらくタケルは颯月の元までたどり着くだろう。

　颯月にとって破滅への手段だったタケルは、今や己おのれの破滅への道となった。

　草薙オロチとマザーグースは死んだ。イレギュラーであった星白流も自らを犠ぎ牲せいにした。

　颯月にとっての敵は残すところタケルのみだ。どれだけ徒党を組もうと、彼以外の何者にも颯月を殺すことはできない。

　それがこの世界のシステムだ。

　だが、タケルであれば颯月を殺すことが容易たやすいかと言えば、そんなことはない。曲がりなりにも神である。その力のほとんどを失ったといっても、神の力の残り香がはまだ颯月の中にある。

　鳳颯月はこの世界のどこにでもいて、どこにもいない。この世界にいる限り、タケルの刃やいばが颯月の喉のど元もとに突つき立てられることはないのだ。

「逃にげることはいつでもできる。だが憂うれいはここで断たつべきだ。出で来き損そこないではあるが、神として私が君を殺そう……草薙君」

　膝ひざに置いていたインノケンティウスを持ち上げて、颯月は銃じゆう身しんを額に押しつけた。

　そしてどこからともなく現れた薄うすい刃が、颯月の手に握にぎられる。

　それは銃じゆう剣けんだった。真しん鍮ちゆうのような鈍にぶい輝かがやきを持つ、錆さびついた古めかしい刃だ。

　颯月が刃をインノケンティウスに着剣する。同時に、取り付けられた刃が、純白のインノケンティウスを侵しん食しよくし始めた。

　装そう飾しよくがボロボロと剝はがれ、空へ昇のぼっていく。

「グングニル……レーヴァテイン……ミスティルテイン……ミョルニル……神を殺し、神へと至るための神器は、この四つだけ」

　額をインノケンティウスに当てたまま、光の中で颯月が薄く目を開く。

「誰だれもそんなことは言っちゃいない」

　装飾が剝がれ、見み窄すぼらしい姿になっていくインノケンティウスの銃身を撫でる。

「ご苦労だったねインノケンティウス……お前は最後まで魂なんてものを持つことなく、私に従順でいてくれた。私の力の一部のままでいてくれた。礼を言うぞ」

　インノケンティウスが銃剣に飲み込まれていくのを見ながら、颯月は月のように目を細めた。

　それは錆にまみれた真鍮の銃であり、剣だった。引き金のついた禍まが々まがしい剣は、切れ味とは無む縁えんであるにもかかわらず、異質な力を宿していた。

　インノケンティウスを飲み込み、全く別の兵器が姿を現す。

「さあ、舵かじを切ろうか、ナグルファル」

　それは古代属性エンシエントプロパテイ『神かん無な』を持つ、偽いつわりの神器。ミスティルテインが、旧人類の作り出したグングニルの複製品であるとするならば、これは神器の使用権を持たないロキと呼ばれた破滅の神が作った──神器の贋がん作さくだった。




　　　　＊＊＊




《防護班です！　これ以上は百鬼夜行を押し止とどめられません、早く御指示を！》

　タケル達のいるスペースを確保し、防護結界を構築していた魔ま女じよ達からの通信が届く。

　タケルは魔女狩り化を完かん了りようさせて、結界の外で待機しているヘリを見上げた。

《──最初の道は俺が作る。草薙、準備はいいか》

　ヘリのハッチを開けて、同じく魔女狩り化をした隼人が身体からだを出す。

　タケルは自分の周りを見た。隣となりには桜花、後ろにはセージと柚子穂、そしてカナリアがいる。さらにドラグーンが五機と、魔法使い達が数人、タケルの合図を待っている。

　タケルは最後に桜花を見る。

　桜花は強く頷うなずいた。

　お前は私が守る。そんな声が聞こえた気がして、タケルの心が少し痛んだ。

　痛みを振ふり払はらい、タケルは前を向く。結界の向こう側は、百ひやつ鬼き夜や行こうで埋うまっている。大樹までの距きよ離りは直線でおよそ一〇キロメートル。たどり着いたとしても、颯月がいるのは大樹の上層部だ。そこまで上がらなければならない。

　もうタケル達は孤こ軍ぐんではない。今は力を貸してくれる多くの人々がいる。

　この特とつ攻こう作戦は何があろうとも成功させなければならない。

　自分の肩かたには、世界の命運がかかっているのだから──

　前ぜん傾けい姿勢になりつつ、刀を下段に構える。

　そして──

「征いきます！」

　──タケルが吼ほえた刹せつ那な、スペースを保っていた結界が音も無く消えた。

　なだれ込む百鬼夜行の波。その押し寄せる全てを──

《走れ！　何があろうと決して止まるな！》

　飛び降りた隼人が落下と同時に、タケル達の進行方向へ魔ま弾だんを連射する。暴力を冠かんするカリギュラから放たれた魔弾は、着弾と同時に押し寄せる百鬼夜行を吹き飛ばした。

　目の前に道が出来る。しかしこの道は、すぐに百鬼夜行に飲み込まれるだろう。

　タケルは全力で駆かけだした。後続の仲間達も置いていかれぬように全力でタケルを追いかける。上空の隼人がカリギュラのリロードを行いながら魔力を吹き荒あらし、タケル達が進む先へ着地する。

　隼人は再びカリギュラを真正面へ向けた。

　タケルが隼人に追いつき、真横を通り過ぎる。

「──征ゆけ」

　すれ違う瞬しゆん間かんに背中を押されたような気がして、タケルは振り返ることなく加速する。

　カリギュラから魔弾が放たれ、タケルの征く先の障害を全て消し飛ばす。

　タケルは出来上がった道を一気に駆け抜ぬける。

　背後で隼人が戦せん闘とうを開始する音が聞こえた。

　振り返らない。前だけを見る。

　大樹はまだ遠い。ヘリからの援えん護ご射しや撃げきが進行方向へ降りかかる。隼人が作った道を維い持じするためだ。

　しかし鬼の津つ波なみと共に、両サイドから化け身しんがタケルへ向けて襲おそいかかってくる。

　止まらない。タケルがすべきことは戦うことではなく、たどり着くことだからだ。

　歯を食いしばって後を託たくす。ドラグーンと魔法使いがタケルの代わりに化身共の攻こう撃げきを受け、戦闘を開始する。

　タケルは止まらない。先を急ぐ。

　津波が押し寄せ、道が狭せばまる。

「ここからは俺が道を作る」

　セージが立ち止まり、地面に両手をついた。魔ま法ほう陣じんを描えがくと同時に、狭まる道の両りよう端たんに小高い錆の壁かべが出現する。錆魔法の無骨な壁が、道を維持させた。

　壁は隼人の作った道を押し広げ、どこまでも伸のびていく。

「征け草薙！　救ってこい！」

　セージの声がタケルの背中を押す。第一研究施し設せつで共闘して以来、セージには何度も助けられてきた。あの時、タケルだけが救えなかった。あんな悲しみを背負うのはもう嫌だ。届きそうだった救いが手のひらからこぼれていくのは、もう嫌だ。

　だからタケルは止まらない。もう立ち止まったりしない。

　この足が千切れても、這はいずってでもあの男ののど元に喰くらいつく！

　前方、壁に挟はさまれた道の先から津波が押し寄せる。

　充じゆう血けつした鬼の目はタケルだけを睨にらみ、夥おびただしい数の口が叫さけび声を上げながら近づいてくる。

　タケルの横を通り過ぎて、柚子穂が跳ちよう躍やくし前へ出た。

「近この衛え式槍そう術じゆつ──奥おう義ぎ・永遠とわノの神かみ槍やり！」

　跳躍の勢いに任せ身体を回転させ、遠心力を乗せた突きが放たれる。魔力を帯びたその突きは放たれる直前に巨きよ大だい化し、本来の槍のリーチからは考えられないほど遠くまで伸びた。前方から押し寄せる鬼の津波を一瞬で突き破り、再び道が開ける。

　柚子穂は突きを放ち終えてすぐに、両横、壁の上を見る。

　化身が錆の壁を乗り越えようとしている。柚子穂は再び跳躍し、壁の上に着地して化身との戦闘を開始する。

　槍で化身の攻撃を防ぼう御ぎよし、斬きりつけながら、柚子穂はタケルを見ずに言葉を投げかける。

「草薙さん……どうかご武運を！」

　どれだけ息が上がろうとも、止まることは許されない。柚子穂もセージと同じく、異端同盟として手を組んだ。利害の一いつ致ちから始まったこの共闘は今も続いている。二人とも自分達の救いたい存在を救うことができたのに、いまだこうして命をかけて力を貸してくれている。自分と似た境きよう遇ぐうにいたこの二人には、感謝しかできない。

　無む駄だにするつもりはない。

　大樹がようやく間近に迫せまってきた。近づくにつれてその巨大さがよくわかる。この星そのものを吸い取り、幹を伸ばすその姿は、神話に登場する世界樹のようだった。

　空を覆おおうように伸びた枝葉が蠢うごめき、バキバキと音を立てながら、まるで人の腕うでのようにタケルへ向けて降りてくる。

《まだ噴ふん射しやで届く距離ではありません。さらなる接近を！》

　ラピスの要求に応こたえ、さらに加速する。ついてこられている者は桜花とカナリアと、上空のヘリが三機。あともう少し。しかしその時、セージが構築した錆の壁が途と切ぎれた。

　魔法の効果範はん囲い外がいへ出たのか、あるいは……。

「ッ！」

　──考えるな！　前を見ろ！

「桜花、上を頼たのむ！」

「了りよう解かい……！」

　桜花が翼つばさを広げ上じよう昇しようする。鬼おにの大樹の枝は、空気を押しつぶすようにタケルへ迫る。その中間に桜花が躍おどり出て、肘ひじに《伯爵の牙ヴアンパイア》を出現させ、打ち放つ。枝の一本を粉ふん砕さいし、続け様に左腕の牙きばでもう一本を破砕。

　枝はひっきりなしに降りてくる。空を覆うほどに伸びた枝葉は数え切れない。その全すべてがタケルを狙ねらっている。

　牙を消失させて、桜花が両手に銃の形態へと戻もどったヴラドを握にぎる。

　胸の前で銃をクロスさせ、桜花は目を閉じる。

「ヴラド……！　征くぞ！」

　今は亡なき相棒に語りかけ、桜花は空と地上に巨大な魔法陣を描く。

「──《串刺し公の余興ツエペシユ・レイン》！」

　目が見開かれたのと同時に、魔法が発動する。空から巨大な杭くいが降り注ぎ、地上からは針の山のように真しん紅くの杭が地面を突き破る。広範囲に亘わたって降り注いだ杭は、大樹の枝や、地上の化身達を屠ほふった。

　桜花は《串刺し公の余興ツエペシユ・レイン》を維持したまま、なおも襲いかかってくる巨大な枝へ攻撃をしかける。上空からの襲しゆう撃げきは桜花に任せ、タケルは下段に構えていた剣を強く握った。

　カナリアも背中に担かついだレーヴァテインを解放し、炎ほのおを纏まとわせる。

　前方、押し寄せる百鬼夜行の波と化身共。

　二人の諸刃流は、同時に掃そう魔ま刀とうを発動させた。

「合わせろ！」

「タケルが合わせる！」

　カナリアが先行し、両手剣けんレーヴァテインを振るう。

「諸刃流──一いち目もく連れん！」

　剣の重さを利用し、大回転からの一撃。回転を止めずにそのまま竜たつ巻まきのように津波を刈かり取った。刀身より赤き炎が吹ふき荒れ、鬼共を屠る。半はん壊かいした神器であり、その性能のほとんどを失っているにもかかわらず、炎の威い力りよくは鬼の細さい胞ぼうを駆く逐ちくするには余りある。

　戦場に青い髪かみと赤い炎が踊おどる。

　剣の回転が止まる。カナリアはレーヴァテインの勢いを全身の筋肉で抑おさえ込み、地面を滑すべるように停止した。

　切り開いたスペースに、すぐにまた百鬼夜行が押し寄せる。

　カナリアが剣を盾たてにして防御態勢を取る。百鬼夜行の濁だく流りゆうに対してこのような防御は意味が無い。押し寄せる百鬼夜行が飲み込もうとしたその瞬間、カナリアの真上に瑠る璃り色いろの影かげが躍り出た。

　ラピスを刀身の幅はばの広いグレートソードに変形させ、体重を掛かけ合わせた超ちよう重量を、カナリアを飲み込もうとする濁流へ叩たたきつける。

「諸刃流──蟷螂カマキリ坂ザカ！」

　爆ばく発はつでも起こったかのように、タケルの一撃が百鬼夜行ごと地面を粉砕する。カナリアが防御態勢を取ったのは、タケルの攻撃による余波を防ぐためだ。

　カナリアは蟷螂カマキリ坂ザカの衝しよう撃げきを防ぎきった後、爆ばく煙えんの中で再びレーヴァテインの柄つかを握りしめ、疾しつ走そう。タケルもまた着地と同時に走り出す。

　二人の連れん携けいが始まる。交こう互ごに前へ出て、止まることなく諸刃流の技わざを駆く使しする。

　諸刃流の天アマノノ邪ジヤ鬼ク、蟷螂カマキリ坂ザカ、一いち目もく連れん、八岐大蛇ヤマタノオロチ。

　真しん明めい流の狼ろうノの太刀たち、鮫こうノの太刀たち、蜂ほうノの太刀たち。

　敵は不定形と人型の両方であり、人型には真明流を、不定形の軟なん体たいには諸刃流を叩き込む。二つの流派の本来あるべき形を二人は体現した。

　交互に入り乱れ、炸さく裂れつする剣技。同じ師を持ち、そして師を失った弟で子し二人は、彼から教えられたことを全て実じつ践せんする。

　異形、異端、力任せの野や蛮ばんな剣、武道を志す流派からは軽けい蔑べつされ、銃じゆうを扱あつかう者からは笑われてきた。全て事実だ。野蛮で、命知らずで、必死なだけの剣だ。

　されど今この時──二人の剣は宙を舞まい、切っ先の煌きらめきを流星のように振るう二人の姿は──美しいとすら形容できるだろう。

　師し範はん代だいの教えた草薙の意志は、確かに二人に受け継つがれていた。

「タケル、飛ばすぞ！」

　カナリアが下段に構えてから、最初と同じように遠心力に任せて大剣を思い切りぶん回す。ただし刀身は水平ではなく、剣の腹を向けて振るっていた。

　タケルはカナリアが何をしようとしているのかを瞬しゆん時じに理解し、タイミングを合わせる。

　一回、二回。加速する回転に合わせて、タケルは跳躍した。

　そして三回目の回転に合わせて、タケルはカナリアの振るうレーヴァテインの刃はの側面、腹に当たる部分に着地。

　タケルはそのままカナリアの剣と共に振るわれて一回転。その間に、タケルは身体からだ中のバネに力を込こめ、自らの身体を捻ひねるように力を溜ため込んだ。

「いっっっっけぇ─────ッ！」

　カナリアが咆ほう哮こうする。軸じく足あしの力を解放し、全てを込めてカナリアは剣を振るった。

　彼女が四回目の回転撃を打ち放つと同時に、タケルもまたレーヴァテインの腹から、身体のあらゆるバネを解放して跳躍。

　一いち目もく連れんの加速と力の後押しを得て──

「滅めつ槍そう・一いつ角かく獣じゆう！」

　──レーヴァテインの炎を纏まといながら、タケルは障害に対してミスティルテインを突つき立てた。燃えるタケルの身体は前方に跋ばつ扈こする鬼の濁流を薙なぎ払はらう。

「掃魔刀！」

　砲ほう丸がんのような速度で猛もう進しんしながら、タケルは技を繰くり出す。

　不定形の波など突きの衝撃派だけで吹き飛んだ。巨大な鬼の一体を袈け裟さ斬ぎりの下もとに降くだし、飛びかかってきた五体を一いち目もく連れんにより薙ぎ払い、その勢いのまま剣の形態を野太刀へ戻し鞘さやへ収め、天アマノノ邪ジヤ鬼クにより津波もろとも異形共を駆逐する。

　カナリアの後押しの勢いが収まると、タケルは極限まで身体を前ぜん傾けい姿勢にして、再び疾走を開始した。

　真明流、諸刃流のどちらでも用いられてきた、草薙特有の合戦走法、《戦いくさ走り》である。

　敵を斬るというよりは押しつぶす勢いで、タケルは走る。

　柄を返し、刀を逆手に持ち替かえる。ラピスを直刀へ変形させ、狼ろうノの太刀たちから犀さいノの太刀たち、鮫こうノの太刀たちから蜂ほうノの太刀たちと連続で技を繰り出し、一体ずつ確実に仕留めながら、なおかつ走るスピードを落とさない。

　戦走りは、転てん倒とうすることを意に介かいさない。掃魔刀を使用した状じよう況きようであれば、転倒するという迂う闊かつな動作すらも遅いと感じるからだ。足が折れてバランスを崩くずしたのであれば、冷静な判断で前転を行い、転倒による衝撃をいなして再び姿勢を立て直し、走り出す。間ま違ちがっても後ろに倒たおれることのないようにするための前傾姿勢だ。前に倒れるのであれば、掃魔刀はいくらでも対応できる。

　上空より敵が飛来する。数は十。桜花が撃うち漏もらしたであろう羽の生えた肉につ塊かいが、口を開いて赤い光を溜め込んでいる。タケルのスピードに追いつけるだけの飛行速度を保ちながら、肉塊の攻こう撃げきが始まる。

　戦走りを行ったままの回かい避ひ行動は難しい。何度も赤い閃せん光こうが足下に着ちやく弾だんし、地面の着弾箇か所しよが百ひやつ鬼き夜や行こうの一部となる。

「右手は剣、左手、鎖くさり鎌がま！」

《了解》

　ラピスが要求に応え、剣を鎖のついた小型の鎌に変化させる。

　走行を維い持じしたまま、タケルは左手で鎖をぶん回した。

　鎌が宙を舞い、風を切る音が響ひびき渡わたる。

　狙う必要はない。草薙の人間は遠えん隔かく攻撃をしようとしても当たらない。鎖を剣の延長と捉とらえて、ひたすら振り回す。

　肉塊が回転する鎖と鎌に巻き込まれ、果実のように弾はじけ飛ぶ。タケルは前方から迫る鬼の軍勢を右手の剣で斬きり殺し、空からの攻撃を鎖鎌で斬り落としていった。

　やがて鬼の軍勢が勢いを止め、赤に埋うめ尽つくされていた視界が晴れる。

　たどり着いた？──いや、まだだ。

　前方より巨きよ大だいな顎あごが地面を食い散らかしながら迫ってくる。

　百鬼夜行は竜りゆうすらも模し、地を這はう異形のドラゴンがタケルへ迫る。

　タケルは止まらない。

　このまま征ゆく。

　竜に対応した技なら、諸刃流にある。

　──ゴアアアアアアアアアアアアアアッ！

　巨大な口が雄お叫たけびを上げて、タケルの身体を飲み込まんとして押し迫る。

　タケルは刀を肩かたに担かついだまま、鬼の竜へと突とつ貫かんする。

　顎がタケルの身体に食いつこうとしたその瞬間、タケルは地を蹴けって跳ちよう躍やく。顎が閉じる寸前に回避し、竜の頭部を越こえ、背中に着地。

　前転。転がったまま体勢を立て直し、竜の背に剣の切っ先を沈める。

　柔やわい。鱗うろこを持たぬ竜は最強の幻げん想そう生物たり得ない。タケルは刃を突き立てたまま走り、剣を巨大なツヴァイハンダーに変形させる。

「草薙諸刃流──蛟こう龍りゆう疾しつ走そう撃げき！」

　背に刺ささった剣が竜の喉のどを突き破り、タケルの疾走に合わせて魚のように二枚に下ろしていく。

　駆かけ抜ぬけたタケルは竜の背から離はなれ、着地すると転がりながら足をつく。

　残心を行う暇ひまも一息つく暇もない。大物を仕留めた余よ韻いんなんて感じている暇があったら走り続ける。

　そして、再び走りだそうとした時、

《宿主……ここからなら……！》

「よし！」

　ラピスの声を聞いて、タケルはようやく足を止めた。

　鬼の大樹はもう目の前だった。視界に収まらないほど大きい。赤い有機的な幹には大小様々な目や鼻、人間のパーツを思わせる物体が生えている。

　根元から幹を辿たどり、雲すらも越えた場所にある枝葉を睨にらむ。

　赤黒い雲の切れ間から、白い影が見える。

　奴やつを殺すためにここまで来た。

　息つく間もなく走ってきたタケルは、ここで初めて深く深く息を吐はいた。寒いわけでもないのに息が白い。身体中から蒸気が出ているのがわかる。人間としての稼か働どう限界を迎むかえていない身体の部位が存在しない。

　でも、まだ動く。痛みを感じない分、気力だけは衰おとろえることなくここまで来られた。

　掃魔刀を使って全すべての力を脚きやく力りよくへ回す。足の筋肉が破は裂れつ寸前まで膨ふくれあがる。膝ひざを曲げ、跳躍の構えを取った。

「……ラピス！」

《ＦＭブースター──全開！》

　タケルの脚部走行と背部走行の隙すき間まに魔ま力りよくが生じ、踵かかと部分の噴ふん射しや機構からジェット噴射のごとく魔力が噴ふき出す。

　跳躍と合わせて、タケルの身体が勢いよく空へと上じよう昇しよう。空気を押しつぶしながら、タケルは颯月の元へと昇のぼっていく。

《大樹に反応あり、迎撃を！》

　ラピスが警けい戒かいすると同時に、タケルは上昇しながら剣を構える。

　大樹の枝葉が触しよく手しゆのように進行方向を塞ふさぎ、襲おそいかかってくる。ラピスが噴射を調整し、こちらを叩き落とさんとしてくる触手を回避する。

　ダメだ。数が多い。その上枝と枝が網あみのように重なり合い、進行方向を塞いでしまいそうだった。

　切り落とすしかない。タケルは剣けんの形状を変化させ、両手剣を構える。

　脳の稼働限界を超こえさせないための集中を解き、タケルは掃魔刀を発動しようとした。




　その時──タケルの脳が、意思に反して暴走した。




「────ッ……!?」

　一つの目的以外のタケルの意識を全て刈かり取られた。

（こんな……時……に───！）

　タケルの意思に関係なく、《鬼おにノの心こころ得え》が発動したのである。掃魔刀の乱用により、閉じていた蓋ふたが完全に開ききってしまった。

（ダメだ……今、我を失うわけに………は……）

　まるでテレビの電源を落とすみたいに、ぷっつりと、タケルの自我が消失した。




　　　　＊＊＊




「──ガアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　──ザンッ！

　風圧だけであるにもかかわらず、その一撃は大樹が伸のばした枝葉を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。

　型も何もでたらめだが、それでも鬼ノ心得による亜あ音速からの一撃は全てをなぎ倒した。

《宿主！》

　ラピスの声も届かない。タケルはがむしゃらに剣を振るい、押し迫せまる障害を斬り倒してただただ上を目指す。

「ウウウウウウラアアアアアアアアアアアアアアアアアアアああああああッ！」

　獣けものと化したタケルは空中で魔力の噴射と共に剣を回転させながら、絡からみつこうとする触しよく手しゆどもを芝しば刈かり機のように刈り取る。鬼の大樹は止めどなくタケルを襲う。

　邪じや魔まだ。邪魔だ邪魔だ邪魔だ邪魔だ。

　ラピスの中にタケルの一点に絞しぼられた思考が流れ込んでくる。

　いけない。このままでは、颯月と対たい峙じする前にタケルの身体からだと脳が朽くち果てる。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

《落ち着いてください！　私の声を聞いてください！》

　いくら呼んでも声が届かない。鬼ノ心得を解放した状態を、タケルは任意で解除できていない。原因はいくつも考えられる。度たび重なる戦せん闘とうによる脳の酷こく使し、神かみ狩がり化の副作用。

　このままでは戻もどってこれなくなる。ラピスは魔力噴射を中断せざるを得なかった。タケルを戻ってこさせることに全ての意識を集中させる。魂たましいをすり寄らせるイメージで、タケルの自我を呼び覚ます。

　融ゆう合ごうとはいかないまでも魂は繫つながっているのだ。彼を呼び戻せるのは自分だけしかいない。たとえ今が好機だとしても、タケルが我を失ったままでは何もかも失敗する。

　ラピスは文字通り、言葉に魂を込こめる。

《しっかりしなさい！　あなたはまだ、我を忘れることを許されていません！》

「グゥゥゥゥ……ァァァァアッ……！」

《みんなを救うのでしょう……!?　私と一いつ緒しよに……！》

「ゥ……ゥウウウ……！」

《我が儘ままを通そうとしている人が、自分を見失ってどうするのですか！》

「………………！」

《振ふるうのであれば、自分の意志で剣わたしを振るいなさい！》

　その言葉が、タケルに目の光を取り戻させた。




　　　　＊＊＊




　──目の片方だけに電源が灯ともった。いきなり外の風景が飛び込んでくる。

　復活したタケルが見たのは、空を埋め尽くす巨大な大樹だった。

　自分が落下している最中だということを理解する。

　地上では、タケルが墜つい落らくしてくるのを、蠢うごめく大樹の根が待ち受けていた。

　記き憶おくが飛んだ。自分がどこにいて、今自分が何をしているのかを思い出せない。昔のことも、かなり抜け落ちている気がする。何か大切なことを、たくさん忘れてしまったような気がしてならない。

　おまけにさっきから左目が見えない。真っ暗だ。

　鬼ノ心得の乱用が原因だ。掃魔刀に鬼ノ心得……使用しなければここまで生き残れなかったのは事実だが、あれだけ乱用は避さけろと言われていたのに……。

「……？」

　タケルはスローになった世界で、瞳ひとみから涙なみだが零こぼれて空へと昇っていくのを見た。自分が何故なぜ泣いているのかはすぐに見当がついた。

　──忘れてしまったのだ。

　──この技わざを教えてくれた、誰だれかのことを。

　技の名前や効果はわかるのに、どこで、誰からそんな技の名を教えてもらったのか、タケルにはもうわからなかった。何かとても大事な人の記憶を失った。それはわかるのに、誰だったのかが思い出せない。パズルのピースが外れてしまったかのように、ぽっかりと、大切な記憶が抜け落ちている。

　力を使う度に身体の機能を失い、大切な記憶もこうして忘れていくのか。

　甘く考えていたわけではない。覚かく悟ごもしていたはずだった。だが、いざ現実のものとなると胸が締しめ付けられる。こんなのは嫌いやだと魂が噎むせび泣く。俺にはこんなにも、失いたくない記憶がたくさんあった。涙が止めどなく溢あふれ、身体から力が抜ける。このまま何もかも投げ捨てて、逃にげ出したい衝しよう動どうに駆られる。

　背中を温かさが包んだ。

《……私がいます。私があなたの目になり、手と足となり、そして記憶になります》

「────」

《たとえあなたが全てを忘れてしまっても、たとえあなたが神となり、誰にも届かぬ存在になろうとも》

「────────」

《私がずっと……そばにいます》

　タケルの涙が、背を抱だきしめるラピスの幻げん影えいの涙と混じり合い、空へ昇っていく。

　ラピスの頰ほおがタケルの頰に触ふれる。

《だからどうか、今一度、私を握にぎってください……！》

　手に力が戻ってくる。どうしようもなかった身体の震ふるえが止まる。魂に力が戻ってくる。

　涙が昇っていく先に、点のように小さい白い影かげが見えた。

　そうだ。思い出せ。まだ全てを失ったわけじゃない。仲間のことも、相棒のことも覚えている。妹のことだって忘れちゃいない。

　タケルは自分に激げき怒どする。こんなところで休んでいる暇はないと激怒する。

　思い出せ！

　誰が俺達を、世界をこんな風にしたのかを！

　お前が何故ここにいるのかを！

　お前が戦う理由を！

　──あの野や郎ろうの脳天にこの怒いかりを叩たたきつけるために、お前はここにいるのだろうが！

「ラピスッッッ！」

　再び魔力が吹ふき荒あれる。落下の勢いが止まった瞬しゆん間かん、伸びてきた大樹の根を蹴けり、跳ちよう躍やく。

　昇る先には手のような形をした枝葉が待ち受ける。網の目のように折り重なる枝葉を突とつ破ぱすべく、タケルは剣を構えた。

「タケル──ッ！」

　タケルに襲いかかろうとしていた枝葉が真しん紅くの杭くいに貫つらぬかれる。

　桜花がボロボロの翼つばさでタケルまで追いついたのだ。追いつくまでに相当なダメージを受けたのだろう。タケルが走っている間、ほとんど上空からの攻こう撃げきが無かったのは桜花のおかげだ。

　二人とも満まん身しん創そう痍い。桜花は度重なる連戦によってかなりの魔力を消費、ラピスも魔力残量が少ない。グングニルから受け継ついだ魔力がラピスの許容魔力量の半分以上を占しめているためだ。今グングニルの『神かむ威い』の魔力を使うわけにはいかない。

　桜花が翼を羽ばたかせ、タケルの真横に並び、同じように上じよう昇しようする。二人は頷うなずき合い、待ち受ける大樹の枝葉に突撃する。螺ら旋せんを描えがくように上昇しながら、牙きばと剣を突つき立てる。

　赤色と瑠る璃り色いろの流星は、止まることなく空へと昇のぼる。

　二人を阻はばめるものは何も無い。牙と剣は交差し、ただひたすらに上を目指す。

《タケル……お前は、何をしようとしている……？》

　戦闘を行いながら、隣となりを飛ぶ桜花の声が頭の中に響ひびく。

　タケルは答えず、上だけを見ていた。

《杉すぎ波なみが言っていた……私も感じた……お前は私達には背負えない何かを背負うつもりなのか……？》

　タケルは答えない。歯を食いしばり、上だけを見る。

　桜花が今どういう顔をしているのか、容易に想像できた。

　不安の滲にじんだ、どこか迷子の子供を思わせるような、そんな表情に違ちがいない。

《タケル……？　どうして何も言ってくれない……私にも言えないことなのか？》

　タケルは振り払はらうように桜花よりもスピードを上げ、先を行く。

　歯は茎ぐきから血が出て、口の中いっぱいに鉄の味が広がる。上を見ろ。迷うな。構うな。今桜花の顔を見たら、走り続けてきた足が止まってしまう。

　非情だとしても、やり遂とげなければならないのだ。

《どこにも行かないと言ってくれ……私を……安心させてくれ》

「──ッ！」

《ずっと……私の、隣に──》

　桜花の翼の羽ばたきが止まる。タケルも背後にそれを感じ取った。ヴラドの魔力が切れかかったことで、飛行を維い持じできなくなったのだ。

　振り返るな。桜花なら大だい丈じよう夫ぶだ。敵は自分を狙ねらっている。今は自分の目的を優先──

　──できるわけがなかった。

　タケルは魔力噴ふん射しやを止めて、落ちていこうとする桜花の手を摑つかんだ。

「……タケル……」

　桜花は想像していた通りの顔をして、瞳に涙をためながらタケルを見ていた。

　自分もきっと同じような顔をしているに違いない。タケルは桜花の手を摑んだまま、再び魔力を噴射した。桜花を引っ張り上げている分、上昇速度は低下し魔力消費も大きくなる。

　だけど、この手は離さない。

　タケルは何も言わなかった。言葉にできないのはタケルの弱さだ。桜花の気持ちを受け入れたくても受け入れられない状じよう況きように苦しみ、自分のエゴがもたらす悲しみを背負い、ただただ上を目指す。

　一緒にいたいのはタケルも同じなのだ。叶かなうならどこにも行きたくなんかない。約束だってちゃんと守りたい。手を握る力強さだけが桜花の気持ちへの答えだった。隣を歩き続けたいという想おもいと、進まなければならないという想いを込めて、桜花の手を握る。

　桜花にもその想いは伝わっていた。彼がどれだけの想いをこの手に込めているのか、桜花にはそれがわかる。だから桜花もまた、タケルの手を握り返した。

　強く、強く。

　目標が近づく。あと数十メートル。手を伸のばせば、すぐ届く。

　だがその時、身体からだを押し上げてくれていた魔力の噴射が途と絶だえた。

《そんな、あと少しなのに……！》

　ラピスの困こん惑わくした声が響く。魔力切れだ。上昇速度が収まり、空中でタケルと桜花の身体が停止する。

　絶望的な浮ふ遊ゆう感かんを味わいながら、タケルは上へ手を伸ばす。

　今までと同じように、ほんのわずかな希望に縋すがる。

　指先を少しでも長く伸ばして、願う。

（──届け……ッ！）

　想いと裏腹に、落下がやってくる。重力が身体に纏まとわりつき、タケルを引きずり落とす。

　だが、まだだ！

　身を削けずってでも到とう達たつしてみせる！

　ラピスに魔女狩り化の装そう甲こう分の魔力を噴射に回せと命令しようとした、その時──

《受けとんなさい──あたしの魔力ッ！》

　力強い声が脳内に響いた。

　タケルはハッとして下を見た。

　自分達よりも高度の低い場所から、中破したヘリが急上昇してくる。

　搭とう乗じようハッチにストライプの布が揺ゆれているのが見える。

　マフラーをはためかせ、指先に極光色の魔力を溜ため込むマリの姿に、タケルは再び希望を取り戻もどす。

「ラピス！　《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》！」

　タケルが叫さけぶと、ラピスは装甲に使っていた分の魔力を固有魔法へ回した。魔女狩り化を解除した分の魔力では、《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》は一瞬しか刀身に宿すことはできない。

　一瞬で十分だ。このやりとりは二度も経験済みなのだから。

　連れん携けいのタイミングはどんな状況でだって合わせられる。

《『極光の砲弾アウローラ・カノン』！》

　虹にじ色いろの砲ほう弾だんがタケルに迫せまる。同時にラピスの《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》が発動。タケルは右手に摑んだラピスの刀身を、思い切り砲弾にぶち当てる。

　ほんの一瞬瑠璃色の炎ほのおが宿り、虹色の砲弾が刀身に吸い込まれていく。

　魔力が再充じゆう塡てんされたことで、ラピスがすぐさま魔女狩り化を再発動させた。

　タケルは再上昇する際に、一度だけマリのいるヘリを見た。

　マリは帽ぼう子しを手で押さえながら目を瞑つぶり、タケルに向かって叫んだ。

「タケル！」

　魔力通信ではなく、自分の声でマリは叫ぶ。ローター音や風の音に晒さらされても、その声はタケルの元へしっかりと届いた。

　タケルは目を見開いて、その姿を、その声をしかと受け止める。

「あんたが何をしようとしていても、あたしはあんたの背中を押す！　どんな結果が待ってても、あたしはあんたを想ってる！」

「────」

「だから、征いってきて！　決着、つけてきて……！」

　胸に手を当てて、苦しそうに、切なそうに顔を歪ゆがませながら、マリは自分の想いを全すべてタケルへぶつけた。

　これ以上無いくらいにシンプルで、真っ直すぐな気持ちだった。マリがタケルの様子に気づかないはずがないのだ。タケルが何かとんでもないことを考えていることなど、一番最初に気づいていたのだ。彼女は小隊の中で誰だれよりも繊せん細さいでいて強く、誰よりも察しがよく、誰よりもストレートにタケルのことを想ってきたのだから。

　マリが涙なみだを流し、ふらついて搭乗口に膝ひざをつく。魔力を再び使い果たして、肉体の限界がきたのだ。

　赤くなった顔で、意識を必死にたもとうとしながら最後に言葉を紡つむぐ。

　プロペラが風を切る音にかき消されて、その声は聞こえなかった。




　──好き……大好き。




　けれど、口の動きをタケルは見み逃のがさなかった。

　どこまでもストレートな、マリらしい告白だった。

　マリが気を失い異い端たん同どう盟めいの仲間が身体を支えた後、タケルは歯を食いしばった。

　マリに届くように、肺いっぱいに空気を入れて、叫ぶ。

「──俺もだ！！！！　当たり前だろう！！！！！」

　そして上を見る。闘気に髪かみを逆立て、身体を奮い立たせる。闘たたかうための魔力と、闘うための気力をマリからもらったタケルは、咆ほう哮こうと共に急上昇。颯月が待つ枝葉に手を伸ばしながら、桜花と一いつ緒しよに空を昇る。

　そしてついに──ようやく──たどり着いた。

　勢いよく枝葉の上に飛び出したタケルは、颯月の姿を捕ほ捉そくする。

　颯月はにっこりと笑いながら、片手を上げてタケルを出で迎むかえた。

「──やあ、よくきたね、草薙君」

　颯月はそこにいた。いつも通りに、全てを見み抜ぬいたような笑えみを浮うかべて立っているだけだ。余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、タケルがここにくることを確信していたかのように。

　まるでこれから世間話でもしようとしているみたいに。

「まあ、ちょっと落ち着いて話でもしないか？」

　当たり前に、いけしゃあしゃあと、会話をしようと言ってくる。

　だがタケルには話をするつもりなど──




　────無いッ！




　タケルは桜花の手を離し、魔力を噴射させて枝葉に着地。そのままの勢いで颯月へ向けて飛びかかる。

　この千せん載ざい一いち遇ぐうの時を逃のがさない。一秒でも早く殺す。

　神の命を刈かり取るのだ。

　踏ふみ込み、間合い、タイミング、隙すき、全てが完かん璧ぺきだった。

　タケルが命令するまでもなく、ラピスが『神かみ狩がり化』を実行する。

　装甲が顔を覆おおい、刀身に終わりの炎が宿る。

　余計な動きは必要ない。ただ速く斬きるだけだ。

　身体が、脳が壊こわれても構わない。この瞬しゆん間かんのために自分はいたのだ。

　自我が消え、一点の目的のために速さを求む。

　神を殺すことだけを考える。

　草薙諸刃流奥おう義ぎ、草クサ薙ナギノノ剣ツルギ。秘奥義は使わない。仲間を巻き込むからだ。

　この技わざを使い、殺すためだけに自分はある。

　世界が遅おそくなる。世界が停止する。

　何もかもを置き去りにして、颯月の心臓めがけて突つきを放たんとした、その時。

　突とつ然ぜん──目の前にキセキが現れた。移動してきたのではなく、まるで最初からそこにいたかのようにいきなり現れたのだ。

　タケルは突きの構えを取ったまま驚きよう愕がくし、動きを止めた。

　キセキの心臓に刃やいばを突き立てる寸前に、己おのれの全存在をかけてブレーキをかけた。

　刃がキセキの胸に触ふれたところで、タケルの動きが完全に停止する。

　キセキの黒くろ髪かみが舞まった……その後ろ。

　颯月の薄うす紫むらさき色の瞳ひとみが、弧こを描えがいた。

「やっぱ嫌いやかい？　じゃあ──死ぬといい」

　颯月は右手に握にぎった錆さびまみれの剣を引き、盾たてにしたキセキの背中ごと、タケルへ向けて刃を放つ。

　まるで全てを読み通していたかのように、颯月は当たり前に非道な手を使った。

　今のキセキは百ひやつ鬼き夜や行こうの主導権を奪うばわれている。魂たましいを縛しばっている颯月ならば、キセキを殺せてしまうだろう。魂が死を拒きよ絶ぜつすることがなければ、百鬼夜行はキセキを生かさない。

　最悪の展開がやってくる。

　颯月は勝ちを確信したように、楽しげに笑いながら剣を振ふるおうとした。

　──タケルは、まっすぐに颯月を睨にらんだままだった。

　諦あきらめも、敗北の確信も、そこにはない。わずかに颯月の顔に影かげが出来る。タケルの迷いの無さ、動どう揺ようの無さの理由が何なのかわからなかった。

　当たり前だ。颯月にわかりはしない。この男には仲間というものがいないから。この男は信じるということを知らないから。

　タケルは信じている。

　──あいつなら必ず止めてくれると。

　タケルは、すでに彼女の接近を感じ取っていた。

　颯月が刃を突き立てようとした、その瞬間──

　──ゴォッ……！

　プロペラの回転が巻き起こす風が枝葉の上に吹ふき荒あれ、巨きよ大だいな鉄の鳥がタケルと颯月の真横に躍おどり出た。

　颯月が目を見開いて、その来訪者を見る。

　ヘリの搭乗ハッチで片かた膝ひざを突き、両の眼めをしかと開きながらスコープを覗のぞく──うさぎの姿を。

　全てを見み渡わたせるはずの神が見落としたイレギュラー。彼がうさぎのことをまるで脅きよう威いと考えていなかったことが仇あだとなる。王を殺すのが英雄エインヘリヤルや歴戦の勇士ではなく忍しのび寄る間かん者じやであるように、小虫程度にしか考えていなかった存在が神の首元へ牙きばを立てるのだ。

　奇き跡せきの弾だん丸がんが硝しよう煙えんと共に放たれる。

　一発目は怒いかりと共に颯月の握る異形の剣へ。

　刃が弾はじかれ、衝しよう撃げきで颯月の手から離はなれる。

「──なッ……!!」

　颯月がこの時初めて顔を歪める。うさぎはこの一撃が自分の最後の狙そ撃げきになるという意思を込こめて、次じ弾だんを装そう塡てん。一挙手一投足を嚙かみ締しめるように、けれど今まで行ってきたどのリロードよりも素す早ばやく、ボルトを引く。

　そしてもう一発は──涙と共に。

「草薙、あなたを信じていますわ」

　うさぎに余計な言葉は必要なかった。彼女の想おもいは口では上手うまく伝えることができない。

　うさぎはいつだって、この弾丸に想いを込めてきた。

　だから最後も──この弾たまに全てを託たくす。負けないでほしいという想いも。そばにいてほしいという想いも。失いたくないという想いも。

　好きだという想いも、全て。

　放たれた弾丸はまっすぐに颯月の額へ。首がへし折れる音と、頭ず蓋がいをかち割る甲かん高だかい音が響ひびく。颯月は上体を後ろへ仰のけ反ぞらせたまま一歩後ずさる。

　タケルはうさぎの想いを受け取る。

　止まっていた動きが再開する。世界が再びスローになる。足の踏み込みは生きている。タケルの歩みはまだ止まってはいない。

　最後の一歩を──踏み出す。

　キセキの身体からだを避よけ、脇わきの下をすり抜ぬけるように突きを放つ。

　よろめいた颯月の心臓。

　神殺しの力をもって、今、貫つらぬく！




　──ザシュ……。




「………………………………が、……ふッ………っ」

　血を吐はき、目を瞠みはる。胸から溢あふれ出る赤い液体が枝葉の赤と混じり合う。

　歯を食いしばり、空を見上げる。

　神の心臓を貫いたはずの刃は、一いつ滴てきの血もつけずに空を切っていた。

　代わりに貫かれたのは、タケルの右胸だった。胸から突き出る錆だらけの刃を手で摑つかみながら、タケルは肩かたごしに背後の元げん凶きようを睨んだ。

　背後から刃を突き立てる、鳳颯月を。

「神ってやつは本来、人に認にん識しきされない存在だ……私にもその性質は残っていてね。この世界の中であれば、私はどこにでもいて、どこにもいない」

「……あ……ぐ……ぅ……！」

「しかしさすがだね草薙君。まさか背後に私の存在が移った後、無意識に身体を逸らして急所を外してくるとは思わなかった。自分の剣けん術じゆつの才の無さには辟へき易えきするよ」

「……がは……っ」

「惜おしかったなぁ。なかなか見み応ごたえのある劇だった。君たちの奮ふん闘とうには、感動して私も涙を禁じ得ない」

「……てめぇ……！」

「だがもう終わりにしようじゃないか。君達と遊ぶのも少々飽あきた」

　颯月がさらに刃を押し込む。刃がタケルの身体に触れた瞬間、強制的に神狩り化が解除された。

　あらゆる魔導を消し去る。神の因子である魔導は、この銃じゆう剣けんに触れた瞬間、本当の意味で消えてなくなってしまうのだ。神を殺すための力であろうとも、例外ではない。

　それが颯月の持つ神器、『ナグルファル』の特性だった。

　颯月は背後からタケルの耳元に口を寄せ、囁ささやく。

「あぁ～、そうそう、言い忘れていたが、もう君に殺されるのはやめることにしたんだよ。君が神になろうというのなら、もう君は必要ない」

　何故なぜそれを。タケルの中でラピスの動揺が広がる。

　颯月はこれ以上無いほど邪じや悪あくに、楽しげに、猫ねこのように笑った。

「何故知っているのかって？──私はこの世界の神だからねぇ」

　皮肉とも自じ虐ぎやくともつかない、狂きよう気きに満ちた笑みだった。

　その場にいた誰だれもが動けなかった。戦意を喪そう失しつしてしまったといっていい。確信した勝利が裏切られ、唐とう突とつに敗北に置き換かわっている。

　一種の破は滅めつの形がそこにあった。颯月は歓かん喜きする。足あ搔がく者達の破滅に狂きよう喜きする。

「喜べ草薙君。世界は続くぞ？　君は死ぬかもしれないが、願いは成じよう就じゆされたと言ってもいいんじゃないか？　なぁに、神になって孤こ独どくなまま永遠に生きるより、こっちの方が人としてよっぽど上等な最さい期ごというものだ」

「…………っ……！」

「いずれ私が滅ほろぼすが、それはきっと何百年何千年と先の話だ。君の仲間もとっくに死んでいる。もはや関係ない時代の話だから心配することはない」

「………………」

「だから私は話をしようと言ったのだよ。君は私との和平への道を自ら断たった。私の話をちゃんと聞いていれば、君は神にならずに大切な人達全員を救うことができたのに……もったいないな、ほんとうに」

　刃を摑んでいたタケルの手が、だらんと落ちる。ラピスが必死に回復させようとしているが、タケルの身体にかけた治ち癒ゆ効果は、ナグルファルによって打ち消されてしまう。

　ラピスを握っていることもできず、指先に柄つかが引っかかる。

　ラピスの声すらも遠くなっていく。

　敵かなわなかった。太刀たち打うちできなかった。

　事実だけが胸を刺さす。

「ごめ……な……みん……な……」

　仲間に送る言葉は謝罪しか出てこなかった。わがままを貫き通せず、このまま朽くち果てる。

　無念しか抱いだけない。許してほしい。散々わがままを言いながら、世界を救えなかったことを。

　全すべてに許ゆるしを請こう。

「だぁめだ、許すわけにはいかない。君はこの私が直々に裁こう。神への反逆って奴やつでね」

「……………」

「そうとも。私が作ったあの言葉と共に、君を送ろう。さあ──逝いってらっしゃい、草薙君」

　颯月が柄を握り返し、刃を捻ひねろうとする。

　放心状態だった桜花が我に返り、叫さけび声を上げながら駆かけ寄ろうとしてくる。うさぎが過呼吸を起こしながら、タケルの名を叫び、引き金を絞しぼろうとする。

　だが間に合わない。間に合ったところで、神を止めることなどできない。

　颯月は確信した勝利に酔よいしれながら、タケルへ裁きの言こと霊だまを送る。

　限りなき願いをもって──と。




「獲え物ものを前に舌なめずりってさ～、やっぱ悪役のセオリーなのかな～」




　──颯月の言葉を遮さえぎったのは、この場におよそ相応ふさわしくない、のんびりとした声だった。

　刃はを捻ろうとした颯月の服の裾すそを、何者かが引っ張った。

　この時──颯月は生まれて初めて、恐きよう怖ふというものを抱いたに違ちがいない。それはここにいるはずのない存在だった。颯月が、服を引っ張る小さな手に、眼を見開く。

　燃えるような赤い髪かみ。小さな体たい軀く。屈くつ託たくの無い笑え顔がおがそこにある。

　馬ば鹿かな。足止めのために命を散らしたはずの彼女が、何故──

「やっほ～♪」

　──星白流、何故ここにいる……！

　疑問が頭の中に浮うかび、そしてすぐに颯月は答えを得た。

　怒りをもって、悔かい恨こんをもって、颯月は答えを出す。

「神話世界の断だん片ぺんは、一つではなかったということか……！」

「答え出すのはやっ。そゆこと～♪　残念だったね～颯月君。まんまとだまされてやーんの～」

　颯月の判断は早かった。この場から離り脱だつすることを最優先に考え、タケルから剣けんを引き抜き、己おのれの存在を別の場所に移動させようとする。

　──が、できない。流が颯月の手を摑む。

「神様だって、こうして触ふれられて認識されてしまえば存在を消すことはできないよ」

「──！」

「何故わかるのかって顔してる？　そりゃあ、うちも似たようなもんだからわかるに決まってるじゃん～」

　流が楽しげにきゃっきゃと笑うと、足下に魔ま法ほう陣じんが出現した。

　刃を抜かれたタケルが膝ひざをつき、血を吐きながらもその魔法陣を見る。

　転送魔法だ。流はここではないどこかへ、颯月ごと移動しようとしている。

　どこへ？

　そんなの決まっている。

　──神話世界の断片だ。

　あの世界であれば、颯月もこの世界ほど自由には動けない。颯月も気づいたのか、してやられたという顔をする。慌あわててナグルファルによって転送魔法を消し去ろうとするが、剣を握にぎった手は流に摑まれ、微び動どうだにしなかった。

　見た目とは裏腹に、その力は颯月の力を圧あつ倒とう的てきに上回っていた。

　振ふり払はらうことすらできず、颯月は悔くやしげに奥歯を嚙かむ。

　流は颯月の顔を無表情にじっと見つめている。

「逃にげるな、神様」

　全存在をかけてお前を逃がしはしないという確かな意志が、流の瞳ひとみには宿っていた。颯月はその意志を前にして頰ほおに一筋の汗あせを流し、額に手を当てて笑い声を上げた。

「はは、はははははッ、君というやつは……！　とことん私の裏をかいてくる！」

「うちの勝ちだよ、颯月君。あちらの世界で、男らしく草薙君とタイマンで決着つけるといいよ」

　流は笑みを消し、真剣に颯月を見つめる。

　いや、睨にらんでいる。負の感情を抱けないはずの流が、颯月を睨んでいた。

「だけど覚かく悟ごするといい。このうちが保証する。彼は強い……！　君はぜっっったいに勝てやしない！」

　流の勝利宣言に颯月は苦く笑しようを浮かべ、そしてすぐに肩を竦すくめた。

　そしていつもの、おなじみの笑みを浮かべる。

「どうかな……やってみないとわからない。柄がらじゃないが、私も最後まで足搔かせてもらうよ。破滅のためにね」

　流は颯月の笑みを見ずに、タケルの背中を見つめる。

　背中に開いた穴が、ラピスの治癒によって塞ふさがっていく。治ったわけではない。傷を塞ぎ、出血を止めただけだ。

　だけど十分だった。この命があと幾いくばくともたずともこれで十分だ。

　タケルはゆっくりと、曲げた膝を伸のばし、立ち上がる。

　その背中に、流は告げる。

「準備はいいかい──征ゆくよ、草薙君」

　タケルは、剣を握り、

「……ああ、いつでもいいぜ」

　ボロボロの身体からだで振り返りながら、男の顔で頷うなずいた。

　魔法陣が輝かがやきを増して、タケルと流、颯月の身体が輝き始める。

「タケル……！」

　桜花が駆け寄ってくる。タケルが流に目配せをすると、流は苦笑しながらもう一枚の呪符インスタントを取り出して魔法を実行した。

　タケルへ伸ばした桜花の手が、薄うすい水色の防護障しよう壁へきによって遮られる。

　桜花は何度か防壁を拳こぶしで叩たたいたが、無む駄だだとわかり、タケルを見つめた。

　背後で頽くずおれそうになりながら見つめてくる桜花に、タケルはゆっくりと振り返る。

　障壁のそばに近づいて、タケルはただ静かに桜花を見つめ返す。

「タケル……タケル……？」

　涙なみだをぽろぽろと流しながら、桜花は途と方ほうにくれたように、切なげにタケルを見上げる。

「私は、どうすればいい……？　まだ何もお前に返せていないんだ……まだ何も背負えていないんだ……」

「…………」

「教えてくれ……私はこれからどうやって生きればいい……隣となりにお前がいないのに……」

　家族を失い、ヴラドを失い、そしてまた、失おうとしている。

　桜花は自分がもうこの悲しみに耐たえることができないと、タケルに訴うつたえかける。受け入れてもらえないことをわかっていながら、桜花はタケルにすがりつく。愛いとしい者へと、胸の内をさらけ出す。

　涙は止めどなく溢あふれていた。恥はじも見み栄えも全て捨てて、桜花はタケルに触れたい一心で障壁に右手を当てる。心臓を握りしめるように左手の拳を胸に当てて、桜花は──

「この胸の想おもいは、どこへ向かえばいいんだ……？」

「…………」

「教えてくれ……タケル……」

　噎むせび泣く桜花の姿に、タケルは細めた目を閉じる。

　そしてゆっくりと、己おのれの手を、桜花の手に重ねた。

　温度の無い障壁越ごしに、指先を絡からみつけるように、二人は手を合わせた。

「……生きるんだ、桜花。お前の隣を歩けるのは、もう俺だけじゃない」

「…………」

「お前は独りじゃない。みんながついてる。俺がいなくても、お前は生きていける」

　タケルにとっては切実な願いだった。けれど、桜花にとっては拒きよ絶ぜつに等しい。

　これは拒絶だ。一いつ緒しよにいたいという桜花の願いに対する拒絶だ。

　タケルもそれをわかっていて、わかっていながら口にしている。

　桜花は項うな垂だれ、合わせた手が障壁を滑すべり、虚むなしく落ちていく。

「だけど」

　タケルの震ふるえた声を聞いて、桜花は顔を上げた。

　タケルも桜花と同じように、心臓に右拳を当てて、涙を流しながら告げる。

「お前のその想いは、俺が持って行く……！」

　わがままだと言われても構わない。都合がいい答えだと言われても、その通りだと返そう。酷ひどい男だと言われたら、全身全ぜん霊れいで開き直ってやる。
















　タケルは桜花が好きだ。

　誰だれに何を言われたって、この想いは捨てたりしない。全部全部救う。欲ほしいものは全部全部手に入れる。それが草薙タケルだから。

　たとえ行き先がどんなところだろうと、この想いは持って行く。桜花はほんの少しだけ安らいだように目を細めた。

「草薙──ッ！」

　障壁の外から声が届く。

　タケルは声の方へ顔を向けた。

　ヘリの搭とう乗じようハッチから身を乗り出して、斑鳩が手を伸ばしているのが見える。

　タケルは斑鳩の引き留めようとする気持ちを振り払うように、下を向く。

　今にも飛び降りようとしている彼女の身体は、うさぎがしっかりと押さえつけていた。必死にタケルの元へ降り立とうとする斑鳩の表情は、今までに見たこともないような悲痛なものだった。

　うさぎもまた、斑鳩を止めながら涙を流していた。

　うさぎは割り切っている。だから割り切れていない斑鳩を、彼女は止めているのだ。

　斑鳩へタケルは左手を伸ばす。

　そして斑鳩の想いを摑つかむように、拳を握った。

　斑鳩は風に靡なびく髪を手で押さえながら、泣き顔のような、苦笑のような表情を浮かべる。

「……ダメよ……私はそういうの、認めないから……」

　声は届かずとも、何を言ったのかタケルにはわかった。

　斑鳩らしい答えだと思った。

　タケルは顔を上げて、ヘリの二人へ笑顔を送る。

　そして──

「みんな……元気で」

　──こんなありきたりな言葉しか送ってやれない自分を情けなく思う。しかも最後だっていうのに、こんな情けなく、涙でくしゃくしゃの顔だなんて、まったくもって格好がつかない。それも自分らしいと思いながら、タケルは転送魔法に身をゆだねた。

　光を伴ともなった身体が粒りゆう子し化してバラバラになっていく。

　同時に、呪符インスタントによる防護障壁が効力を失って砕くだけ散った。

　障壁の破片が星ほし屑くずのように煌きらめき、タケルの身体が消えようとしたその時。

　桜花が身を乗り出してきた。

　消える寸前のタケルに抱だきつくように、首の後ろへ手を回す。

　不意を突つかれた形で、反射的にタケルは桜花を支えようとした。

　抱き合おうとする二人の顔が間近に迫せまり、そして──




　──桜花の唇くちびるが、タケルの唇に微かすかに触れた。




「……タケル……」

　粒子となったタケルの身体が、この世界から消えていく。

　桜花の腕うでは空を切り、一歩、二歩と桜花は枝葉の上を歩く。

「……………」

　颯月が消えた直後、魂たましいの掌しよう握あくを解かれて、キセキが背後で倒たおれる音がした。

　鬼おにの大樹が悲鳴を上げ、根元から石化していく。石となるだけにとどまらず、大樹は幹に皹ひびを走らせ、灰になっていく。

　崩くずれていく大樹の枝葉の上で、桜花は震える拳を握る。

　そして空へ向けて、この世界からいなくなった彼の名前を叫さけぶのだった。







　目を開くと、タケルは知らない世界に佇たたずんでいた。

　前に一度来た世界と空気が似ていると感じた。

　異い端たん同どう盟めいの本ほん拠きよ地ち、北ほく欧おう神話世界の断だん片ぺん……崩ほう壊かいした瞬しゆん間かん停止したかのような世界は、幻げん想そう的で美しかった。

　この世界も同じだ。ひび割れた空。地平線の向こうまで広がる、一面瑠る璃り色いろの亜あ麻ま畑。世界崩壊の衝しよう撃げきによって吹ふき飛ばされていく花びらが宙で停止し、よりいっそう幻想的な風景へと昇しよう華かさせている。

　そしてひび割れた空は──黄昏たそがれだった。

　沈しずみかけの太陽の光に夜の闇やみが覆おおい被かぶさり、混じり合った瑠璃色の空だ。

　終わりの色に埋うずもれながら、終わりの世界にタケルは立っている。

　地平線に視線を合わせながら、ゆっくりと周囲を一望すると、白い長ちよう髪はつを風に靡かせて佇む男がいた。

　鳳颯月。新世界の神としての役割を押しつけられた破壊神のなれの果て。

　神は目を細めながらこの世界を眺ながめ、そして鼻で笑った。

「……懐なつかしい光景だ。まだこの場所が残っていたとは、正直驚おどろきだよ」

　郷きよう愁しゆうというよりは、戦場に戻もどってきた古参兵のような風ふう体ていだった。

　かつて旧人類により人工的に作られた半神半人の現あら人ひと神がみ。その詳くわしい出生を知る者は彼しか残っていない。旧世界の人類と神々がどれほどの力を持っていたかなど、今の人類には想像もつかないことだ。数多あまたの殺さつ戮りくと数多の孤こ独どくの果てに、今の彼がいる。

　望郷を宿す彼の瞳ひとみにある感情は、悲しみか、それとも喜びか。

　──草薙タケルにとってそれは、心底どうでもいいことだった。

　世界の起源など。神の成り立ちなど。善だの悪だの。

　どうでもいい。草薙タケルは救うためにここにいる。草薙タケルは、殺すためにここにいる。神殺しを成し遂とげるためにここにいるのだ。

「ふむ。まあ、死ぬにはいい場所だ……なぁ？　お二人さん」

　同意を求め、颯月はタケル達を見た。

　タケルは無表情に颯月を見つめ、赤あか髪がみの少女星白流は、タケルとは逆を向き、颯月に背を向けている。横に並んでいても、二人は反対の方向を向いていた。

「草薙君。彼はこの世界の座標をまだわかってない。だから簡単にはこの世界から逃にげられない。見た目ほど広くないし、剣けんで闘たたかうならもってこいだ。殺すならここがいいよ」

　タケルと流はお互たがいを見ずに花畑に佇む。

「生徒会長……最初からこうなることがわかっていたのか？」

　タケルが問うと、流は少しだけ笑って、空を見上げる。

「最初からじゃあないよ。颯月君が神様だってこと、うちは確証が持てなかったし、幻想教団ヴアルハラの二人も教えてくれなかった」

「……それにしちゃ、出来すぎだ」

「賭かけるしかなかったんだよ。オロチ君やマザーグースさんが敗北して、君に何かを託たくすってことにさ」

「…………」

　オロチとマザーグース。記き憶おくから消えてしまっても、その二つの名前には胸が疼うずいた。たぶん神を殺し、神になるという方法を教えてくれた人達だ。

「でも分の悪い賭けじゃなかった。彼と彼女がどういう考え方をするか、うちは知っていたし、そーゆー人達だってこともわかってたからね。君が二人に勝てるかどうかが、一番の不安要素だったかな？」

「……はは、俺が聞いても、よくわかんねぇや」

「だよね。君には黙だまっていたことがたくさんあるし、騙だましていたこともたくさんあるんだ。ごめんよ」

　流の謝罪に、タケルは首を横に振ふる。

「だったら……騙してくれてありがとうございます」

「…………」

「この状じよう況きようがやってきたのも、生徒会長のおかげだってことはわかる。俺が知ってちゃダメなことがたくさんあったのもわかる。だから、ありがとうございます」

　タケルの感謝の言葉に、流は髪を揺ゆらし、ほんの少しだけ肩かたを落とした。

「……ごめんよ、草薙君。代わってあげられなくて。本当はうちが君の役割を担になうべきなんだ。うちは、君が今やろうとしていることをするために、生まれてきたはずなんだ。誰が言ったわけじゃないけど、そんな気がするんだ」

　負の感情を抱いだけないはずの流が、口調は明るくても、無念そうに言葉を零こぼす。

　以前、悔くやしいや悲しいといった感情は抱けないが、残念だという気持ちはわかると言っていた。流はきっと、タケルがこの役割を成し遂げなければならないということを、残念に思ってくれているのだろう。

　タケルは肩に刀を担かつぎ、真しん剣けんに返す。

「それは違ちがいます。これは最初から、俺にしか出来ないことだった。この役割は誰にも譲ゆずったりしません。俺だけのもんだ」

「…………」

「それに生徒会長には、俺達の世界でまだ後始末が残ってる。あんたはあの世界に必要な人間だ。全部立て直すのがあんたの仕事だ。そうでしょう？」

　流が背後で振り向くのがわかった。

　タケルは振り向かない。敵を見み据すえたまま、言葉のみを交かわす。

「君は強いな～。できれば君にも、幸せになってほしかった」

「……少なくとも不幸なんかじゃあないですよ」

「それでもうちは、完全無欠のハッピーエンドが見たかったよ。でも──」

　感覚は死んでいても、流の手が背中に触ふれたのがわかる。

　額がこつんと背中を叩たたく。

「──君が与あたえてくれた希望を、無む駄だにはしないよ」

　手が離はなれ、足音が一歩、二歩と遠のく。

　タケルは肩から刀を離し、両手で握にぎった。

「仲間のことを頼たのみます」

「うん。世界のことを、よろしく頼むよ」

　そう言って、流は再び転送魔ま法ほうを発動する。魔法陣じんが漣さざなみのような音を立てて、流の身体からだが消えていく。

「……バイバイ、草薙君。ありがとう」

「さようなら、星白生徒会長」

　別れの挨あい拶さつを述べ、二人は己おのれの進むべき道を進むために、背を向け合った。

　背後から気配が薄うすれ、粒りゆう子しの名残なごりが空へと舞まい、黄昏の彼方かなたへ消えていく。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。停止した世界の中心で、タケルは己の世界を想おもう。笑い合った仲間との日々を想う。覚えている記憶も、抜ぬけ落ちた記憶も、変わらず胸に抱きしめて──タケルは、剣を構えた。

「終わったかい？　こういう戦いは趣しゆ味みではないが……始めようか」

　颯月もまた、右手に剣を出現させる。真しん鍮ちゆうのような鈍にぶい輝かがやきを持つ、錆さびついた刃はだ。形状は剣と銃じゆうの中間。大きな引き金のついた柄つかと、片刃の刀身。反りの無い刀の背に銃口がついている。恐おそらく神器か、それに追つい随ずいする兵器だろう。タケルにわかるのは、あの剣が神かみ狩がり化を強制的に解除できるということ。

　それ以外の詳しよう細さいは不明だが、それがわかれば十分だ。

「……何か言い残すことはあるか？」

　タケルが問うと、颯月は吹きだして笑った。

「なんだいそれは、処しよ刑けい前の死し刑けい囚しゆうへの慈じ悲ひかい？　この期ごに及およんでくだらない」

　確かにそうだ。くだらない。これから殺そうという相手に聞くことじゃない。

　タケルは確かめたかっただけだ。胸を刺さされた時、颯月は「和平」という言葉を口にした。あれが本気だったのかどうかを、タケルは知りたかった。

　そしてもしもまた和平という言葉を口にしようものなら、その瞬間に首を飛ばしてやるつもりだった。

　今いま更さら何を言う、ふざけるな、と。

　颯月が剣を撫なでながら、その刀身の鈍い輝きを瞳に映す。

「言い残すことは無い。そういう生き方をしてきたつもりだ」

　それは潔いさぎよさではなく、諦あきらめによる虚きよ勢せいでもなく、鳳颯月の事実だった。

　悔くいは無いと彼は言っているのだ。自分は滅ほろびの神として全力を尽つくし、全力でやりたいようにやって、そして全力で楽しんだ。たとえ敗北するとしても、胸を張って命を散らすことができる。それが滅びの神としての──いや、鳳颯月としての矜きよう持じらしい。

　いけ好かないのは元からだ。これでもタケルは、長い間この男に翻ほん弄ろうされ、手て駒ごまにされ、苦しみを強しいられてきた。だからある程度この男に関しては理解しているつもりだ。

　そら、こういう男だ。こちらの憎にくしみも、怒いかりも、わかっていながら飄ひよう々ひようとしている。自分はさも大物だと言わんばかりに、上から物を言いやがる。

　──認めるものか。神だろうが、格上だろうが、こちとら我が慢まんの限界だ。

　──俺にはてめぇに思い知らせたいことが山ほどある。

　──無様に怒おこって憤いきどおり、言いたいことを言わせてもらう。

　タケルは震ふるえる手に強く拳こぶしを作り、全身全ぜん霊れいの怒りを込こめた。

　とにかく全部ぶちまける。

　草薙タケルの全すべての想いを、颯月にぶつける。

「あんたには、全部背負ってもらう」

「…………」

「仲間の無念も、悲しみも……キセキの苦しみも、罪も、数多の死も……！　弄もてあそばれた全ての人々の嘆なげきも！　死んでいった人々の無念も！　この俺の、どうしようもねぇ怒りと憎しみも……！」

「……はっ」

「──全部全部背負ったまま地じ獄ごくへ落ちてもらうぞ、鳳颯月！」

　刀身から黄昏色の炎ほのおが吹き荒あれ、亜麻畑に一いつ瞬しゆんにして燃え広がった。

　神を狩る者の装そう甲こうを纏まとい、神殺しの炎を纏う。

　刀を鞘さやへ収め、腰こしを低く落とす。




「対魔ま導どう学園三五試験小隊隊長、草薙タケル──あんたを……殺すッ！」

「君に名乗る名などない。さっさと終わらせよう、虫けら」




　いつものように肩を竦すくめ、小こ馬ば鹿かにするように颯月は言った。

　タケルは髪を逆立て、脳の制限を全力で解放させる。

　戦いを長引かせるつもりなどない。神狩り化に加え、鬼おにノの心こころ得えを発動させれば、もうタケルは自分ではいられなくなってしまう。心配せずとも最終的にはそうなるだろう。神を殺し、神になるのだから後先など考える必要はない。

　でもこの男を──このクソ野や郎ろうを殺すその時は、自分自身でなければ気が済まない。

　だから最短で終わらせる。

　一いち撃げきで仕留めてみせる。諸刃流最速の、神の認にん識しきできる領域すら超こえた異次元からの一撃で片をつける。颯月本人が言うように、奴やつは戦いがあまり得意じゃない。それは剣の構え方だけでもよくわかる。奴が行使するのは間違いなく剣術ではなく神器の性能と、神そのものの力……触れれば封ふうじることができると流が言っていた、あの瞬間移動だ。

　神器の形状は剣と銃の中間。

　颯月が仕し掛かけてくるならば、最初の攻こう撃げきは予想がつく。

　遠えん距きよ離りからの先手だ。

　読み通り、颯月が剣をゆったりと持ち上げて、切っ先をタケルへ向けた。

「《神無の凶弾フインブル・バレツト》」

　引き金を絞しぼるギチリという音が響ひびく。タケルは鞘の刀を握ったまま、抜き放たずに眼めを見開く。

　鬼ノ心得を発動する前に隙すきを探す。よく見ろ。片目の神経を研とぎ澄すませ。視覚にのみ脳の力を集束させろ。

　一ひと刹せつ那なでいい、最高の瞬間を見つけるのだ。

　タケルの動体視力が、人の理解の及およぶ域を超える。音が消え、あらゆる物体が静止して見える。

　颯月の指先が引き金を絞り切る。初見だ。魔法が発動した後に対処法を考えるしかない。永遠にも感じられるほど時を遅おそくし、タケルは後手に回り相手の動きを見み極きわめる。

　だが颯月には動きというものが全くなかった。それもそのはず、タケルは超ちよう人じん的な動体視力で颯月の動きを捉とらえていたはずなのに、視線の先で忽こつ然ぜんと姿が消えたのだ。

　神としての力の残ざん滓し。存在の消失と再出現。それはもはや速度や時間という概がい念ねんを超ちよう越えつしていた。高速で瞬時に移動しているわけではなく、この男は実際に消えているのだ。

　消失と再出現は同時だった。

　正面を向いていたタケルの真横に、颯月が何事もなく立っている。銃口が最初からそうであったかのようにタケルのこめかみに突つきつけられている。

　これほどまでなのか。瞬間に移動するという、一見地味で派手さの無い力が、これほどまでに常じよう軌きを逸いつしているのか。

　剣術ではどうにもならない。速さではどうにもならない。この力に対処できるのは、

（──────いや）

　できる。何を馬ば鹿かなことを考えているんだ。

　タケルは矛む盾じゆんに気づき、笑う。

　──対処できないのであればこの時間は何だ？

　こうして思考している暇ひまがある。つまり移動そのものには対処できなくても、移動した後は対処可能。颯月の「攻撃をする」という所作は捉えられる。

　──タケルは即そく座ざに上体を沈しずめた。

　ナグルファルの銃口から魔法が放たれる。ただの魔ま弾だんだった。魔弾が頭上を通り過ぎていく。当たれば恐らくどうにかなっていただろうが、回かい避ひしたのだ、考えても意味がない。対処方はわかった。考える暇があったら行動だ。

　こちらから攻撃をするのだ。

　颯月は──いない。もう別の位置に移動した。すでに視界外から攻撃を仕掛けてきている、今この時も。

　触しよつ覚かくは死んでいる。空気の動きは察知できない。故ゆえに必要なものは聴ちよう覚かくだ。脳の制せい御ぎよを切り替かえ、視力から聴覚を強化する。

　──ドッッ！

　発射音──回避！　身体を捻ひねり、がむしゃらな動きでとにかく自分のいた場所から退たい避ひする。魔弾が肩かたと頭の間を通過し、花畑に着弾。

　射撃地点を見て、颯月の姿を捕ほ捉そく。

　──消えた。

　カチッ。

　背後から撃鉄が引き上げられる音。

「──ッ！」

　タケルが振ふり向きざまに剣を振るう。

　が、いない。花びらが宙を舞う。そこにいた痕こん跡せきはあるのに、どこにもいない。

　音。攻撃。回避。消失。

　音。攻撃。回避。消失。

　音。回避から攻撃。いない。

　音。先読みからの先手。空を斬きる。

　攻撃。回避──




　──気づけば、花畑にいるのは自分だけだった。




「はぁ……はぁ……」

　自分の息づかいだけが、遅ち延えんした世界の中で唯ゆい一いつある音だった。

　どこにでもいて、どこにもいない。誰だれにも認識されることのない、存在すらもあやふやな、虚うつろそのもの。

　それが神だと颯月は言っていた。

　こういうことなのか？

　攻撃がこない。音が聞こえない。姿を現さない。存在が消えている。

　颯月はもうここにはいない。

　あり得うる可能性。この神話世界の断だん片ぺんの座標を特定し、元の世界へ移動した。

　そう考えるのが妥だ当とう。あの男は、そういうことを平然とやる男だ。

《──いいえ宿主。います》

「────」

《斬るのです。あなたの力で、全てを斬るのです》

　ラピスの冷静な声が頭の中に響く。

　全てを斬る。

　速さも時間も超越した神を斬るには、全てを斬る。

「──そうだ。その通りだ」

　奴がまだここにいるなら、それで何もかも片がつく。タケルは鞘に戻もどした刀を引き抜ぬく。

　狙ねらう必要などないのだ。全部斬ってしまえばいいのだ。

　この世界を。

「ラピス…………────伸のばせッ！」

　タケルはラピスに命じ、野の太刀だち形態の刀身を伸ばした。この世界の範はん囲いがどれほどの広さかはわからない。だが異い端たん同どう盟めいの本ほん拠きよ地ちと同じように、世界の果てがある。

　流は言っていた。ここは見た目ほど広くない。剣で闘たたかうにはもってこいだ、と。

　ありがたい。

　ならばこの世界の全てを、剣の間合いにしよう。

　タケルは《鬼ノ心得》を発動させた。

　思考が一本化する。ただ一つの目的のために動く鬼と化す。

　絞った思考は──全てを斬る、だ。

　伸びた刀身が世界の果てまで届いていることを信じて、タケルは文字通り全て斬った。

　花も、空も、地面も、空気も。あますことなく剣で斬る。

　空間そのものを斬撃で満たす。

　出現場所を特定できず、認識の外から攻撃してくるのであれば、彼の存在が許される場所を残さなければいい。

　斬る、斬る、斬る。音よりも速く、光に追いつけるほど速く。

　黄昏たそがれの炎を纏まとった剣で、この世界を埋うめ尽つくす。

　一瞬で、何もかも。

　この世界を──斬る！

「───ッッッ!?」

　手て応ごたえ。視界に入っていなくても、感かん触しよくが無くても斬ったのがわかった。亜あ光速の激げき突とつによる爆ばく風ふうが身体からだを襲おそうが、この衝しよう撃げきでは神を殺せない。心臓か頭に神殺しの刃やいばを突き立て、致ち命めい傷しようを与あたえなければダメだ。

　好機が到とう来らいした衝撃に、思考が戻る。極限状態がタケルの意識を呼び覚ます。

　地面は砕くだけ、大地が分解し、壊こわれかけの世界が再び壊れていく中でも、タケルには颯月の位置がわかった。

　意識するよりも速く、その位置へと刀を振り払はらう。

　されど確信の一撃は空を斬る。

（外した──いいぜ、ならもう一回だ！）

　タケルは再び全てを斬った。右の鼓こ膜まくが弾はじけ、聴覚を失う。右目の血管がいくつも破は裂れつし、血で視界が真っ赤になる。毛穴から血が噴ふき出る。

　だがこれで最後だ。最後の一撃に、命だってくれてやる。

「ぐぅぅうッ！」

　音。まだ聞こえる。位置がきた。

　思考が必要。執しゆう念ねんと使命感で意識を引き戻す。鬼ノ心得から掃魔刀へ。タケルは刀を逆手に握にぎり、刃を脇わき腹ばらの横を通過させ、背後へ向けて突き立てた。




　左耳が肉を抉えぐる鈍にぶい音を捉えた。




　タケルは柄つかを握り返し、そのまま右肩を後ろへ押し出すようにして、身体の向きを反転させる。

　深く、深く、刃が突き刺ささる。血潮が顔面に噴ふき掛かかっても、タケルは目を閉じない。刃に捻りを加え、容よう赦しやなく押し込む。

　刃を通した者の顔を見る。己おのれが殺した男の顔を見る。

　吐と血けつし、惨みじめに顔を歪ゆがませる、神の顔を。

　神殺しの炎ほのおにまかれて朽くち果て行く、神の素す顔がおを。

「っ────待っていたんだ、この時を……！」

　神は笑っていた。惨めに血を吐はき、臓物をまき散らしながら、まるで人のように激情しながら、好機に歓かん喜きしていた。

　タケルは颯月がこの瞬しゆん間かんを待ち望んでいたのだと思い知る。タケルに己を殺させて世界を破は滅めつへ導くのが、この男の最終目的。タケルが神へと至る力を手に入れた今となっては、その悲願は露つゆと消えた。

　だが、一つだけ成し遂とげられる方法がある。

　それは、相打ちだ。

「《神無の付与フインブルヴエト・エンチヤント》──！」

　颯月の持つ真しん鍮ちゆうのような刃が、鈍い黄金の炎を宿す。

　刃に腹を突き破られたまま、颯月はナグルファルの刀身を振ふり下ろす。

　この瞬間のために颯月は生きてきた。追い詰つめられ、劣れつ勢せいに陥おちいった中で、最後の最後に破滅への希望を見いだしたのだ。

　現実的ではない方法。だが不可能ではない方法。

　相そう殺さい。神は死に、神かみ狩がりもまた諸もろ共ともに命を落とす。

　さすれば破滅は訪おとずれよう。世界は等しく終わりを迎むかえるのだ。

　颯月は正しい。この手段こそが唯ゆい一いつ破滅を達成できる方法だ。

　しかし間ま違ちがいがあった。絶対的な間違いを彼は犯おかした。




　それは最後の最後に──剣けんでタケルに挑いどんだことだ。




　颯月の相打ちの覚かく悟ごは確かなものだった。必死の一撃は、研とぎ澄すまされたものだった。並なみ大たい抵ていの者では回避もできず、ただ斬られていただろう。

　しかし相手は草薙タケルなのだ。

　草薙諸刃流の体現者にして、神狩りの契けい約やく者である。

　この男が──剣を相手に負けることはあり得ない。

　ましてこんなずぶの素人しろうとに毛の生えた程度の斬ざん撃げきなど、届くわけがない。

　タケルは冷静に片手を離はなし、右手に蕨わらび手て刀がたなを出現させ、そして──ナグルファルを握る颯月の腕うでを一瞬で細切れにした。

　放ほうり出されたナグルファルが、颯月の背後に落ちる。

　驚きよう愕がくし、目を見開く颯月。決死の一撃を振るった腕が血ち煙けむりと化す中、舌打ちでもするかのように彼は笑った。

「ハッ──やはりダメか……向いてないな、どうにも」

　目を細め、颯月が諦あきらめを口にする。

　左手で野太刀を押し込み、そのまま颯月の身体を押し倒たおす。

　砕け散り、宙に浮うく岩がん盤ばんの上に、颯月が大の字に倒れる。

　タケルは倒れた颯月を見下ろし、逆手に握った蕨手刀を振り上げる。

　颯月は動かなかった。目を離さず、タケルを見つめたままいつものように笑った。

　振り下ろされた刃が、颯月の額に突つき立てられる。

　眼球が飛び出すほどに颯月が目を見開いた瞬間、黄昏の炎が神の身体を焼き尽くした。

　最後までタケルを睨にらみ、飄ひよう々ひようとしていた颯月が、耳をつんざくような悲鳴を上げる。

　タケルはその叫さけび声を聞きながら、神が朽ち果てていく様を冷ややかに見届ける。

　頭部の装そう甲こうが砕けて、髪かみを瑠る璃り色いろに侵しん食しよくされ、頰ほおに罅ひびを走らせたタケルの素顔が露あらわになった。

　この目で見届けるために、タケルは仮面を脱ぬいだのだ。

　怨おん敵てきに自分を殺した相手をわからせるために……。

　全すべての嘆なげきに、この男を報むくいらせるために……。

「……くは、ははは……！　認めるよ……私の負けだ……草薙タケル」

　悲鳴を上げていた颯月が、炎を纏ったままタケルへ向けて首を伸ばす。

　眼前で神の残ざん骸がいが笑う。

「満足かね？　私は、満足だ……楽しかった……！　よい人生だったよ……！　いいゲームができてよかったと思ってる……！」

「…………」

「次からは君がゲームを仕切るといい……せいぜい神になって、孤こ独どくに飽あきるといい……この……私のように……な……！」

　消し炭になっていく颯月の姿を見つめながら、タケルは鬼おにの面おも影かげを消し、目を細めた。

　人の顔で、颯月の死を見届ける。

　怒いかりで感情を塗ぬりつぶすのではなく、自分の本心で颯月と対たい峙じする。

「俺はあんたとは違うよ……神になっても……そばにいてくれるやつがいるから」

　颯月の額に突き立てた柄を握る。ラピスが頷うなずくのがわかった。

「あんたにはわからないだろうな。破滅だけを望んで、孤独を受け入れたあんたには」

「……ふ……ふふ……」

「そうやってあんたは、孤独に笑いながら死ぬんだ。これが望みだったよな」

「……………っ……」

「望み通り、あんたに破滅をくれてやる。でも、俺の世界は渡わたさない。俺の仲間と妹は、渡しはしない」

　炎にまかれ灰になって崩くずれていく颯月の表情が、最後の最後、ほんのわずかに悲痛に歪んだ。

　生まれて初めて味わう敗北に、悔くやしそうに歯を食いしばった。

　笑えみでは隠かくせないほどの屈くつ辱じよくを味わう颯月に、タケルは告げる。

「破滅は、あんた独りでやってくれ」

　ただ、静かに見届ける。鳳颯月という、全ての元げん凶きようの破滅を。

　颯月の灰が彼の断だん末まつ魔まと共に、炎となってラピスの刀身に吸い込まれていく。

　彼の肉体であったものも、力であったものも……そして魂たましいであったものも、余すことなく刀を通じ、タケルの中へと吸い込まれていく。静止した岩盤の上で、タケルは何か異質な存在が身体に宿るのを感じた。

《宿主……『神の器うつわ』を回収いたしました》

「……ああ……」

　薄うすく輝かがやく自分の手のひらを見つめ、タケルは自分の顔に触ふれた。

　顔面のひび割れた箇か所しよからは、血ではなく記き憶おくが流れ出していた。

「…………」

　自分の中に宿った器が、震ふるえているのがわかる。

　世界が滅ほろびようとしているのだ。

　神の器を回収しただけでは、神になったとは言えない。

　その器に魂を注ぐための、神としての資質が必要となる。

　そのための《神格化》だ。

「…………」

　自分の命が尽きようとしているのがわかる。タケルの身体と魂は本来のものではなく、ラピスと融ゆう合ごうして別物に成り果てていく。

　顔だけでなく、身体にも皹ひびが走る。頰に触れた指先が折れて、砂になる。

　左目は見えない。身体の痛みも感じない。音も匂においも消えていく。

　心も……泣くのをやめていた。

「ああ……もう痛くも、怖こわくもない」

　忘れていく。何もかも。神になるために不必要なものが皹から溢あふれて流れていく。

　思い出が浮かんでは消えていく。仲間達の顔が、妹の顔が……世話になった全ての人々の顔が、飴あめ細ざい工くのように砕けて消えていく。

　そして最後に。

　箱に隔へだてられた真夏の日……キセキと心を交かわしたあの頃ころが。

　苦楽を共にして、一番長い時を過ごした……斑鳩との思い出が。

　口いっぱいに広がる紅茶の香かおりに微笑ほほえむような……うさぎとの何気ない日常が。

　胸躍おどるような気持ちにさせられる……マリの笑顔が。

　前を見み据すえながら、自信に満ちた表情で歩く……桜花の横顔が。

　浮かんでは消える蛍ほたるの光のように、消えていった。

　とても優やさしい記憶だった。こうして儚はかなく消えていくとしても、タケルはもう一度自分の幸福な記憶を見られたことが嬉うれしかった。最さい期ごにまたみんなに会えたことが嬉しかった。

　何もかも忘れて、幸福感だけが残る。

　絶望は無い。幸福だけだ。

　空っぽの頭には、大切な記憶が詰まっていたという温かさだけが残った。

　これなら……悪くない。

　悪く、ないさ。

「………………ラピス、行こう」

　手首が折れて、朽ち果てる。

　立っていられずに膝ひざをつくと、自分の破は片へんが宙を舞まった。

　ラピスの詠えい唱しようが遠くに聞こえ、魔ま法ほう陣じんが広がる。

　瑠璃色ではなく、まるで日の光のような純白の輝きが、タケルを包んだ。

　空を見上げ、仰あお向むけに倒れる。

　一枚の瑠璃色の花びらが、停止する世界から逸いつ脱だつして空へ昇のぼっていくのが見えた。

　花びらの軌き跡せきを片目で追いかけ、黄昏たそがれの空を見上げたまま……やがて静かに草薙タケルは瞼まぶたを閉じた。








第五章　一いつ緒しよに帰ろう？









　　　　＊＊＊




　タケルが颯そう月げつを討うつ一時間前。

　百ひやつ鬼き夜や行こうに飲み込まれた後、マザーグースから世界を救う方法を聞かされたラピスラズリは、しばし無言で顔を伏ふせ、黙だまり込んだ。

　神を殺し、神になる。マザーグースの言う通り、理論的には可能だ。だがそのためにはラピスはタケルと魂を融合させて、魂を一段階上に押し上げなければならない。

　つまり、神狩り化と同じ状態を維い持じしなければならないということだ。

《神狩り化》と《神格化》は、似ているようで別物だ。《神殺しの付与ラグナロク・エンチヤント》によって吸収した神の器うつわを得た後、《神格化》を行い、契約者と己おのれの魂を器へ流すことで、神になることができる。グングニルはその両方を一度に実行できるが、ミスティルテインには不可能だ。だからラピスはグングニルから魔ま力りよくを受け取り、自分の魔力ではなく『神かむ威い』の魔力を使って《神格化》を行う必要があった。

　ラピスは無言でいることをやめて、伏せていた顔を上げた。

「一つ、聞いてもよろしいですか」

「時間がありません。急ぎなさい」

「私は宿主と融合しなければ《神格化》を行えないのでしょうか？」

　ラピスの問いに、マザーグースは鋭するどく目を細めた。

　彼女の考えていることが、マザーグースにはわかったのだろう。

「……それは、単独で神に至ることはできるのか、と聞いているのですか？」

「はい」

　ラピスは迷いなく返事をした。マザーグースはため息を吐つき、首を横に振る。

「不可能です。神器の魂だけでは不十分なのですよ。だからこそ、我々は契約者を必要としているのです。本来私達神器は、神と契約し主神の地位を争うための兵器でしたから」

「……あなたと私の魂でもダメですか？」

「できません。神器同士の魂の融合は叶かないませんから」

「……………」

　ラピスは無表情のまま考える。

　どうにかタケルを巻き込まないまま神になるための方法を考える。

　マザーグースが同情するように目を伏せた。

「……あなたの気持ちは尊い。しかしできないものはできないのです。鬼の魂と神器の魂ですら不十分……それですら、概がい念ねんとしての神にしかなれないのです」

「──神の魂があれば、可能なのですか？」

　ラピスの言葉に、マザーグースは首を傾かしげる。

「…………まさか、あなた」

「鳳おおとり颯月の魂であれば、事足りますか？」

　とんでもないことを言っている自覚はラピスにもあった。

　それがどういう意味を表しているのか、マザーグースは誰だれよりもよくわかっている。

「鳳颯月と契けい約やくを結んで魂を融合させるつもりですか……!?」

「いいえ。それは死んでもご免めんです。そうではなく、あの男の魂を喰らえば神になれるのか、と聞いています」

「…………魂を、喰らう？」

　マザーグースは言葉を反はん芻すうして、ラピスに問うた。

「あなたは神殺しではなく、神喰らいになると？」

「はい」

「馬ば鹿かげている。前例がありません」

「人の魂であれば私は一度経験があります。前契約者の魂を、一度喰らっていますので」

　草くさ薙なぎミコトの記憶が過よぎり、ラピスの胸が少し痛んだ。最初の契約者である草薙ミコトは、融合失敗により、その魂をラピスに喰われてしまった。

　意図したわけではなく、それはミコトの魂が人のそれだったせいだ。

　均きん衡こうを保てない魂は片方に吸い取られ、消しよう滅めつする。

　融合とはまるで別の結果となる。

　人で例えるならば交わるのではなく、肉を喰らう行為そのものだ。

「人ではなく、相手は神です」

「あの男も半分は人間なのでしょう？　不完全であるからこそ、現あら人ひと神がみという中ちゆう途と半はん端ぱな存在になったのでは？」

「…………」

「私はあの男の魂になど、決して負けません」

　マザーグースは頑かたくなに別の方法を提示しようとするラピスに、狂きよう気きにも似た執しゆう念ねんを感じた。この子は、絶対に譲ゆずらない。草薙タケルと共に神になる気など、さらさら無いのだ。

「あなたは……そこまであの少年のことを……」

「はい。愛しています」

　迷うことなく即そく答とうする。無表情ではあるが、マザーグースから少しも目を逸そらさずに言ってのけた。マザーグースは肩かたから力を抜ぬき、どこか遠い目でラピスを見る。

「……あなたは私の複製品です。出来るという保証はどこにもありません。神を喰らったところで、神になれるかどうかも……」

「可能性があるのなら、成し遂とげてみせます」

「失敗すれば……世界が滅ぶ」

　マザーグースの懸け念ねんはそこにある。自分とオロチが神の座につくことに失敗したからこそ、彼女はラピスに託たくそうとしているのだ。ラピスが失敗してしまえば意味がない。

「私は世界が滅ぶ可能性があるとしても、宿主の平へい穏おんを望みます」

「…………」

「あの人があの場所へ戻もどることを……みなさんとの幸福な日々に戻ることを望みます」

　ラピスはこの時、マザーグースの前で初めて瞳ひとみを揺ゆらし、一筋の涙なみだを流した。

　ラピスの中には、鬩せめぎ合う二つの心があった。

　自らが単独で神となり、タケルを自分のいるべき場所へ帰したい。そしてもう一つ。タケルと永遠の存在となり、永遠の時間を共に過ごすために、一つになりたい。

　どちらも本心だった。両方共に、切実な願いだった。

　この涙は、一つの選せん択たくを犠ぎ牲せいにしたことに対する涙だった。

　マザーグースはラピスを見つめ返した。

　全すべてを悟さとったように、包み込むように……まるで母親のように、ラピスを見やる。

「ラピス……あなたはそれでいいのですか？　あなたの気持ちを知った私は、あなたの幸福を願わずにはいられません」

「…………」

「愛しているのであれば……共に歩む道を選んでもいいのですよ？」

　マザーグースの優しさに満ちた言葉に、ラピスは涙を拭ぬぐう。

「ありがとうございます」

　そして、ぎこちなくも晴れやかに、慣れない笑えみを浮うかべて、こう言った。




「でも私は……あの人の剣つるぎですので」




　それが神器ミスティルテインの。

　ラピスラズリの選択だった。

　彼女はこの時、愛するからこそ、主あるじを騙だますことに決めたのだった。
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　とても安らいだ気持ちで、草薙タケルは目覚めた。

「………………」

　ソファに座っている。とても柔やわらかい、使い古したソファだった。

　手で押してみると、反発力が気持ちよくて、タケルは小さく笑った。

　顔を上げる。

　小さなテーブルがあって、いれたての紅茶とビスケットが置いてある。

　タケルは慣れた手つきで紅茶を手にとって、ソファから腰こしを上げた。

　木造の床ゆかを歩く。タケルはこの部屋の床を踏ふみしめた時の、木が軋きしむ音が好きだった。

　足音に目を細めながら、部屋を歩いた。

　電源の落ちたパソコンの前を通る。

「…………」

　椅い子すには誰も座っていないが、クッションのへこみが使っていた人間がどれだけ長い時間ここにいたかを物語っていた。使い古したキーボードも文字がすり切れている。ディスプレイには付ふ箋せんがたくさん貼はられていて、その横のガラス瓶びんには大量の棒付きミントキャンディーが入っていた。

　タケルは愛いとおしそうに椅子の縁へりを撫なでながら通り過ぎる。

　作業台に置かれた拳けん銃じゆうやライフルのパーツが目に入る。その中に、古めかしいライフル銃が置かれている。

「…………」

　ストック部分に貼られたシール。デフォルメされた可愛かわいらしいうさぎさん。

　タケルはそれを眺ながめながら、薄うすく笑って紅茶を口へ。

　壁かべ際ぎわを行くと、衣え紋もん掛かけが目に入った。

「…………」

　そこに引っかけられたベルトと拳銃。そして紺こん色いろの帽ぼう子しと、ストライプのマフラー。

　ベルトは使い古され、革かわがひび割れている。拳銃も古めかしかったが、よく手入れされているのが一目でわかった。弾たまはきちんと抜いてあるし、マガジンも抜かれてポーチに入れられている。安全性を徹てつ底ていした、持ち主の几き帳ちよう面めんさがよくわかった。

「…………」

　帽子は何度も洗せん濯たくしているせいか、指でつついてみるとヨレヨレになってしまっているのがわかった。マフラーもよく見ると、何度も編み直して補修した痕あとがある。

　あまり編み物が得意ではないのだろう。きめ細やかな編み目とは違ちがい、毛糸の太さもバラバラで歪いびつになっていた。

　タケルは堪こらえきれず、クスクスと笑ってしまう。

「…………」

　ひとしきり笑った後、タケルは振ふり返ってもう一度部屋を見回した。

　さして広くもないこの部屋には、思い出の痕がたくさんあった。

　大きく息を吸い込むと、いろんな香かおりがした。

　火薬やオイルの臭におい。それに紅茶やお菓か子しの柔らかい香りと、微かすかにミントの香りも混ざっている。

　とても複雑だし、決していい匂においとは言えないけれど、

　タケルの心は、どうしようもなく安らいだ。

「…………」

　飲み干した紅茶のカップをテーブルに戻す。

　ビスケットを一枚だけつまんで、口に放ほうり込む。

　咀そ嚼しやくしながらタケルは一歩後ろへ。

　飲み込んで、息を吐く。

「………………よし」

　そしてタケルは振り返った。

　部屋の出口へ。木造の、ニスの剝はがれた古びたドアへ向かう。

　ノブに手をかけ、回す。

　ゆっくりと扉とびらが開き、柔らかい光が差し込む。

　そこにいるのはわかっていた。自分が出てくるのを待っていた少女に、タケルはほほえみかける。

　廊ろう下かに瑠る璃り色いろのドレスを着た少女が立っていた。

　ラピス。ラピスラズリ。俺の剣。大切な剣。愛しい剣。

　覚えている。彼女だけが、自分にとって唯ゆい一いつの救いだ。大切な人々の記き憶おくを失い、その残のこり香がも、今手放そうとしている。

　だけどもう寂さびしくはない。

　彼女がずっとずっと一いつ緒しよにいてくれるから。

　タケルは片手を上げてラピスに挨あい拶さつをした。

「よう……待たせたか？」

「いいえ？　ちょうど、私も今きたとこです」

　ラピスが柔らかく、幸せそうに微笑ほほえむ。まるでデートの待ち合わせをしているみたいで、少し照れくさくなる。鼻を指で擦こすって、タケルも笑う。

「じゃあ、行こうか、ラピス」

「…………」

　部屋を……小隊室を後にする。

　敷しき居いを跨またぐために、一歩足を踏み出そうとする。

　でもどうしてか、その一歩が踏み出せない。

　足が動かなかった。

　おかしいな、とタケルは自分の足下を確かく認にんする。異常は無い。それなのに、身体からだは前に進まなかった。

　タケルが少しオロオロしていると、ラピスが髪かみを揺らしながら、一歩前へ出た。

「宿主。あなたはそこにいてください」

「…………？」

「あなたは、そこにいなくちゃダメなんです。帰らなくちゃ、ダメなんです」

　腰の後ろに手を回して、小首を傾かしげるようにラピスは言った。

　タケルは啞あ然ぜんとしながら、彼女の笑顔を見ていた。自分はここにいていいわけがない。ここにいたいのは事実だけれど、ここにいたら、自分の欲ほしいものが手に入らない。

　全部救うという、我が儘ままを叶かなえられない。

「行くんだろ……一緒に」

「いいえ。行くのは私一人です」

　タケルの瞳が、激しく揺れる。

「……どういう意味だよ？」

「神様になるのは、私一人で十分なんです。宿主は、元いた場所に帰ってください」

　率そつ直ちよくに、簡潔に、ラピスは笑顔で言った。

　タケルは意味がわからず、唇くちびるをわななかせた。

「……──聞いてねぇぞ、そんなの！」

　たまらずタケルは問い詰つめた。

　けれどラピスは動じずに、タケルに笑顔を向けるばかりだ。

「お前……言ったじゃんか……俺と一緒にいるって……！　俺と一緒なら、神様になってもいいって！」

「はい。言いました。一緒にいたいです。ずっとずっと一緒にいたいです」

「じゃあ……──なんでだよ!?　なんで自分だけ……なんで俺を置いていくんだよ！」

　我が慢まんできず、瞳に涙なみだがたまっていく。ラピスがしようとしていることに対して、たまらなく胸が痛む。

　どうして。なんで。そんな疑問しか頭に浮かばない。

　それはもう怒いかりに近かった。裏切りに思えてならなかった。お互たがいに納得してたどり着いたはずの答えだったのに……どうしてそんな抜ぬけ駆がけみたいなことをする？

　やり場の無い怒りがこみ上げて、タケルは怒ど鳴なってしまいそうになった。

「やどぬし……」

　だけど、ラピスの顔を見て声が詰まる。

「……もう私を……いじめないでくださいませんか？」

　ラピスは笑顔のまま眉まゆをハの字にさせて、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙を流していた。

「私は……みなさんと一緒にいる時のあなたを見ているのが、大好きなんです。あなたと一緒にいる時のみなさんが、とっても大好きなんです」

　声を上ずらせながら、ラピスは一いつ生しよう懸けん命めい気持ちを伝えようとしていた。

「私はあなたの魂たましいと繫つながっていました。だから、あなたがどれほどみなさんのことを愛しているか……どれほどあの場所を大切にしているか、嫌いやというほど知っています」

「ラピス……俺は……！」

「わかってます。あなたがみなさんと同じくらいに、私のことも愛してくださっていること、痛いほど……苦しいほど、わかっていますから」

　涙で濡ぬれた顔で、ラピスは目を開き、愛おしそうにタケルを見つめる。

「でも、だからこそ……私はあなたを連れて行きません。連れて行きたくないんです……わかってください」

　ラピスの自分勝手な言葉に胸が張り裂さけそうになった。

　しかしタケルは手を伸のばせず、自分の肩かたを抱だくことしかできない。

　この状じよう況きようになって、タケルはようやく思い知ったのだ。

（ああ……そうか……そうなんだ……）

　床に落ちる涙を見つめながら、歯を食いしばる。

（俺が仲間にしようとしていたことって……こういうことなのか）

　仲間……おぼろげだけど、思い出せる。きっとラピスがタケルの魂との融ゆう合ごうを取りやめたのだ。もしくはラピスが自分の記憶をタケルに与あたえたのか。

　どっちでもいい。とにかく思い出した。

　タケルは仲間達に、ラピスと同じことをした。

　黙だまって、裏切って、自分だけ犠ぎ牲せいになろうとした。それでいいと思っていた。仲間達が悲しむのはわかっていたし、どれほど辛つらいかも想像できた。

　でも所しよ詮せんそんなものは想像でしかない。こうして突つきつけられて、初めて実感できた。

（……たまんねぇよ……こんなの……！　耐たえられるかよ……こんな痛み……！）

　自分がどれほど身勝手で、どれほど仲間の気持ちを蔑ないがしろにしたのか、思い知る。

　涙が止めどなく溢あふれ、どうにもできない自分に苛いら立だつ。仲間達は一人で行こうとするタケルを見送った。状況は切せつ迫ぱくしていたが、桜おう花かもマリも、斑鳩いかるがもうさぎも……みんな最後は見送らざるを得なかった。今彼女達がどういう気持ちでいるか、よくわかる。

（何がみんなが一緒なら俺がいなくても大だい丈じよう夫ぶ、だ……何がお前は一人じゃないだ……！　俺にそんなことを言う資格は、これっぽっちも無いじゃないか……！）

　タケルが膝ひざを突き、丸くなる。痛みに耐えられなくて噎むせび泣く。

　そんなタケルのそばに、ラピスがやってくる。

　ラピスは、頭を優しく撫なでてくれた。

　その手の温ぬくもりに、タケルの痛みにまみれた心が癒いやされる。

「……ごめん……なさい。許して、ください」

「…………ラピス」

「帰って……ください……幸せになって……ください……」

　撫でるラピスの手を握にぎり、自分の頰ほおへ当てる。

　温もりを確かめるために。失わないために。

　引き留めることもできなくて。彼女の存在をつなぎ止めることもできなくて。自分の無力さに押しつぶされそうになりながら、タケルは何度も何度もラピスの名前を呼んだ。

「ラピス……っ、ラピス…………らぴす……っ！」

　情けなく涙を流しながら、ラピスの手に縋すがりつく。

　ラピスもタケルと同じ顔をして、温かさを確かめるようにタケルの頰を撫でる。

「宿主……っ」

　それだけじゃどうしようも足りなくて、ラピスはタケルの頭に両手を伸ばした。

　タケルも、ラピスの身体を抱だき寄せる。

　二人は唇を重ねて、お互いの存在を確かめ合った。これが最後だということをわかっているからこそ、熱く、激しく、唇を重ねる。

　二人の出会いは考え得うる限り最悪だった。

　思い返せば、騙だまされて契けい約やくしたようなものだ。命と契約を秤はかりにかけられて、拒きよ否ひ権なんかどこにもなくて……。

　だけど二人はずっと一緒だった。辛い時も、苦しい時も、何気ない時も、幸福な時も。

　決して長い時間ではなかったけれど、二人は共に駆かけ抜けた。

　剣けんと、使い手として。

　宿主と相棒として。

　お互いを、大切な存在として。

　唇が離はなれた時、ラピスは赤い顔で、熱い吐と息いきを漏もらしながら、タケルを見上げた。

「そばにいます……ずっと……あなたが、私に気づかなくても」

　タケルも泣くのをやめて、じっとラピスを見つめ返す。

「あなたの幸せを、ずっと守り続けます……」

　ラピスも涙を止めて、優しく微笑む。

　タケルもまた……別れを微笑みで迎むかえる。

「気づくさ。だってお前は──




　───────俺の、剣つるぎだから」




　その言葉を聞いて、ラピスは。




　───はい、その通りです。宿主。




　ラピスは今までで一番嬉うれしそうに、

　恋こいが叶った乙女おとめのように、

　ひまわりのように明るく笑うのだった。

















最終章　ぶった斬ぎるッ！






　青い空が広がっていた。

　雲一つ無い蒼そう天てんが、どこまでもどこまでも続いている。

　綺き麗れいだとは思えなかった。こんな何も無い空を美しいとはとても思えない。

　まるで自分の胸の中みたいに……空っぽだ。

「………………………」

　草くさ薙なぎタケルは、空を見上げたまま頰ほおに涙なみだを一筋作った。

　この空はよく知っている空だ。ひび割れてもいなければ黄昏たそがれでもない。

　見慣れた自分の世界の空だ。

　帰ってきたのだ。

　世界は今もここにある。崩ほう壊かいの兆きざしもなく、天には青空が広がっている。周囲を見回しても瓦が礫れきや百ひやつ鬼き夜や行こうの灰しか残されていないが、それでも滅ほろびたわけではないことが一目でわかる。

「…………本当に……ラピス……お前一人で……」

　拳こぶしを握り、胸に当てる。

　世界は救われた。神は死に、世界は保たれた。

　タケルの全すべてを救うという願いは叶かなったのだ。

　…………ただ一つ、ラピスという相棒を除いて。

「……っ……」

　素す直なおに喜べるわけがなかった。胸の中には喪そう失しつ感かんしかない。

　大の字に倒たおれたまま、失意に沈しずむ。

「…………」

　ふと背中に熱を感じて、タケルは身体からだを起こした。

　背に触さわると、灰のように黒ずんでボロボロになった紙切れが、背中に貼り付いていた。

　触ったそばから紙し片へんが朽くち果てていくが、薄うすい魔ま法ほう陣じんの痕こん跡せきがある。

　間ま違ちがいない。これは転送魔法の呪符インスタントだ。

　眉まゆ根ねを寄せて、記き憶おくを探さぐる。神話世界の断片で、流ながるとの別れ際ぎわを思い出す。

　あの時確かに、流が背中に触ふれた。

　タケルは灰を投げ捨て、額に手を当てる。

「……は、はは……あの人、ほんとどこまで……」

　乾かわいた笑いと共に、やれやれと首を振ふる。

　あの狸たぬき少女は、まさかここまで読んでいたというのだろうか？　自分が神になることはなく、ラピスが犠牲になることまで読んでいたと？

　まさかとは思うが、あり得ないとは言い切れないところが、星ほし白じろ流の怖こわいところだ。

「……………」

　流のことを思い出せた。失われたはずの記憶が戻もどっている。それどころか痛覚も……失明した左目すらも、すっかり治っていた。

　身体のどこにも傷が無い。まるで生まれたてのように綺麗だ。

　きっとラピスが治したのだ。もちろん、魔導遺産としてではなく、神器としてでもなく。

「神様だもんな……」

　声が震ふるえて、また涙が出てくる。情けない。どうしようもない。整理できたとは言いがたいが、最後は納なつ得とくして別れてきたのにすぐこれだ。

　タケルは自じ嘲ちようしながら、背を丸めて涙を流す。

　失った悲しみはすぐには癒えてくれない。

　でも……耐えなきゃいけない。自分にはその責任があって、罪も罰ばつもあるのだから。

　──その時、真横から太陽の光が何かに反射されて目を刺し激げきした。

　目を細めながら、タケルはそれに気づいた。

「………………」

　それは地面に突つき刺ささった、瑠る璃り色いろの剣けんだった。

「ラピス……」

　声が返ってこないのは、見た瞬しゆん間かんにわかっていた。

　魔力は変わらず宿っている。この剣は、魔導遺産として主あるじの要求に応こたえはするだろう。

　だが、ラピスはこの剣の中にはいない。ここにあるのはラピスの器うつわだけだ。

　ミスティルテインという、魂たましいを持たぬ一振りの剣だ。

「……………」

　タケルは伸のばそうとした手を止めて、剣を見つめる。

　ラピスの声を思い返す。

『そばにいます……ずっと……あなたが、私に気づかなくても』

　ラピスの温もりを、思い返す。

『あなたの幸せを、ずっと守り続けます……』

　涙で腫はれたタケルの目に、力が戻ってくる。

『──宿主は、そこにいなくちゃダメなんです。帰らなくちゃ、ダメなんです』

　──そうだ。

　お前は帰らなくてはならない。

　あの場所へ。

　仲間の元へ。

　相棒に願われたのだ。

　幸せになれと。

　こんなところで泣いている暇ひまがあったら急げ。足あ搔がけ。

　走って帰れ。

　自分が草薙タケルであることを忘れるな。

「そうだ……………………………帰ろう。みんなのところへ」

　タケルは止めていた手を伸ばし、剣の柄つかを摑つかんだ。

　温かさは無い。声も届かない。

　けれど彼女がいたという証しよう拠こは、ここにある。

　そばにいるはずだ。今この時も。

　だから胸を張れ。

　胸を張って帰るのだ。

　タケルは二本の足でしっかりと立ち上がり、剣を鞘さやへと収める。

　鞘と鍔つばがぶつかり合う音が耳に響ひびく。

　その瞬間、もう涙を流していたタケルはどこにもいなかった。

　自分勝手でこうと決めたら譲ゆずらない、草薙タケルを取り戻した。

「……よし……！」

　顔を上げ、前を見る。

　仲間の元へ帰るために。

　新しい一歩を、踏ふみ出すために。




「────おや、世界を救ったのにずいぶん浮うかない顔をしているじゃあないか……それがヒーローの顔かい？」




　タケルは踏み出した足をさっと止めた。

　新しい道に、一歩目から障害が立ちふさがったからだ。

「…………」

　足を止めたタケルは肩かたを張った。

　驚おどろいたのは一瞬だった。この声を聞いて、今まで何度驚きよう愕がくし、戦せん慄りつし、絶望させられてきたかわからない。

　いい加減、慣れたと言ってもいい。いつもそうだ。こういうタイミングでやってくる。どうにかこうにか事が収まりそうな時に限って、ずかずか割り込んでくるのだ。

　タケルはため息を吐つくときのように目を閉じて、再び剣に手をかける。

　鞘を逆の手で押さえ、柄を握にぎりながら、声の方へ振り返る。

　風が吹ふき、髪かみが流される。砂すな埃ぼこりと灰が舞まい上がる瓦礫だらけの大地に、そいつはこちらを向いて立っていた。大おお仰ぎような舞ぶ台たい役者のような出いで立ちで、漲みなぎる金きん髪ぱつを風に遊ばせながら、そいつは笑っていない目でこちらを見ていた。

「どうした？　お兄さんに話してみなさい。もしかして全部救うのに失敗したか？」

「…………」

「……おおっと返答無しか！　こりゃ図星だな……何を切り捨てたんだい？　ふーむふむふむ……君だけが帰ってきたということは……」

「…………」

「──ああっ、相棒だな？　あの瑠璃色の子、君の代わりに神にでもなったのか？　それとも、君があの子を人ひと身み御ご供くうにしたとか？」

「…………」

「そうだろう！　ビンゴ!?　僕って冴さえてるなぁ！」

　おちゃらけながらこちらを煽あおるように、そいつは騒さわがしく喚わめく。

　まったくもって人の神経を逆なでする天才だった。だが男の瞳ひとみは、笑っていない。ギラついた目でタケルを見つめ、口元だけに笑えみを作っている。

　心底嬉うれしそうに。心底楽しそうに。タケルの絶望を凝ぎよう視しし、堪たん能のうしている。

　タケルは男へ身体を真正面に向け、対たい峙じした。

　今一度、己おのれの敵を討うつ覚かく悟ごを決めなければならない。

　風に揺ゆれる前髪の中から、タケルが奴やつを睨にらむ。

　奴もまた、風に金髪をバラつかせながらタケルを睨む。




　──草薙タケルとホーンテッドは、雲一つ無い不気味な青空の下で向かい合った。




「……つまらん煽りでは動じないか。答えずとも君の顔を見ればわかるよ。たいした絶望を味わったようだな」

「絶望？　そんなもん、速そつ攻こうで斬って捨ててやったぜ」

　ホーンテッドはふんと鼻を鳴らし、両手を上げた。

「そのようだ。やはりダメだな……神程度では君を絶望させられないらしい」

「ああ、絶望なんてけったくそ悪いもん、刀の錆さびにすらしてやるつもりはねぇ」

「いやぁいやいやその勢いだ。気に入らないが誉ほめてやる。君のおかげで世界が救われたんだ。これで絶望は続く、永遠に……そこには素直に感謝しよう。ありがとうクソッタレ」

「どういたしましてクソッタレ。笑わせんな。続くかよ。ここで終わりだ」

　再び風が吹く。

　風が通り過ぎるまで、二人は無言だった。

「……帰ってきて最初の出で迎むかえがてめぇとはな……ストーカーか何かか？　ご丁てい寧ねいに死んだふりまでして待ってたのか？」

「人聞きが悪いなぁ、男に興味が無いんだよ僕ぁ……でも待っていたのは事実だ。僕は、君が帰ってくるって信じていたからね」

「気持ちわりぃな」

「いまさらかい？」

「何を根こん拠きよに信じてやがった」

「信じていたとも。信じることに根拠なんかない。君は僕の敵だし、僕はこのシチュエーションで君に絶望を与あたえられるってことを熱望し、信じて止やまなかったからね」

　三度たび風が吹く。

　風は徐じよ々じよに強くなり、ゴウゴウと音を立てて二人の間で渦うずを巻いた。

「俺さ……今の今まで、自分のため、仲間のため、妹のため……何かと理由をつけて敵と闘たたかってきたんだ」

「究極的に自分のためだと突っ込んでやりたいところだが、まあいい。君はそうやって、結局ほぼ全すべてを救ったわけだからね、否定はせんよ」

「ああ……でも一人だけ、どうにもこうにも、闘う理由付けをしても言い訳になっちまう奴がいる。どう足搔いたって、俺がそいつをぶった斬ぎりてぇだけな奴がいるんだ」

「ほー、偶ぐう然ぜんだ。僕も似たような奴が一人いる」

「そいつは……俺に剣で屈くつ辱じよくを与えたんだよ」

「ああ、僕もそいつに絶望を奪うばわれた」

「俺のプライド、返してもらわなきゃ気がすまねぇんだよな」

「僕もそいつの希望を木こっ端ぱ微み塵じんにしなきゃ気がすまない」

　二人は同時に、鞘からゆっくりと剣を抜ぬく。

　鞘が刃はと擦こすれ合い、鈴すずの音のような刃音が鳴り響く。

　タケルは瑠璃色の刀を。

　ホーンテッドは漆しつ黒こくのレイピアを。

　互たがいの得物を誇ほこるかのように、二人は剣を抜き放った。

「じゃあ……始めようぜ。あの時の続きを」

「僕は最初からそのつもりでここにいる。この時をどれだけ待ったことか」

　タケルは牙きばを剝むきながら、ホーンテッドは口の端はをつり上げながら笑う。

　もはや語るまでもない。因いん縁ねんというものがこの二人にはある。

　タケルには彼と闘う理由を探せばいくらでもあった。マリから家族を奪ったことや、斑鳩いかるがの姉し妹まいを殺したこと、キセキの心を追い込んだこと……もっと細かいことを挙げればきりがない。タケルの知らないことだってたくさんあるはずだ。

　でも──それらを超こえたところに、斬らねばならないという意志があるのだ。

　突き詰つめると「嫌けん悪お」だ。希望を目指したタケルと、絶望を目指したホーンテッド。対極に位置する二人が嫌悪し合うのは当然のこと。

　だが、そんな線引きにすらも意味がない。対極だとか、裏返って同族嫌悪だとか、そんなものでくくれるほど複雑じゃない。

　嫌悪を単純に言い換かえればしっくりくる。

　まさにこの通り。




　──気に入らねぇ。




　それだけだ。

「…………」

「…………」

　四度目の風は吹かなかった。

　この場所にあるのは、蒼そう天てんと静せい寂じやくと瓦が礫れきだけだ。

　斬り合うには最高の場所だった。

　邪じや魔まが入る余地は無く、止める者は誰だれもいない。

　存分に斬り、存分に斬られ、存分に──ぶった斬れる。

　二人が笑みを消し、静寂の中で全神経を闘いへ向けた。

　タケルは刀を上段に構え、鬼おにの赤い瞳で敵を貫つらぬく。

　ホーンテッドは左手を後ろへ伸のばしきり、拳こぶしを心臓付近で握りしめるように剣を構える。

　魂たましいを失おうと、タケルのミスティルテインは主あるじの要求に応こたえた。

　魔ま法ほう陣じんが出現し、装そう甲こうが足あし下もとから身体からだを包んでいく。

　タケルは瑠る璃り色いろを。ホーンテッドは夜で塗ぬりつぶしたかのような暗い闇やみを。

　纏まといきり、刃を煌きらめかせる。

　そして──




「草薙諸もろ刃は流りゆう皆かい伝でん、草薙タケル──てめぇだけは、この俺がぶった斬る！




　──覚かく悟ごはいいな！　魔法使いッ！」




「いいだろう！　与えてやろう！　絶望を！




　──斬ってやるよ！　魔ま女じよ狩がりィイ！」




　いつかの戦いと同じように、二人は激げき突とつした。

　地を蹴けったのは全くの同時。お互いに真っ直すぐに、初手を繰くり出す。タケルは上段から垂直に一刀両断、ホーンテッドは胸から捻ひねりを加えた超ちよう速そくの突つきを。

　二つの斬ざん撃げきが交わることはないはずだ。言うなれば「線」と「点」。唐から竹たけ割りと突きでは、どちらが先に相手に攻こう撃げきをくらわせるかが勝負となる。

　が、この二人は例外だ。線だろうが点だろうが、スピードだろうが腕わん力りよくだろうが技術だろうが、必然的にカチ合うサダメにある。狙ねらったわけでもなく、そうなる宿命にあるのだ。

　──ドンッッッ！

　およそ剣けん戟げきとは思えないような衝しよう撃げき音が響ひびき、爆ばく発はつが起こったように蒼天に土つち煙けむりが巻き上がる。

　二人の一撃は相そう殺さい。まったくの互ご角かくだ。剣と剣は衝撃に弾はじかれ、距きよ離りが開く。

　煙のせいで視界がゼロになる。煙に巻かれていく中で、弾かれた互いを睨み合い、そして──煙を押し潰つぶし、再び二人は前へ出た。

　視線が交こう錯さくする。斬るという意志を乗せた殺意が稲いな妻ずまを[image: ]ほとばしらせる。

　今度はお互いに力任せではない。技わざを繰り出す。

「草薙諸刃流、八岐大蛇ヤマタノオロチ！」

　タケルは最初から全力だった。ほぼ全てが同時に振ふり下ろされる八連撃。生身では到とう底てい扱あつかえない、人の性能を超えた技だ。縦横斜ななめ、上段一八〇度より迫せまる攻撃。

　避よけるには後方へ下がる以外に方法は無い。前へ踏ふみ込んだホーンテッドは、たとえ今から後方へ跳ちよう躍やくしても避けることはできないだろう。

　であれば細身を生かすのだ。

「ひゃははッ！」

　ホーンテッドはレイピア、ダーインスレイヴの柔じゆう軟なん性の高い刀身をヘビのように撓しならせ、八連撃の隙すき間まに滑すべり込ませた。

　狙うはタケルの顔面。玉ぎよく砕さい覚悟などではない。ホーンテッドは以前のように何度も死ぬことはできない。鐵くろがね隼はや人ととの戦いで命のストックを使い果たして死んだと思い込ませることには成功したが、実際は残りストックが二から一へ減っただけである。

　今度死ねば、本当の本当に地じ獄ごくへ落ちる。だがホーンテッドは恐おそれない。恐れていては、草薙タケルに絶望を喰くらわせることなどできやしないのだ。望むところだと死霊術師ネクロマンサーは笑う。この緊きん迫ぱく感かん、このきな臭くささ、一歩間ま違ちがえば死ぬというこのスリル。

「絶望的だ！　たまらないな！」

　レイピアが八撃をすり抜け、タケルの眼前に迫る。

　──タケルも引かない。このまま斬り伏ふせる。突きはヘビのようにうねり、タケルの右目に迫る。掃そう魔ま刀とうを使用した状態で、タケルは思い切り首を捻った。眼がん窩かの縁へりを刃が掠かすり、血が噴ふき出る。

　しかし避けた。ダーインスレイヴの特性のせいで傷は治らないだろうが、この程度で済んだのなら最高だ。

「──ァアッ！」

　八撃を叩たたきつける。勝つことは確信している。こいつに限ってはどんな技でも勝ちを視みながら振り下ろす。でなければ勝つことなんて到とう底ていできやしないからだ。

　だがその時──ホーンテッドは信じられないことに、極限まで身体の部品を収縮させた。

「キヒッ！」

　魔法？　身体強化の類たぐい？　何でもいい、避けられた！

　八撃の隙間をレイピアと同じように、突とつ然ぜん紐ひものように細くなったホーンテッドの身体がすり抜けたのである。

　こいつは自分の身体を任意でいじくり回せる。人体の全てを理解していると豪ごう語ごしていただけのことはあるのだ。身体の筋肉や脂し肪ぼうを萎い縮しゆくさせ、骨を軟なん化かさせることなど容易たやすい。

　外した反動で地面にタケルの剣が突き刺ささる。

　八岐大蛇ヤマタノオロチを回かい避ひしたホーンテッドが、ぼんっと音を立てて元の太さに戻もどる。

「なんだそりゃ……ッ！」

「昔サァァァカスにいたことがあってねぇ──ッ！」

　ここまでぶっ飛んでいると笑えてくる。が、笑っている暇ひまはない。

　タケルは今隙すきだらけだ。横よこ薙なぎのレイピアが迫る。斬るにはあまり向かない剣だが、ダーインスレイヴにその認にん識しきはまるで意味がない。

　タケルは膝ひざを曲げることだけに全神経を集中させた。頭上をダーインスレイヴの刃が通り過ぎ、斬り裂さかれた前まえ髪がみがハラハラと舞まう。回避には成功したが、これまた隙がデカい。

　ホーンテッドの剣術は臨機応変。ヘビのようにくねり、軌き道どうを変えるのが奴やつの「突き」だ。タケルは肩かた越ごしにレイピアが軌道を変えて迫ってくるのを見た。眼窩を掠めて外れていった突きが、鳶とびが啼なくような音を立てて不自然な格好からタケルの後頭部へ迫る。あの姿勢から普ふ通つうは後頭部に剣先を向けることは不可能だ。

　だがホーンテッドの腕うでの関節は逆に曲がっていた。本当に曲芸染じみた剣術だ。

　避けられない。絶対に無理。

　だったら避けない！　ぶっ飛ばす！

「お──らぁッ！」

「!?」

　右手を地面に突いて軸じくと為なし、膝を曲げた状態から左足を振り上げ、ホーンテッドの左腰こしに炸さく裂れつさせた。

　自分でもびっくりするぐらいに綺き麗れいに入った。

　ホーンテッドの身体が腰からくの字に折れ、無様に吹ふっ飛ぶ。レイピアの切っ先はタケルの後頭部には届かず、ホーンテッドの身体と一いつ緒しよに地面を転がった。

　ホーンテッドは蹴りによる衝撃を、地面に剣を突き立てることで殺す。

　膝をついた状態で、彼はタケルに苛いら立だちを向けた。

「剣術馬ば鹿かが蹴りとは、恥はずかしくないのかい……!?」

「殺し合いに恥はじも糞くそもあるか馬鹿野や郎ろう……！」

　タケルとホーンテッドが自分の得物を地面から引き抜ぬき、空中で無む駄だに一振りしてから再び対たい峙じ。

　この一振りに意味はない。ただの怒いかりの誇こ示じだ。

「気に食わんスタイルだよ、相変わらずの力任せだな！」

「こっちの台詞せりふだ！　クネクネしやがって！」

「僕は草薙諸刃流が大だい嫌きらいだよ！」

「俺もてめぇの剣を認めねぇ！」

　言いたいことを言い合う。ああ言えばこう言う、まるで子供の喧けん嘩かのようだ。

　しかし両者とも本気だった。本気でお互たがいが気にくわなくてしょうがないのだ。

　相手の一挙手一投足が、ムカついて腹が立って胸くそ悪くて不ふ愉ゆ快かいでたまらない。怒りでこめかみの血管が痙けい攣れんする。

「ここからは僕の流れにさせてもらう……！」

「譲ゆずるかよ、最初から最後まで俺の独どく壇だん場じようだ……！」

　ホーンテッドが剣を引き改めて突きの構えを、対するタケルは正眼の構えを取る。

　二人は力を溜ため込むようにギチギチと柄つかを握にぎり締しめ、沸ふつ点てんへと到とう達たつした瞬しゆん間かん、弾はじけた。

　点の嵐あらしがタケルを襲おそう。ホーンテッドの連続突きは掃魔刀でも認識するのがやっとなレベルだ。剣で受け、耐たえ凌しのぐ。

　タケルの正眼の構え。このオーソドックスな構えは、防ぼう御ぎよと攻撃の全すべてに対応できる剣術の基本だ。左右上段霞かすみの構え、土から八相脇わき構え。臨機応変な戦せん闘とうスタイルの変へん更こうが可能。受けに応じてから攻せめに転じるのに最適だ。

　突きの嵐を受けてからの攻めの一手。正眼からの唐から竹たけ割わり、俗ぞくに言う面打ちである。

　様子見ではない、この攻撃からタケルの技が始まるのだ。

　この単純な斬きり下ろしは罠わなである。ホーンテッドの突きの嵐が、実のところこちらの攻撃を誘さそう罠であるのと同じように、タケルの行動も相手の受け流しを誘う罠だ。

　斬り下ろしがホーンテッドの頭に迫る。こちらの攻撃を待っていたと言わんばかりに、ホーンテッドは突きを中断し、タケルの攻撃に絡からみつけるようにレイピアの刀身を引いた。

　太刀たちの根元から、レイピアの刃はが擦こすれる。

　キシッ……ィィン！

　来た。受け流しだ。刃の擦れ合う音と、金属の撓る独特な音色が響く。円を描えがくようにホーンテッドが振るうとレイピアが異常なほどに撓り、タケルの太刀が文字通り──巻き取られる。

　ここまで暴力的な受け流しができるのは、タケルの知る限りオロチくらいのものである。フォンと音を立てて、タケルの攻撃がホーンテッドの背後へすり抜けようとする。

　これを待っていた。

「言ったはずだぜ、俺の独壇場だってな──！　怪かい火か蛍ぼたる！」

　タケルの技が発動する。受け流しを行い、こちらの攻撃を逆手に取ったことを確信していたホーンテッドが驚きよう愕がくする。

　タケルは受け流しを、さらに受け流したのである。

　後方へ流された力を、月を描くように反転させて逆にレイピアの刀身を巻き取った。

「あ!?」

　ホーンテッドの剣が受け流し返しをもらい、大きくぶれて身体からだがよろける。相手の攻撃を利用して振り回したつもりが、逆に振り回されたことにホーンテッドは驚愕した。

　初見ではない。隼人と戦う前のタケルとの攻こう防ぼうでこの技は披ひ露ろうした。わかっていてもどうにもできないだけの技量がタケルには備わっているのだ。

　大きな隙を見いだした。タケルは逃のがさない。

　この好機に食らいつき、貪むさぼり喰くう！

「おおおおおおッ！」

　真しん明めい流りゆう狼ろうノの太刀たち。逆風と呼ばれる下から上へ向けての斬り上げを、言ってしまえば大げさに力任せにした技だ。全体重、バネの瞬しゆん発ぱつ力りよくを利用して、顎あご下したに嚙かみつく狼おおかみのような勢いでタケルの剣けんが迫る。

「なぁめぇるなああッ！」

　奇き声せいを上げてホーンテッドが応戦する。迫る刃にレイピアを当てがい、タケルの刀の鍔つばまで滑らせる。首を大きく反そらし、剣を握った腕を極限まで伸のばす。

　レイピアの刃が鍔に激突し、ホーンテッドの顎先ギリギリのところでタケルの刃が停止した。予想外の防ぎ方に戦せん慄りつするも、タケルは止まらない。鍔にかかったレイピアの刃を、自分の扱あつかう刀の峰みねに肩かたをぶつけることで思い切り弾はじいた。

　諸刃流金かな槌づち坊ぼうの応用。技の途と中ちゆうで、しかも拳こぶしではなく肩によるタックルで斬撃の後押しをした。

　弾かれたホーンテッドが大きく後方へ下がる。タケルは金かな槌づち坊ぼうを使用した際に生じた反動を利用して、すぐにまたホーンテッドに襲いかかる。

　怪かい火か蛍ぼたるが止まることはない。相手がこちらの攻こう撃げきを利用しようが、そこにどのような「力」が生じているのであれ、その力を利用して加速する。

　受け流し、受け流され、またそれを受け流す。そうすることで延々攻撃速度と威い力りよくは増していく。ホーンテッドの得意技は突つきだ。直線ではなく歪いびつな軌道の変化が生じるし、アクロバティックな姿勢から放たれるため、流れが読みにくい。

　だが対応できないほどではない。タケルが宣言した通り、この技には戦いの流れをこちら側の独壇場にもっていくだけの力がある。

　やがてタケルの斬撃は相手の速度を凌りよう駕がし、ホーンテッドを押していく。

　ラピスと別れる前まで忘れてしまっていた記き憶おく。気にくわないが、ホーンテッドとの受け流しの応おう酬しゆうは、オロチとの修しゆ行ぎようを思い出させた。魔ま導どう学園の夜の校舎でオロチの指南を受け、共に剣を交えた。加速していくお互いの剣けん戟げきが楽しかった。

　師し匠しよう、オロチは言っていた。

　流れを読み、流れに乗る。

　ただしこの技わざは流れに乗りすぎれば不意を突かれる。流れの変化を見逃すな。

　目を見開き、垣かい間ま見みろ。流れを維い持じしつつ、ホーンテッドの一挙手一投足を見逃すな。

　右足を前へ踏ふみ込み、こちらに背を向けるような格好から相手の突きが放たれる。

　上から下へ、飛び魚が水面から飛び出し、再び突とつ入にゆうするかのように切っ先が迫せまる。

　アーチのようにレイピアの刀身が撓しなり、タケルの額を狙ねらう。タケルは流れるような動きで、柳やなぎの構え。左足を斜ななめ後ろへ引き、刀を頭上で構え、頭部を守る。

　だが次の瞬間、その突きは予測とは違ちがう軌き跡せきを描いた。ホーンテッドがわずかに手首を捻ひねらせる。

　──鳶の啼き声に似た音が響ひびいたかと思えば、アーチ状の軌跡が逆アーチへと一瞬でシフトした。まるで月の形が上弦から下弦へと移り変わるようだ。

　上から降りかかるような突きが、下からの突き上げに変化したのだ。

　柳の構えによって頭を守ろうとしたタケルの防御をかいくぐり、針のような切っ先がタケルの喉のど元もとに迫る。流れの変化。攻撃パターンを変えることで、流れの主導権を得ようとホーンテッドは画策したのだ。

　読んでいた──が、これは対応できない。この構えから喉を守るのは不可能。たとえ怪かい火か蛍ぼたるといえど、絶対防御を実現できるわけではない。あくまで受け流し。受けることができなければ意味がない。

　故ゆえに、タケルは自分の腕以外に頼たよることにした。

　柳の構えの状態から柄から左手を離し、左手のひらに何かを握るような形を作る。

「小こ太刀だち！」

　答えが返ってこなくとも、応こたえてくれるはずだ。

　たとえ魂たましいが無くとも、お前は俺の剣だと信じている。

（ラピス……ッ！）

　呼びかけに返答は無かった。

　されど──音も無く左手の中に小太刀が現れた。タケルは柄を強く握り締め、逆手に握った刃で喉元に迫る突きを振ふり払はらう。

　金属音を立てて、ホーンテッドの攻撃が防がれた。

　タケルはそのまま小太刀によってレイピアをあらん限りの力をもって弾く。ホーンテッドは弾かれた衝しよう撃げきにより、わずかに足を浮うき上がらせた。

　柳の構えを解き、そのまま刀を天に掲かかげ大上段に構える。

「諸刃流──狒ひ々ひ脅おどし！」

　幻げん想そう生物に対するフェイントの技だが、そのまま当てても威力は十分だ。振り下ろされた斬ざん撃げきを、ホーンテッドが歯を食いしばり回かい避ひを試みる。

　が、弾かれた衝撃でホーンテッドは地に足がついていない。

　身体を反らすだけで限界だった。

「──がはッ……！」

　タケルの一撃がホーンテッドの身体を袈け裟さ斬りにする。手応えは浅いがホーンテッドの装そう甲こうを破り、彼の胴どう体たいから血が噴ふき出した。

　再び視線が交こう錯さくする。

　タケルはざまぁみろとホーンテッドを笑い、ホーンテッドも奥歯を嚙みしめながら楽しげに笑った。

「こうでなくてはならない！　その剣あってこその君だからな！」

「てめぇに言われるまでもねぇ……俺とラピスは最強だ！」

「ハッ！　だとさ！　どう思う、ナハトッ！」

　ホーンテッドが名を呼ぶと、

《示してやるよ。ボクらが上であることを》

　平へい坦たんな声が両者の頭の中に響いた。

　ダーインスレイヴ。模も擬ぎ戦トーナメント襲しゆう撃げきの際に、タケルも一度だけ声を聞いたことがある。ラピスと張り合ったＳクラス魔導遺産の人格だ。

　その性能を忘れたタケルではない。ホーンテッドが地を蹴けって後方へ退いたのを視みて、タケルが怪かい火か蛍ぼたるを停止して大きく身構えた。

　風を切る音が無数に響いた。後方へ跳ちよう躍やくしながらホーンテッドが剣を振り回したのだ。

　その動作が無意味ではないことをタケルは知っている。

　斬撃の残留、そして──

「踊おどれ！──滑こつ稽けいにな！」

　──斬撃の飛ひ翔しようだ。

　タケルは慌あわててアナリシスフィルターを要求する。網もう膜まくに魔力を感知する膜を貼はり付けて、目に見えない斬撃を可視化するためだった。

　視界が少しだけ薄うす暗ぐらくなる。しかしタケルがホーンテッドの斬撃を可視化した時には、すでに遅おそかった。

「──くっ！」

　急ぎ剣を振るって斬撃を叩たたき落とす。飛翔してきた斬撃の内、落とし損そこねた二撃がタケルの肩を抉えぐり脇わき腹ばらを掠かすめた。

　噴ふん水すいのように血が噴き出る。断じて致ち命めい傷しようではないが、治ち癒ゆできない傷だ。タケルは装甲で傷を無理矢理塞ふさぐ。最初に奴やつと戦って傷を受けた時は、肺に穴が開けられた。あの時の痛みに比べれば、どうということはない。

　しかし傷を塞いでいたわずか二秒間、その間に──ホーンテッドとの間に広がる空間には、ゾッとするほどの数の残留斬撃が仕し掛かけられていた。

　ホーンテッドは空中で停止する斬撃の中心で、両手を広げて肩を竦すくめる。

「僕の相棒も今回ばかりは張り切っていてね。だが少し不満みたいだ。君が自分の相棒を犠ぎ牲せいにしたおかげで、雪せつ辱じよくを晴らす機会がなくなってしまったからねぇ」

　ホーンテッドの言葉を、ナハトは鼻で笑った。

《不満なんかない。ボクは剣としてしか瑠る璃り色いろを見てない。剣としての性能が健在なら、へし折ってやる》

「んふ♪　だそうだよ？」

　ホーンテッドはまるで自分の剣を自じ慢まんするかのように、ダーインスレイヴの刀身を撫なでる。タケルは野太刀を右手に、小太刀を左手にしながらホーンテッドの挑ちよう発はつを鼻で笑った。

「……ならさっさと確かめようぜ。どっちが上か、決着をつけようじゃねぇか……！」

　野太刀を眼前で握にぎり直し、瑠璃色の刀身を輝かがやかせる。

　ホーンテッドもまた、眼前で騎き士しのように黒の剣を掲げる。

　己の得物を誇ほこり、二人は再び激突する。

「ここからが──！」

「──本番だ！」

　両手の刀をクロスさせ、タケルが疾しつ走そうする。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　避さけることは考えない。斬撃の残留など、見えているならば問題にならないのだから。

　目の前に障害があるならば、全すべて薙なぎ倒たおす！

　手に握ったラピスも、空気を震ふるわせ、鈴すずの音のような刃は音おとを打ち鳴らした。

「ッハハハハハハハハハハ──ッ！」

　口を開け、ホーンテッドが高笑いをしながら剣を振るう。

　静止していた残留斬撃が、瞬時にタケルへ襲おそいかかった。

　まるで誘ゆう導どうミサイルのように、一撃も外すことなくタケルを襲撃する。

　タケルは真っ直すぐに走りながら斬撃を叩き落とす。赤黒い斬撃は、タケルの振るう剣に激突し、ガラスのように砕くだけていく。

　脆もろい斬撃だ。実際に振るわれるホーンテッドの剣に比べれば飴あめ細ざい工くのようなもの。

「こんなもので俺とラピスが止められるものかッ！」

　一〇、二〇、三〇。斬撃の悉ことごとくをぶった斬ぎりながらタケルは猛もう進しんする。

　全部をぶつけるのだ。

　自分と相棒が最強だという証明のために！

「君の生き方はまるで機関車だな。前だけ見てるのは感心しない──ぞッ！」

　ダンッ！　ホーンテッドが突とつ然ぜん右足を踏み鳴らした。

　ワンパターンに突っ込んでくるタケルの足あし下もと、そこに蠢うごめく黒い魔ま法ほう陣じんが出現する。

　斬撃に対応していたタケルも、戦慄しながら足下を見た。

　瞬しゆん間かん──ドゴッ！

　海から顔を出した巨きよ大だいな鯨くじらのようなバケモノが、タケルの足下から飛び出した。タケルは鯨のバケモノに押し上げられ、空へと吹ふき飛ぶ。

　ホーンテッドは額に手をかざしながら、高く垂直に打ち上げられて小さくなっていくタケルを眺ながめつつ口笛を吹いた。

「子供の頃ころ飼ってた魔法生物ペツトだけど、久しぶりに出したらまーたデカくなってる！」

　剣での対決に魔法生物の召しよう喚かんを行ったことを、ホーンテッドは野や暮ぼだとは微み塵じんも思っていなかった。タケルも同じだろう。彼も勝つためならば手段など選ばないはずだ。この闘たたかいにルールなどというものは無い。あるとすれば手を抜ぬいた方が死ぬという必然だけだ。

　卑ひ怯きよう外げ道どう邪じや道どう、お互たがいに大だい歓かん迎げいだ。

《どうでもいいことしゃべってる暇ひまなんか無いぞ。来る》

　ナハトの声にハッとして、ホーンテッドは空を泳いで昇のぼっていく鯨のバケモノを凝ぎよう視しした。上空で法ほ螺ら貝のような鳴き声が響いたかと思えば、鯨のバケモノの体表を何かが走っている。剣を突つき立てたまま螺ら旋せんを描えがくように走っているタケルの姿を見て、ホーンテッドは嬉うれしそうに剣を横よこ薙なぎに振るった。

　鯨のバケモノがタケルの反撃によって魔力の粒りゆう子しとなり拡散した直後、ホーンテッドは魔法陣をいくつも出現させ、中から異形の軍勢を召喚し、空へ放った。《絶望の樹海ベラドンナ・フオレスト》。異世界のゲートを開き、ごく低級の魔法生物を魔力の続く限り無限に呼び寄せる魔法だ。

　空から落下してくるタケルに、異形の軍勢が接近する。

　タケルは魔力を吹き荒あらしながら、異形共に落下しつつ対処する。

　草薙諸刃流を相手に、異形で挑いどむことが愚ぐの骨こつ頂ちようであることをタケルが披ひ露ろうする。あらゆる諸刃流の技を駆く使しして、異形の軍勢を斬っていく。

　捌さばき切れないものは魔力の噴ふん射しやで回避しながら、タケルがホーンテッドの真上目がけて降りてくる。

　ホーンテッドはナハトの刀身を摑つかみ、その刃を硬こう化かさせるよう命じた。強度と硬度を極限まで上げさせてから、ほんのわずかに刀身を反らせたまま固定し、鞘さやへ収める。鞘は魔導遺産ではないため、刀身の形状に歪ゆがめられて反り返った。

　細身の直ちよつ剣けんであるレイピアに、居い合あい抜ぬきのような技わざはない。刀身に僅わずかに反りを加えることで可能にはなるが、あまり意味があるわけではなかった。

　ただ、この姿勢は攻こう撃げきのタイミングを合わせやすいのは事実。動きの速い相手に対応するには絶好といえる。もちろん、彼にはやってみたいという好こう奇き心しんがあった。

「─────来い……ッ！　羽虫のように叩き落としてやる……！」

　避けるつもりがない。避けようとしても、魔力噴射で狙ねらいを定めて墜つい落らく前に斬ってくる。そういう予感が彼にはあった。

　だから真っ向勝負。指先で弄もてあそんでやる。

　──タケルは上空で縦回転を始めた。鯨のバケモノの攻撃によって左ひだり腕うでがイカれたため、小太刀は使えない。剣の形状は巨大なツヴァイハンダーに変形させる。

　ホーンテッドがいる地上が迫せまる。距きよ離りは完かん璧ぺきに把は握あくしている。何度も使ってきた技だ。叩き付けるタイミングも身体からだに染しみついている。

「草薙諸刃流──」

　タケルは極限まで回転しながら、墜落する寸前にホーンテッドの脳天へ向けて技を放つ。

「──蟷螂カマキリ坂ザカ！」

　同時にホーンテッドも、鞘から反りの入ったレイピアを引き抜き、鯱しやちほこのように上体を反らして真上へ居合を行った。

　巨大なツヴァイハンダーとレイピアでは圧あつ倒とう的てきに前者の方が強きよう烈れつだが、硬化時のダーインスレイヴの強度はどんな衝しよう撃げきも防ぎ切る。

　刃と刃が迫る。

「────」

　タケルは剣がぶつかり合う瞬間に、ツヴァイハンダーを短刀へと変化させた。

　ホーンテッドが絶句する。ツヴァイハンダーの巨大な刀身が消失したことでレイピアの刃は空を切り、タケルがその刃をかいくぐるようにして短刀をホーンテッドの左腕に斬りつけた。

　──ズダンッ！

　タケルが着地すると同時に、地面が陥かん没ぼつと隆りゆう起きを同時に起こす。短刀に斬られた左腕が宙を舞まう中で、ホーンテッドは忌いま々いましげに顔を痙けい攣れんさせた。タケルも着地体勢からホーンテッドを見上げ、睨にらみつけながら野太刀へ戻もどした刀を右手に握る。

「……ぐぅぅ……ッ！」

「……アァァ………！」

　ホーンテッドに握られたダーインスレイヴが、ギチリと音を立てる。

　野太刀に戻した剣を構え、タケルが鬼おにの瞳ひとみに赤い炎ほのおを宿らせる。

「カアアアアアアアアアアアッ！」

「おおおおおおおおおおおおおおッ！」

　そして──二人の剣けん戟げきが再開する。

　お互いに片腕。受け流しに全神経を注げるほど、お互いに消しよう耗もうは軽くない。

　我が武む者しや羅らだ。自分の中にある力の全てを、目の前のクソ野や郎ろうに叩き込むのだ。

　刃と刃が甲かん高だかい音を立てて交わる。タケルの技の応おう酬しゆうも、やがて剣の基本動作となっていく。ホーンテッドの独特な西洋剣術も、歪いびつながらも保っていた型を失い、もはや獣けものが牙きばを振ふるっているかのようだ。

　血潮が飛散し、肉が裂さけ、辺り一面が赤に染まっていく。どちらの傷なのか、どちらの血なのかすらわからない。

　満まん身しん創そう痍いがやってくる。

　それなのにこの怒いかりが身体を止めることを許さない。

　目の前の存在が許せない。最初からお互いにそうだった。

　こいつの立ち居振る舞いが気に入らない。こいつの考え方が気に入らない。こいつの目指すものに反吐へどが出る。こいつの声は脳を揺ゆらし、吐はき気けを催もよおすほど不快でならない。こいつの顔を踏ふみつぶすことができればきっと晴れやかな朝が迎むかえられるだろう。

　こいつの存在が、俺は、僕は、生理的に受け付けない。

　嫌けん悪おが同じだってことが嫌いやでもわかる。こいつは強い。自分よりも格上な部分がいくつもある。お互い、真っ当な人間であれば好敵手になり得たかもしれない。

　だが──断じてこいつだけは認めない。認め合うなんてまっぴらご免めんだ。

　こいつは宿敵だ。憎にくむべき、殺すべき存在だ。

　お互いが嫌きらいで嫌いでしょうがない。ムカついてムカついてしょうがない。

　生きているのが許せない──！

　この手で斬らねば収まらない──！

　ぶった斬らねば気が済まない──！

「おおおおおおるぁぁぁぁあッ！」

「ぬぐるぁあああああああああ！」

　互いに奇き声せいを上げて、自分勝手な誇りで斬りつける。

　絶望を。希望を。そんなものはどっかへいってしまった。

　剣術の申し子としてのタケルはいない。

　絶望の申し子としてのホーンテッドはどこにもいない。

　ここにいるのは二匹ひきの醜みにくい獣だけだった。

　どれほどの攻防が……いや、攻々が続いただろう。青空に浮うかぶ太陽は、自分達の真上にあった。日差しがチリチリと身体を焦こがす。冬真っ盛さかりだというのに、身体が熱くて仕方が無い。視界が霞かすむ。息が上がる。汗あせが出る度たび蒸発する。

　幾いく百幾千の剣戟を交え、二人は限界を迎えようとしていた。身体の中の血が乾かわいて、砂になって身体の中をザリザリと流れているみたいだった。身体が重くて、ろくに動きやしない。でも止めない。こいつを斬るまでは、止められない。

「……ッ！」

　タケルは今一度ラピスを振り上げ、ホーンテッドの顔面に振り下ろす。

　スピードこそ速かったが、姿勢も踏み込みもなっていないため避けるのは容易たやすい。

「……っ！」

　ホーンテッドは半身を引くのがやっとだった。回かい避ひし切れずに肩かたを斬られる。血の噴ふき出た傷口を押さえ、後方へよろめく。

　ホーンテッドが後退した自分に苛いら立だち、突きを放つ。

　タケルは回避しようとしたが、瓦が礫れきに足をとられて姿勢を崩くずし、首筋を抉えぐられる。

　そして、お互いに膝ひざをつく。

　距離は一メートル。目の前に、汗だくの情けない顔で息を荒あらげる奴やつがいる。

　自分も同じ状態だということを思い知り、苛立つ。

　二人は意地で立ち上がる。

　よろめきながらも顔を突き合わせる。

　獣のように息を吐き、歯を剝むき出しにして、間近で睨み合う。そして次の瞬間──思い切り頭を反らして、まったく同時に互いの額に頭ず突つきをお見み舞まいした。

「ぐぁっ……！」

「カァッ……！」

　互いが衝撃に後方へよろめき後ずさる。立っているのがやっとな状じよう況きようでダメージに喘あえぎながら、距離五メートルの地点で足を止めた。

　二人とも息を吐く。闘うために息を吐く。頭突きの痛みに頭を振り、額を押さえた指の隙すき間まから睨み合う。

　お互いの戦意とダメージを探さぐり合う。

　同じだ。この消耗、この気力、同等だ。

　確信に互いが目を細める。




　──次で最後だという、確信。




　次の一撃で、恐おそらくどちらかが命を落とす。

　この間合いはそういう間合いだ。

　お互いに息を整え、背筋を伸のばす。

　嫌悪と獣の衝しよう動どうは消え、二人は再び人に戻った。

「悔くいのないよう……最高の一撃にすることだな……草薙タケル」

「……決着だ……ホーンテッド」

　対たい峙じする。

　怒りをぶつけ合う時間は終わった。

　最後は、己おのれの信じるもののために剣を振るおう。

　ホーンテッドは、絶望を。

　ただただ純じゆん粋すいに、絶望を追いかける。

「君をここで殺すことは、僕にとって極ごく上じようの絶望だ。それは変わらない。君の死の絶望は、君だけでなく様々な人へ伝でん播ぱする。まるで種が芽め吹ぶくように、至る所で花を咲さかせてくれるだろう」

「…………」

「僕はそれを見るために君を殺す。君達の絶望を味わうことが、僕の今の生きがいだ」

　ホーンテッドが剣を騎き士しのように眼前に構え、魔ま力りよくを纏まとう。

　黒い、夜のような魔力は足あし下もとに魔ま法ほう陣じんを構築し、ダーインスレイヴの刀身を闇やみが包んだ。

《ヒャズニングの血戦ベルセルク・エンチヤント》。身体狂きよう化かと精神狂化を同時に為なし、エンチャントに生じる破は壊かい力はこの世に存在する全魔導遺産の中でも随ずい一いちと言っていいだろう。

　最高の一撃を。

　相棒と自分が持ち得る全すべての力を、ホーンテッドはこの一撃に込こめるつもりだ。

「…………」

　タケルは右手に握にぎった剣、ミスティルテインを見つめる。

　これまで奴と剣を交かわしてきたのは自分のためだった。いつも自分のためなのは変わりないが、奴に限っては意地とプライドのためだった。

　だけど……この一撃はそういう一撃にはしない。

「俺は…………」

　タケルはミスティルテインを……ラピスを見つめたまま、口を開く。

　最後に見せてくれた、ラピスの極上の笑え顔がおを思い浮かべる。

　そしてあの場所を。

　みんなの待つ、あの場所を思い出す。

　ドアを開ければ迎えてくれる、あの場所を。

「俺は、帰るためにこの一撃に全てを込める」

「…………」

「自分の居場所に帰るために──お前を斬きる」

　それが草薙タケルの願いだ。

　それが草薙タケルの希望だ。

　仲間のために。

　妹のために。

　自分のために。

　そして──今もどこかで見守っていてくれる、相棒のために。

「なるほど。実に君らしい希望の在り方だ……砕くだいてやるのが楽しみだよ」
















　口元に笑みを浮かべて、ホーンテッドは闇を纏い、構える。

　タケルもまた刀を鞘さやへ戻し、腰こしを沈しずめた。

「…………終わりにしよう」

　タケルが提案し、

「…………そうするよ」

　ホーンテッドが頷うなずく。

「お前の絶望を」

「君の希望を」




「「──ここで断たつ」」




　指先が柄つかに触ふれて、タケルは静かに命令する。

「ラピス……《黄昏の付与トワイライト・エンチヤント》」

　鞘の中で、刀身に炎ほのおが灯ともる。

　今まではこの炎に熱を感じることはなかった。ただの魔法であり、異い端たんを狩かるための力だとしか思っていなかった。

　今はこんなにも温かいと感じる。頰ほおに触れたラピスの手の温ぬくもりに似て、柔やわらかく、温かい……。

　タケルは目を閉じ、思い描えがく。

　思考を一本に絞しぼるのではなく、思い描く。

　鬼おにノの心こころ得えは、狂気を与あたえるためのものじゃない。無む駄だな思考をカットし、戦うための意志だけを残すためのものだ。

　戦うための意志。戦うための理由。

　目的、行動。

　居場所に帰るために──斬る。

　音が消え、身体からだの感覚が消える。

　目を開けば、世界が遅ち延えんしていくのが見えた。

　世界が遅おそくなり、世界が置き去りになる。

　光の粒りゆう子しが見える。何もかもが止まって見える。

　その中を、タケルは一歩足を踏ふみ出す。

　相棒と共に、先を目指す。

　追いかけるのは光じゃない。目的地は光じゃない。

　光の粒子が動きを再開し、流れていく。

　タケルは剣を構えるホーンテッドの後ろに、小隊室のドアを見ていた。

　あの場所へ帰る。

　それが願いだ。

　俺の……。

　相棒の……。

「帰ろう、一いつ緒しよに」

　剣を鞘から抜ぬき放ったタケルは、光の先に、ドアが開くのを見た。







　百ひやつ鬼き夜や行こうの侵しん攻こうが止まった後、首しゆ都と圏けん全域を埋うめ尽つくしていた鬼の海は全すべて灰と化し、大樹は枯かれ果てて地上へと降り注いだ。地下の百鬼夜行が灰になったため、いくつもの地じ盤ばん沈ちん下かが各地で確かく認にんされている。もはや首都には以前の面おも影かげは皆かい無むだった。

　百鬼夜行の侵攻から一晩が経過していた。鳳おおとり颯そう月げつがタケルと共に姿を消してから、三五小隊は生き残ることを最優先に行動した。

　ヘリに乗っていた桜おう花かは気を失ったキセキを回収し、うさぎと斑鳩の乗るヘリに飛び乗り、崩れる大樹から退たい避ひした。

　その後、異端同盟が対魔導学園跡あと地ちに集結し、桜花達は手当てを受けた。一番重傷だったのはマリだった。マザーグースとの戦せん闘とうによる負ふ荷かを背負いながら、魂たましいの主導権を奪うばわれての桜花との戦い。さらには仲間を守り、タケルに力を与えるために二度目も魔力を枯こ渇かつさせた。普ふ通つうの魔女であれば命を落としていてもおかしくない状態だった。

　桜花達は気が気ではなかったが、治ち療りようを担当した薬師シーリーと医い療りよう魔法師の「長期の療りよう養ようが必要だが、命に別状はない」という言葉を聞いて、安あん堵どした。

　桜花とうさぎと斑鳩は、救護所のテントで夜が明けるまで肩かたを寄せ合っていた。

　誰だれも何もしゃべらなかった。これからどうするべきかをそれぞれが考えていた。颯月による世界の破は滅めつがどうなったのかもわからず、タケルは皆みなの元を去った。

　キセキに何と言えばいい。キセキはこれからどうなるのか。

　自分達は……世界は……先のことは何もわからなかった。

　三人は肩を寄せた。一緒にいればなんとかなる。今まで通りに、力を合わせれば道が開ける。そう思ってもやはり時間は必要だった。

　せめてこの夜が明けるまでは……。

　──星白流が帰き還かんしたのは、つい三〇分前のことだった。

「今の爆ばく発はつ……もしかして」

　救護所にあった四輪駆く動どう車を拝借し、桜花とうさぎを乗せてテントを出発した斑鳩は突とつ然ぜんの揺ゆれと閃せん光こうに急ブレーキをかけた。

「……っ！」

「鳳！」

　うさぎの制止の声も聞かず、桜花が助手席から飛び降り、駆かけ出す。桜花は爆発のあった方向へ悪路を走る。斑鳩とうさぎも、後ろから追いかけてきていた。

　流は言っていた。

『保証はできないけど、この場所に行ってみて……彼がまだ人でいるなら、もしかしたら』

　わずかな希望だと流は言っていた。桜花達はその希望に縋すがる以外に選せん択たく肢しは無かった。

　瓦が礫れきを飛び越こえ、灰に足を取られながらも、必死に前へ進む。

「タケル……！　タケル……っ！」

　彼の名を呼びながら、爆心地を目指す。

　たどり着いた場所には、巨きよ大だいなクレーターがあった。

　クレーターの縁へりで立ち止まり、辺りを見回す。

　何も無い光景。破壊の限りを尽くされた、灰の世界が広がっている。

　その中心に……桜花はあるものを見つけた。

　クレーターの底に灰の降り積もった山がある。

　その山に二振ふりの剣が刺ささっていた。

　黒い細身の剣と、瑠る璃りの刀。

　二つの剣は、交差して灰に刺さっていた。

「……………………そんな……」

　桜花が膝ひざをつき、無念に目を細める。灰を摑つかみ拳こぶしを作る。

　悔くやしさと悲しみが押し寄せる。灰に涙なみだが落ちて、黒い点が広がっていく。

　帰ってはきたのだろう。自分のすべきことをして、彼はこの世界に帰ってきた。

　その事実だけが唯ゆい一いつの救いだった。

　彼の居場所は今もここにある。

　たとえその身が朽くち果てようとも、魂はこの場所に帰ってきたはずだ。

　だから泣き止やめと、桜花は自分に言い聞かせる。

　──その時だった。

　灰の山が微かすかに蠢うごめき、崩くずれた。

　桜花がハッとして顔を上げる。

　パラパラと灰が山から落ちていく。灰が内側から盛り上がっていく。

　桜花は腰のベルトから拳けん銃じゆうを引き抜く。

「……っ……」

　照準を灰の山に合わせ、息を吞のむ。

　どっちだ？

　あいつはどちらの剣を握る？

　灰に塗まみれた男が山の中から姿を現す。片膝をつき、灰で真っ白になった頭を振りながら、まだ動く右手のひらを広げた。

　そして男は──己おのれの愛剣を、その手に握った。








エピローグ　三五試験小隊






　──第二次魔ま女じよ狩がり戦争。

　終結から五年も経たったというのに、この戦いの行方ゆくえはいまだにはっきりしたことがわかっていない。魔女達の侵しん略りやくがあったことは事実だが、前ぜん哨しよう戦せんともいえるボーダーライン侵攻と同様、ウェストサイドの過激派『純血の徒』による独断専行であったと報道された。

　この戦いの行方を不ふ明めい瞭りようにしているのは、全て百ひやつ鬼き夜や行こうと呼ばれる幻げん想そう生物が原因だ。審しん問もん会がこの幻想生物を囲っていたことが明るみになり、実戦に投入したことは現在でも批難の対象となっている。百鬼夜行がその後どうなったのかも、審問会は暗あん黙もくを貫つらぬいていた。

　審問会会長鳳おおとり颯そう月げつの失しつ踪そう、及および百鬼夜行による主要支部への直接攻こう撃げきによって、審問会幹部の人間はほぼ全員死亡した。審問会の機能は数ヶ月に及び麻ま痺ひし、巨大聖域の中に魔女の国があるということが公おおやけにされた直後は、旧日本にかなりの混乱が生じた。人々は魔女の侵略に怯おびえ、百鬼夜行に与えられた傷が癒いえぬまま暗雲立ちこめる日々を送った。

　異い端たん審問会を立て直したのは、異端同盟を名乗る集団だった。力を失った審問会には、彼らの協力を拒こばむことはできなかった。

　審問官と魔女で構成されたその組織の長、星ほし白じろ流ながるとエグゼの隊長である鐵くろがね隼はや人との尽じん力りよくにより、被ひ害がい地域の復興及び魔女の国との休戦条約を結ぶための交こう渉しようが可か及きゆう的てき速すみやかに行われた。どのような経けい緯いがあったかは公にされていないが、早さつ急きゆうに条約は結ばれた。

　戦後二年が経ち、魔女の国との本格的な外交が始まる。

　異端同盟は役目を終え、一時的に解体。臨時ではあるが星白流が審問会会長に就任。いくつかの魔女に対する差別的な法を改正し、副会長の鐵隼人と共に今もなお世界の安定に尽力している。

　そして──この戦いの真実を知る者達は、今。




　　　　＊＊＊




「桜おう花かちゃん……またあんパン？」

　あんパンをいっぱいに詰つめ込んだ紙かみ袋ぶくろを抱かかえる桜花を見ながら、レジで頰ほお杖づえを突ついた吉よし水みず明あきらが苦く笑しようした。

　紙袋の横から顔を出し、桜花は「うむ」と頷うなずいた。

「栄養バランス考えないと、身体からだ壊こわすよー」

　人の良さそうな笑えみを浮うかべながら、明はレジのボタンを押す。

　紙袋を置いて、桜花はレジ横にある冷蔵庫から牛乳瓶びんを四本とアイスコーヒー一本を取り出し、カウンターに置いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。不足気味な栄養素はサプリメントで補っている。むしろ私からあんパンと牛乳が奪われるようなことがあれば、逆に体調を崩しかねん」

「まあうちとしては助かるんだけどさ」

　慣れないレジ打ちをしながら頰ほおを指で搔かく明のことを見ながら、桜花は緩ゆるやかに笑った。

「どうだ？　調子は」

「お店のこと？　まだ三ヶ月だし、軌き道どうには乗ってないかなぁ」

「それもあるが、体調のことだ。変わりないか？」

　桜花に問われて、明はにっこり微笑ほほえんだ。

「うん。まだ定期的に検けん診しんは必要だけど、斑鳩いかるがちゃんのおかげでほとんど人間の身体と一緒になれた。心配いらないよ」

「……そうか。ならいい」

　と、そこで思い出したように、桜花が人差し指を立てる。

「そういえば、旦だん那なは元気か？」

「奥にいるよ？　会ってく？」

　提案されて少し考えたが、桜花は「いや」と首を振った。

「仏ぶつ頂ちよう面づらで追い返されるのが目に見えているしな。やめておこう」

「あはは、確かに。あの人、なんでか元三五小隊の人達に仕事姿見られるの嫌いやがるんだよね～」

「性格上仕方あるまい。でもまさか……本当にパン屋になるとは思ってなかったぞ」

「本人もそうだと思うよ」

　苦笑する明の姿に、桜花も苦笑が浮かぶ。

　あれから五年経った今も、吉水明のポニーテールは健在だ。見た目は少し大人っぽくなった。相変わらず親しみやすい愛あい嬌きようのある子である。パン屋のエプロンもよく似合っている。

　吉水明は、大戦後対魔導学園を自主退学（といっても一年以上学業は再開されなかったが）、その後すぐに霧きりヶが谷や京きよう夜やと結けつ婚こんした。

　いろいろあった京夜だが、復ふく讐しゆうを果たした後は彼も学園を辞やめ、ネロも手放した。復讐心とは無む縁えんになった京夜にネロを所有する理由もなく、ネロもまた彼と契けい約やくを続けるメリットが無かった。ネロは新たな契約者待ちのレリックイーターとして、審問会に保管されている。はずなのだが、たまにこのパン屋に顔を出しにくるとか。

　理由は、今の京夜の職業にある。

　パン屋だ。立派な仕事だが、以前の京夜からは想像もできない職業である。なんでも、復讐を終えて新しい生き方を明と共に探すことになった時、三五小隊とパン屋に変装して潜せん入にゆうした時の話をしたところ、面おも白しろがって明が「パン屋になろう！」と提案したらしい。

　嫌がる京夜の背中を押して、半ば強制的に調理師免めん許きよを取らせ、三年間の修しゆ業ぎようの後、晴れてパン屋を開店した。

　パン屋のおっさんに変装していた京夜が、本当にパン屋のおっさんになったというわけである。根が真ま面じ目めなので、嫌々でもやると決めたらやる男なのだが、意外と嫁よめの尻しりに敷しかれているらしい。ネロはそんな京夜を面白がって、この店にたまに顔を出すのである。

　臨界点クリテイカルポイントへの潜入の時のパン屋姿の京夜を思い出すと、今でも桜花は吹ふきだしてしまう。

「……っと、いかん。そろそろ時間だ。急がなくては」

「今日もお仕事？　大変だね」

「いや、今日は仕事の前に用があってな。友人の入学祝いなんだ」

　桜花が言うと、明も思い当たったのか、「あ～そっかそっか」とニコニコしながらガラス窓の向こうを見た。

　桜が咲さいている。あの戦いから、五度目の春だった。

「もう春か～」

「ああ、早いものだ」

　明から紙袋を受け取り、お金を渡わたす。明が手を振って、笑顔で送り出してくれる。

「ありがとね。気をつけていってらっしゃい」

「うむ。旦那によろしくな」

「たまには会いに行くように言っとくよ」

　出入り口のドアを開けると、ベルの音が鳴り、風に乗って桜の花びらが頰を掠かすめる。

　桜花は腕うで時計を見て、小走り気味に歩き出す。

　あれから五年。桜花は対魔ま導どう学園を卒業し、今は異端審問官『魔女狩りデユラハン』、第零ぜろ殲せん滅めつ機動隊『エグゼ』の隊員として現場復帰していた。

　今年で二一歳だ。変わったところといえば、背が伸のびたことぐらいだろうか。長身であることが最近の悩なやみなのだが、多くの場合は羨うらやましがられるので悩みであることをなかなか打ち明けられずにいる。幸い胸の大きさはあまり変わっていない。

　髪かみは前よりもずっと伸びてしまった。上司である大おお野の木ぎ彼方かなたによく邪じや魔まだから切りなさいと叱しかられるのだが、なかなか踏ふん切りがつかないでいた。

　服装は対魔導学園の制服からエグゼの黒制服に替わっている。学園ではいつもスカートだったせいか最初はエグゼの制服ズボンに慣れるまで時間がかかったが、今はもうこの制服が私服よりも落ち着くようになった。

「いかんいかん……遅おそくなってしまったぞ」

　桜花は坂道を上がり、丘おかの上へ続く桜並木の前にやってくる。

　自転車通学の生徒からは嫌きらわれているが、地元の人間からは桜の名所として知られているこの坂を越こえたところに、新しい対魔導学園はあった。

　新しいと言っても、ほとんど前と変わらない。一部非人道的な施し設せつを除いてそのまんま造り直しただけだ。魔女の国との外交が始まってからは魔導に対する法が緩かん和わされたため、この対魔導という言葉は一部の人々にとって差別用語として認にん識しきされ始めてしまったので、あまりこの呼び方はされなくなった。

　ただ桜花達にとっては、異端審問官育成機関という堅かた苦くるしいものよりも、こちらの方が馴な染じみがあるので、どうしても使ってしまう。

　正門から入るのは久しぶりだった。

　若じやつ干かんの懐なつかしさを覚えながらさらに坂道を上ろうとしていると、

「──あんた、またあんパン？　マジなんで太んないの？」

　並木道の端はしから声。眉み間けんに皺しわを寄せ、桜花が声の方を向くと、そこには、

「つーか遅ち刻こくじゃない？　パン屋寄ってて遅刻とかありえないんですけどー」

　お馴染みの帽ぼう子しとマフラー、勝ち気そうな顔に、同じく勝ち気そうな声。

　二に階かい堂どうマリ。かつて共に戦った三五小隊のメンバー（仮）が、桜の木に背を預けながら桜花を待っていた。

　見た目はこちらもそんなに変わっていない。背は若干伸びたが、服装もほぼそのままだ。二一歳になっても帽子とマフラーは春夏秋冬外さないという謎なぞのこだわりを維い持じし続けている。さすがにツインテールは歳としを考えてやめているらしいが、そのミニスカートは男子生徒の目の毒だからやめろと、桜花は会う度たびに口が酸っぱくなるほど言っている。

「別にお前と待ち合わせをしていた覚えは無いのだがな……！」

「別にあたしがあんたを待ってたわけじゃありませんー。遅いから様子見てこいって、うさぎちゃんに頼たのまれたのよ」

　そう言われては桜花も強くは出られない。ぐぬぬと唸うなりながらも、素す直なおに「遅おくれてすまん」と謝った。マリは口元に手を当てて「んふ」と笑い、人差し指をくるくる回しながら坂道を上がり始めた。桜花も隣となりを歩く。

「ま～許してあげてもよろしいわよ～♪　マリちゃん先生はお優やさしくてお綺き麗れいでお美しいって評判ですからね～♪　大人の魅みリキで生徒達を悩のう殺さつよん♪」

「相変わらずムカつく奴やつだっ。教師になっても全く変わらんっ。貧ひん乳にゆうのまんまだっ」

「貧乳はかんけーねーだろおいっ！　あ、あんただってエグゼの貫かん禄ろくなんてこれっぽっちもない学生のまんまじゃない！」

「私はお前と違ちがって成長している！　背が伸びたぞ！」

「子供かっ、老ふけたの間違いでしょ！　そのでけー乳が垂れてくるのも時間の問題よ！」

「ふ、老けてない！　垂れてもいないしお肌はだピチピチだ！」

「あたしだってピチピチだし！　垂れてもねーし！」

「垂れる要素が無いではないかー！」

　二人はいつものようにいがみ合いながら、ずかずかと足を踏みならし、肩かたをぶつけ合わせながら坂道を上って行く。一応登校時間なので、道行く学生達が二人を見ながら「マリちゃん先生、またエグゼの人と喧けん嘩かしてる」と笑っていた。

　マリは現在、本格的に導入された対魔導学園の魔女入学制度のため、魔法学の教師をしている。法が改正されてからは学園に通う魔女、魔法使いの生徒は二〇〇名を超こえ、マリはその全員の面めん倒どうを請うけ負っている形だ。

　最初は魔女の生徒達は学園で肩身の狭せまい思いをしていたのだが、マリのおかげで一いつ般ぱん生徒にもだいぶ受け入れられてきたと言ってよい。

　その容姿や性格、絶ぜつ妙みようにドジっ子なところや正義感の強いところからマリは生徒達から人気があり、親しみを込こめて「マリちゃん先生」と呼ばれていた。

　それをよく自じ慢まんしてくるのだが、桜花からしてみればその呼び方は、若干馬ば鹿かにされているようにしか思えなかった。

　当たり前だが、法が改まったからと言っても、魔力制せい御ぎよ首輪であるグレイプニルを外すことは許されていない。今もマリの首には首輪がついている。ただマリの提案で、無骨な金属の首輪ではなく、可愛かわいらしい装そう飾しよくの入ったものや、通気性のいいものが採用され始めた。グレイプニルも、以前ほど差別の象しよう徴ちようとして扱あつかわれなくなってきていた。

　この五年で、本当に目まぐるしく時代は変わったのだ。







　桜花とマリは学園に入る前に、一度審しん問もん会本部の奥から地下へ潜もぐった。

　かつてのものと違い、薄うす暗ぐらくもなければ不気味でもないが、この場所は禁きん忌き区域と呼ばれていた魔女隔かく離り地区の地下、最奥監かん獄ごくである。

　現在は、魔女の収容施設は小規模なものになり、魔女の国との外交が始まってグレイプニルの性能が上がったこともあり、鉄の処女アイアンメイデンは使われなくなった。

　その分空いた余よ剰じよう空間を、審問会はあることに利用していた。

　ここは極ごく一部の事情を知る者からは、百ひやつ鬼き夜や行こう棟とうと呼ばれている。

　エレベーターがチャイムを鳴らし、桜花とマリは最深部にやってきた。

　ここは実験管制室だ。ガラス張りの向こうには空間が広がっており、中心に巨きよ大だいな溶よう鉱こう炉ろのようなものがある。

　管制室には立体キーボードを打ち込んでいる一人の女性がいた。

　白衣を着た女だ。女は立体キーボードを打ちながら足を組み、テーブルに置かれているミントキャンディーを摑つかむと、口に放ほうり込んだ。

　ショートボブに切りそろえた黒髪と、椅い子すの上で組まれたすらりとした足。目元の泣きぼくろと、口元のほくろ。

　女が桜花とマリに気づき、片手を上げる。

「──来たわね、行き遅れコンビ」

「「お前もだろーが！」」

　いつもの調子の挨あい拶さつをしてきた杉すぎ波なみ斑鳩に、桜花とマリは同時にツッコミを入れた。

「それ言ったら元雑魚ざこ小隊全員だし！　ていうかまだ二一だし！　ピチピチだし！」

「行き遅れているのではない！　選ばれるのを待っているのだ！」

「あのへたれを待ってるだけだと婚こん期き逃のがすわよ～。二〇代なんか終わるのすぐなんだから、さっさと新しい恋こいでも探すことね」

　斑鳩のクールな物言いに、ぐぬぬと唸る二人。

　斑鳩が大きく伸びをして欠伸あくびをするのをジト目で見ながら、桜花は管制室を見回した。

「一いつ旦たんここに集合と聞いていたが……私達しかいないではないか」

「あんたが遅刻するからでしょ。うさぎは私の仕事を手伝ってもらってたからもうすぐ来るわ。それと、あいつは先にうちの子とっ捕つかまえに行ったわよ」

　それを聞いて、桜花は眉まゆ根ねを寄せた。

「正式手続きも済んだのに、まだ入学を渋しぶっているのか……」

「自分には学業なんて必要ない～、とか言って聞かないのよ。今日も私の目を盗ぬすんでどっかに逃にげていったわ」

　困っちゃうわよね、とため息を吐つく斑鳩に、桜花はパン屋で買ったアイスコーヒーとあんパンを取り出して、斑鳩の前に置いた。

　冷えたアイスコーヒーを額に当てながら、あんパンも手に取る。

「差し入れどーも。助かるわ、昨日から何も食べてないのよ」

「忙いそがしそうだ……管理主任だものな。上からの要求に応こたえるのには苦労するだろう」

「まーね。その上年とし頃ごろの娘むすめ抱かかえたシングルマザーでしょお？　苦労するわよぉ」

「……杉波こそさっさと結けつ婚こんすべきではないか？」

「残念ね～、私はこれでも一いち途ずなの」

　額に当てていたコーヒーを離はなし、プルタブを引き上げて苦い液体を一口啜すする。

　マリが管制室を見回しながら、斑鳩の横の椅子に腰こしを下ろす。

「いい加減誰だれか雇やとったら？　一人であの子の管理を全部やるのは大変でしょ」

「ダメよ。信用できないもの。私が許したって、他の人間があの子に触ふれることを、あいつは許さないわ。あの子自身だって許さない」

「シ、シスコンブラコンここに極きわまれりね」

「上の人間や反対派を抑おさえ込むのは星白や鐵隼人がやってくれてるからいいけど、こればっかりは私がやると言った以上、やるしかないわ。時間取れそうなあんたが手伝ってくれるのが一番助かるんだけど？」

「あーそのー、お疲つかれ様です♪」

　キャハ☆、とか言いながら敬礼してきたマリの椅子を、斑鳩が軽く蹴けっ飛ばす。

　と、そこで、管制室のエレベーターのチャイムが鳴った。

　全員の視線がエレベーターの入り口に向くと、中から、

「あ、やっときたんですのね！　遅刻ですわよ遅刻ー！」

　出し抜ぬけにプリプリしながら、西さい園おん寺じうさぎがみんなの前に姿を現した。

　ウェーブのかかったセミロングが、ウェーブのかかったロングになっている。背はこれっぽっちも伸のびちゃいない。服装は黒制服、桜花と同じエグゼのものだ。そして大迫はく力りよくの巨きよ乳にゆうも健在である。前は斑鳩よりも若干小さかったのだが、さらに大きくなってついに元雑魚小隊で一番大きくなってしまっていた。本人は二十歳はたちも超えたし、さすがにもう大きくはならないだろうと思っているようだが、正直怪あやしい。

　うさぎは狙そ撃げきの腕うでを買われ、今月からエグゼに入隊、桜花の同どう僚りようとなった。まだ予備隊員として入隊しただけだが、能力が一点突とつ破ぱ型の隊員はエグゼでは珍めずらしい。大戦時の功績が大きかったことと、現エグゼ隊長の大野木彼方に腕を見込まれたというのもある。

　桜花は頭を片手で摩さすりながら、素す直なおに頭を下げた。

「すまん。普ふ通つうに寝ね坊ぼうした」

　遅刻の理由を聞いて、うさぎは怒いかりのやり場を失ってしまう。

「う、おぅ？　め、珍しいですわね。あなたでも寝坊することなんてあるんですの？　仕事の時はむしろわたくしが遅刻して怒おこられていますのに」

「うむ……まあ、連日出しゆつ撃げきだったからな。復興が進みはしたが、おかげで現体制への反対派の動きもだいぶ激しくなってきた。西園寺もそろそろ駆かり出されるぞ」

　謝られて事情を聞いてみれば、明日は我が身なことがわかり、うさぎは緊きん張ちようでカッチカチになった。一連の戦いであがり症しようを克こく服ふくし、一流のスナイパーの風格すらも持っていたうさぎだったが、実戦から長いこと離れたことで若じやつ干かん再発していた。

　まあそれでも、いざ実戦になればやってくれるのがうさぎである。

「そういえば、キセキはどうした？　西園寺と一いつ緒しよではないのか？」

「？　一緒でしたわよ。だって同じエレベーターに乗って──」

　チーン。

　エレベーターのチャイムが鳴る。もう一度全員がエレベーターのドアを見やると、扉とびらが開いて、中から──対魔導学園の制服を着た草くさ薙なぎキセキが姿を現した。

「……う……うぅ～」

　モジモジと恥はずかしそうにしながら、ちょこちょこと歩いてくる。

　斑鳩以外、全員きょとんとしながらキセキを出で迎むかえた。

「なんで、一緒にきたのに遅れて登場なんですの？」

「あ、の……えと……うさぎさんが……出る時に、開くボタンを……ですね。押そうとしたら……」

　しゅん、と小さくなるキセキを見て、うさぎが糸目になった。

「……閉じるボタン押しちゃったんですのね。で、慌あわてて開けようとしたら別の階のボタンを押してしまったと」

「……あう……」

　図星だったのか、キセキが肩を落とす。

　うさぎは慰なぐさめるようにぽんぽんと彼女の肩を叩たたいた。恥ずかしそうに前まえ髪がみで必死に顔を隠かくそうとするキセキを、斑鳩が冷ややかに見つめる。

「どぢ」

　口をいーっとさせながら、斑鳩はキセキに本当のことを言った。

「ひ、酷ひどいです、斑鳩お姉様……！　そんなっ、はっきり、言わなくてもいいじゃないですか……しかもドジじゃなくて『どぢ』ってなんですか……うぅぅぅ」

「はっきりも何も、あんたこれで何回目よ。いい加減この施し設せつの構造覚えなさいよね。また勝手にセキュリティ突破して上に出られると困るのよ。何のためにあんたに対魔導学園の制服着させてると思ってるのよ。あんたのどぢで外に出られた時、怪しまれないためだってことわかってる？」

「だ、だって……だって……」

「だってじゃない。この生活を続けたいなら覚えなさい」

「…………はぃぃ」

　斑鳩の説教をキセキは素直に受け入れて、また肩かたを落とした。桜花もマリも、うさぎと同じように目を線のように細くしてキセキのドジっ子ぶりにほどよく和なごむ。

　まさかこの少女が──首しゆ都と圏けん全域を崩ほう壊かいさせ、数え切れないほどの行方ゆくえ不明者を出したＳＳ級危険指定の百ひやつ鬼き夜や行こうだとは、今考えても信じられない。

　だが事実である。ここにいるキセキは、あのキセキだ。

　何も変わってはいない。

　彼女はまだ、百鬼夜行のままである。

「まぁまぁ、あんまり強く言ってやんなさんな～。キセキちゃんに悪気が無いってことはこれまでのことで全部わかってるんだし」

「マ、マリさぁん……や、やっぱり……マリさんは優やさしいなぁ」

　フォローしてくれたマリに、目をキラッキラさせて手と手を合わせるキセキ。その横で、斑鳩が足を組みながら、口にくわえたキャンディーをガリッと嚙かんだ。

「甘やかすとつけあがるだけよ。私、この子の本ほん性しよう誰よりも知ってるから」

「！　うぅ斑鳩お姉様ぁ[image: ～][image: ～]」

　目をウルウルさせて、今度は斑鳩の前で手を合わせる。表情がコロコロとよく変わる。昔のキセキからは想像もできないと、桜花は苦く笑しようする。

「想おもい」を共有した一件以来、キセキは小隊メンバーにだけは心を開くようになった。明るくなったし、引っ込み思案なところもだいぶ減った。

　だが彼女がこうして外には出られずとも自由に行動できているのは、百鬼夜行でなくなったからなわけではないのだ。今も体内には鬼おにの呪のろいが宿っており、許容量をオーバーすれば、百鬼夜行は彼女の身体からだから溢あふれ出てきてしまう。

　ただし、今のキセキはある程度百鬼夜行をコントロールできるようになっていた。百鬼夜行はキセキの願いを叶かなえる「力」である。キセキが滅ほろびを願ったからこそ、百鬼夜行は世界を喰くらった。百鬼夜行は、キセキの魂たましいの映し鏡なのだ。彼女が本心から破は滅めつを願わなければ、百鬼夜行も世界を壊こわそうとはしない。

　現在、斑鳩は百鬼夜行に関する全すべての研究の責任者になっている。斑鳩がこの役職につけたのは、星白流と鐵隼人に「百鬼夜行を制せい御ぎよする方法」を提案したからだった。

　斑鳩の提案は、マッドサイエンティストらしい常じよう軌きを逸いつしたものだった。

『タケルの首に炸さく裂れつ式グレイプニルを装着させて、もしもキセキが百鬼夜行により他者の命を奪うばった場合、タケルの首輪を自動的に爆ばく発はつさせる』

　この提案を、斑鳩は真ま面じ目めに提示したのである。キセキが望まなければ百鬼夜行は動かないという特性を逆手に取ったのだ。

　タケルの単独での死は、キセキが望まない究極の結末だった。だからこそ意味がある。だからこそ、キセキは心の底から『誰も殺したくない』と願うのだ。

　この試みは、今のところ上手うまくいっていると言っていいだろう　だが、審しん問もん会の新しい幹部達が全員これに納なつ得とくしたかといえば、断じてそんなことはない。危あやうすぎるからだ。

　幹部達の懸け念ねんをねじ伏ふせたのは、隼人の一言だった。

『この提案を受け入れられなければ、どのみち百鬼夜行は人類を滅ぼすだろう。あれは我々人類に制御できるものではない』

　至し極ごくもっともだった。隔かく離りし、拷ごう問もんし、兄から引き離し、無理矢理研究を行うことこそが自殺行こう為いなのだと彼は説明した。

　鳳颯月は破滅が目的だからこそ、従来のやり方を実行していた。

　どんなに百鬼夜行が恐おそろしくても、それでは破滅しか招かない。

『この提案は、我々人類と百鬼夜行の和平交こう渉しようのための手段だと考えていただきたい』

　現異い端たん審問会副会長、鐵隼人はそう言って幹部達を無理矢理納得させたのであった。

　こうして斑鳩はキセキの研究を行いつつ、定期的に自発的に百鬼夜行を放出させ、溶よう鉱こう炉ろにて許容オーバーした分を消しよう滅めつさせるという仕事に就つくことになった。現在も斑鳩は百鬼夜行の研究に注力し、『鬼き呪じゆ』と呼ばれる呪術に関しての情報収集を内側外側の世界に限らず部下に行わせていた。

　無論斑鳩もこの状じよう況きようを永遠に続けることは危険であると考えている。いつかキセキの中から百鬼夜行を消し去ることが、この仕事の最終目標だった。

　これは斑鳩にしかできない仕事なのである。幸いにも斑鳩はキセキに慕したわれていた。

　百鬼夜行が暴走した際、想いを共有した時、斑鳩の噓うそ偽いつわりのない正直な心と言葉に、どういうわけかキセキは心を打たれたらしい。責任を任されて一緒にいる時間が増えてから、キセキはいつしか斑鳩を慕うようになり、「斑鳩お姉様」と呼ぶようになった。

　これには桜花やマリやうさぎ、そして兄すらも驚おどろきを隠せなかった。

「あんたに姉と呼ばれる筋合いは無いわ。草薙もらっていいなら話は別だけど？」

「──あ、それはダメです」

　泣きすがっていたかと思えば、満面の笑えみで斑鳩の言葉を否定するその有様は、キセキがまるで変わっていないということの証明だった。

　相変わらず、兄に対する恋れん慕ぼは強い。兄からは妹としてそばにいてほしいと言われ、男女としての関係を拒きよ絶ぜつされたにもかかわらず、キセキは諦あきらめていなかった。

　兄と過ごす日々の中で、こんなことを言ったことがある。

『キセキね……愛さえあれば、お兄ちゃんでも関係ないと思うんだよね』

　……相変わらずである。正直になった分タチが悪いとも言える。

　そして──何故なぜか桜花は、前と同じくキセキに嫌きらわれている。

（一応……仲直りしたはずなんだがなぁ。受け入れてもらえたと思ったんだがなぁ）

　目を線にしながら、キセキがマリやうさぎには声をかけているのに、自分に対しては一言の挨あい拶さつすら無いことに、少し傷つく。

　キセキには百鬼夜行として殺した人々に対して罪の意識はある。脳天気に見えるが、キセキも何も感じていないわけではない。もしかしたら、兄の前ではそのことについて話し合い、弱さを見せているのかもしれない。

　どうあれ、今のキセキは罪の意識があろうがなかろうが、生きたいと願っている。

　それを喜ぶべきだと桜花は思う。今こうして仲間達とキセキが普通に会話していることが、桜花にとっても嬉うれしい。

　そしてこうした状況を人生をかけて望んでいた男が、夢を叶えることができたことが、何よりも嬉しかった。

　キセキを含ふくめた四人がしゃべっているのを桜花が眺ながめていると、斑鳩の携けい帯たい電でん話わに着信が入った。会話を中断して、斑鳩が携帯に耳を傾かたむける。

　二言、三言言葉を交かわすと、斑鳩は通話を終えた。

「見つかったってさ。そろそろ行きましょう。あいつ一人じゃ不安だし」

　椅い子すから立ち上がり、斑鳩が伸のびをする。

　桜花も小さく息を吐はいて立ち上がる。

　時間がだいぶ押してしまった。斑鳩の言う通り、あいつ一人に任せるのは少し不安だ。

　それに、全員で送り出してあげたいという気持ちがあった。

「それじゃ、行くとするか」

　今日は、対魔導学園の入学式なのだ。




　　　　＊＊＊




　懐なつかしい廊ろう下かを歩いている。

　木造の古めかしい校舎。ここにきたのは何年ぶりだろう。

「卒業したのが三年前だもんな……」

　当時のことを思い出しながら──草薙タケルは、懐かしそうに笑みを浮うかべた。

　本当にこの場所ではいろいろあった。青春時代の苦楽というにはあまりにも苦が多すぎたような気がしないでもないが、それでもタケルにとっては大切な場所だった。

　対魔導学園、試験小隊棟とう。旧校舎と同じ場所に建てられたこの建物は、わざわざ当時の状況を再現して造られている。

　今時古めかしい木造だ。歩く度たびに、ぎぃぎぃと廊下が鳴る。

　この音が、タケルは好きだった。

「やっぱいいなぁ、ここは……」

　目を細めてタケルが当時の空気を思い出していると、突とつ然ぜん左足の脛すねを蹴けられた。

「いってぇ！」

　叫さけび声を上げると、蹴った張本人がダッと駆かけ出すのがわかった。

　タケルは掃そう魔ま刀とうを発動させ、瞬しゆん時じに脛を蹴った犯人の首根っこを摑つかみ上げた。

　首根っこを摑まれた犯人は、背が低いため床ゆかに足がつかず、空中でジタバタと暴れた。

「はっ、はなせー！　カナはっ、カナは行かないからなーっ！」

　犯人は青あお髪がみの、耳の長い少女だった。

　名前はカナリア。対魔導学園の制服を着ている。歴れつきとしたハーフウッドエルフだ。今年から対魔導学園に入学して、このクソッタレな学園でシビアな日常を送ることになる。

　二一歳になった草薙タケルは、カナリアの首根っこを摑んだまま苦笑した。

「約束しただろぉ？　諸もろ刃は流の奥おう義ぎを教えてほしいなら、学校通うって」

「約束してない！　カナは勉強必要ない！　知識なら頭に入ってる！」

「ってもお前、実じつ年ねん齢れい一ひと桁けただろうが。子供は学校に通うもんだ」

　苦笑するタケルを、猫ねこみたいにぶら下がりながらカナリアが睨にらむ。

「だからってどーして対魔導学園っ」

「そりゃ、エルフを受け入れてくれる学校はさすがにまだここしかねぇんだよ。俺もここに入学させんのはどうかと思ったんだけどよ。まあ肉体的には高校生ぐらいだし？」

「不服！」

「諦めろ。もう届けは提出した。お前はもうここの学生なの」

　タケルが宥なだめるように言うと、カナリアは諦めたのか身体の力を抜ぬいた。

　本当に猫みたいな奴やつだと思いながら、カナリアの背中をぽんと叩たたいて廊下を歩かせる。

「まあなんだ。俺が言うのもなんだが、お前コミュ障しようだからな。怖おじ気けづくのもわからなくはないが」

「怖じ気づいてなんかない……」

「魔導学園でもあんま友達いなかったろ？」

「……う」

「いい機会だから、他人と絆きずなを深めてこい。ここはそういうのには最適な学校だぜ」

　どんなに学園のいいところを教えてやっても、カナリアはそっぽを向くばかりだ。

　タケルはため息を吐ついて、廊下の角を曲がる。

　すると、見えてくる。

　あの扉とびらが。

「お」

　タケルが声を上げる。ドアの前には、みんなが立っていた。桜花、うさぎ、マリ、斑鳩。四人とも、カナリアとタケルがくるのを待っていたらしい。

　四人がタケルとカナリアのところまでやってくる。

「ご苦労だったな、タケル。相当逃にげ回られたんじゃないか？」

「掃魔刀使ってまでして山の上に逃げやがったよ」

　桜花も苦笑しながらふてくされたカナリアに「こら」と声をかける。

「カナちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだって～。桜花ですら仲間ができたんだから、余よ裕ゆう余裕」

　マリがそう言うと、桜花が容よう赦しやないチョップを脳天に喰くらわせる。カナリアの入学祝いと激げき励れいのためにきたのに、二人はさっそく喧けん嘩かを始めていた。

「カナさんは身体能力的には申し分無いですから、喧嘩を売りさえしなければ、きっとみんな受け入れてくれますわよ」

　うさぎがぽんぽん、とカナリアの背中を叩く。

　うさぎに激励されると、カナリアは少しだけ不安そうに眉まゆ尻じりを下げた。

　その肩かたに、斑鳩が両手を置く。

「大丈夫だから。行ってきなさい。あそこにいるのは、あんたの仲間なのよ」

　優やさしい母のように、柔やわらかい声で斑鳩はカナリアの背中を押す。

「……………」

　おずおずと、カナリアは小隊室に向かって歩き始めた。

　不安そうに、不服そうにドアの前に立ち、部屋のプレートを見る。

『一学年三五試験小隊』

　プレートには、そう書かれていた。

「カナリア」

　名前を呼ばれ、カナリアが振ふり返る。

　タケルが片手を上げて、優しく笑っていた。

「がんばれ。お前なら大丈夫だ」

　最後の激励を受けて、カナリアは口をへの字にしつつも、小隊室のドアノブを握にぎる。

　ゆっくりとドアが開かれて、中から蛍けい光こう灯とうの光が漏もれ出す。

　タケル達は、部屋に入っていくカナリアの背中を、最後まで見届ける。

　そしてドアが閉まった時、皆みな安心したように息を吐いた。

「やれやれ……大丈夫だろうか、あの子は」

「さ、さぁ？　しょ、正直……わかんないわ」

「う、うーん……でも、わたくし達でも大丈夫だったぐらいですから、きっと……」

「どうせ泣きべそかきながら帰ってくるわよ。もうヤダ！　とか言ってね。ま、あの子のそういうところが可愛かわいいんだけど」

　五人はしばしその場に佇たたずみ、小隊室のドアを見る。

「……懐かしいな。あそこから全部始まったんだ」

　タケルの言葉に、皆が頷うなずく。

　タケルはふと、廊下の窓ガラスに映った自分の姿を見た。

　昔に比べて、背が伸びた。ガタイもよくなったと思う。髪も、少し伸びただろうか。

　制服は緑色ではなく、黒いエグゼの制服だ。胸の部隊章も試験小隊ではない。当時は隊長だったが、今のタケルは副隊長。弱じやつ冠かん二一歳で副隊長というのは誇ほこっていいことらしい。副隊長と言ってもタケルの立場はキセキ関連の事情があるため極めて特殊であり、実戦に出ることは滅多に無い。指揮を執っているのはほとんど彼方ともう一人の副隊長である桜花だ。目下の悩みは身体が鈍ってしょうがないことと、デスクワークがキツいといったところだろうか。まあいろんな意味で大変である。

　こうしてみると……大人になったのかもしれないとも思うし、そんなに変わっていないなとも思う。

「…………」

　もう一度、小隊室のドアを見た。

　いろんなことがたくさんあった。

　苦しいことも、悲しいことも、楽しいことも、嬉しいことも。

　あの部屋には全部詰つまっている。

　苦楽を共にした仲間との思い出が詰まっている。

　かつてあそこはタケルにとってかけがえのない居場所だった。

　今はもう次の世代に受け継つがれている。寂さびしい気もするが、あの頃ころに戻もどりたいとは思わない。あの頃の自分達があったからこそ、今の自分達がいるからだ。

　タケル達には新しい居場所がある。仲間達が今も居場所であることに変わりはないし、それぞれの道を歩み始めたが、タケル達は今もこうして一いつ緒しよにいる。
















　当時とは違ちがうけれど、これが自分の新しい居場所だ。

「さて、そろそろ行くとしよう。午後からまた仕事だ」

「あたしも～。そだ、あんた達、久々に学食でお昼食べて行きなさいよ。新しいメニューが出来たんだけどこれが結構イケるのよ」

「ほえー、洋食ですの？　和食ですの？」

「帰って寝ねたいけど……まあ付き合うわよ」

　四人はだべりながら、食堂へ向かう廊下を歩き始める。

「…………」

　タケルはしばらく小隊室を見つめていたが、やがて四人の後を追うようにドアから目をそらした。




　──いつも、そばにいます。




「……っ！」

　声が聞こえたような気がして、タケルは勢いよく振り返る。

「…………」

　そこには誰だれもいなかった。

　小隊室のドアの向こうからは、新しい雑魚ざこ小隊メンバーの騒さわがしい声が聞こえてくるだけだ。

　タケルは小さく息を吐き、そして……腰こしの剣けんへ手を伸ばした。

　柄つかに触ふれる。

　瑠る璃り色いろをした相棒は、今もそこにいる。




　──ずっとずっと、そばにいますから。




　タケルは微笑ほほえみ、剣を優しく撫なでた。

「……ああ、わかってるよ……ラピス」

　目を閉じ、嚙かみ締しめる。

　今という幸せがあることを。この幸せを与あたえてくれた、大切な相棒のことを。

　顔を上げ、仲間を追うために踵きびすを返す。

　大切な居場所は、いつだって仲間と共にあるから。








あとがき









　颯そう月げつ「まさかの中ボス」




　ということで、『対魔ま導どう学園35試験小隊』最終巻、いかがだったでしょうか。お久しぶりです、柳やなぎ実み冬とう貴きでございます。

　本編はこれにて終了、ということになります。長かったような短かったような……いや長かったですね。四年とちょいでしょうか。本編だけだと全一三巻、短編含めると全一五巻（※まだ一冊残ってる）ですか。連載開始当初はまさかこういう終わり方をするとは微み塵じんも思っていなかったですね。感かん慨がい深いものがあります。

　で……ですね。今巻でキャラ別に著者の想おもいを綴つづったあとがきを書こうと思っていたんですが、懸け念ねんしていた通り、今回のあとがき四ページです。

　オワタ。

　むしろ前巻でシリーズ通しての想いを綴っといてよかったですねっ。まあキャラ別のあとがきは、たぶん、たぶん最終巻発売の翌月に出る短編集第二巻でやろうと思いますんで、その時に！




　さて、対魔導学園シリーズが完結したわけですが、長く続いた分いろいろと楽しいことや苦しいことがありました。反省点が一番多い作品でもあります。決して万ばん人にん受けする作品ではないと思いますし、大手を振って「俺の最高傑作！」とは口が裂けても言えません。まあ作家を続けるに当たって、これ以上のものは書けません、なんて思ってしまったら終わりな気がしないでもないですけれど。こうして終わってみると、やはり寂さびしいです。次の作品ももちろんバンバン書いていくつもりですが、しばらく三五小隊メンバーのことを思い出したりして、引きずっちゃう気がします。もう会えないのかぁ、なんてね。

　読者様方の中にも、そう思ってくださる人が一人でもいてくれたら嬉うれしいな、なんて儚はかない想いを抱いていたり。かなりシリアスに続いてきたシリーズだけど、その分コミカルな部分も、半ばちょっと無理矢理にでも入れてきました。かっこいい三五小隊も、コミカルな三五小隊も、皆様の心の隅すみっこにでもずっと残っていてくれたら、著者としてはこれ以上ないほど嬉しいです。




　あとみんなの、おっぱいもね。お乳も忘れないで。大きいおっぱいも小さいおっぱいもほぼ無いおっぱいも、全部のおっぱいを覚えていていただけると救われた気持ちになります。さっき作品は大好きだけど最高傑作とは言えない、って書いたけれど、うさぎのおっぱいとキャラクターは俺のおっぱいキャラの最高のおっぱいです。今だから言えるけどうさぎのおっぱい、完全に僕の趣味です。もちろん貧とか爆とかバランス重視さんのおっぱいも僕の趣味です。おっぱいには等しく愛を注ぎました。

　愛いそしきおっぱい達です。だから、




　三五小隊のおっぱい達のこと……時々でいいから……思い出してあげてください。




　うん。このシリーズの最終巻に相応ふさわしいあとがきになったと思います。

　──といっても、まだちょっとだけ続くんですけどね。次巻、三五小隊の短編集にて、その後の三五小隊の長めの短編が収録される予定です。キセキ関連のことや、サブキャラ達、あの敵はどうなったの？　とか。そして何より三五小隊達のその後を、結構がっちり書いてます。エピローグの続きが書けるって、幸せです！　お楽しみに！




　それでは最終巻の謝辞を。シリーズを通してお世話になった担当Ｓ様（×２）、Ｙ様、Ｋ様。この作品を無事完結できたのも担当さん達のおかげです。そしてイラストレーターの切きつ符ぷ様。僕のイメージを超こえるほどにとっても魅力的なキャラクターに仕上げてくださったこと、本当に感謝しています。コミック版を担当してくださった華はな尾お先生、安やす村むら先生。アニメ版の声優の皆様、制作スタッフの皆様。この作品に関わってくださった富士見ファンタジア編集部の皆様。

　心より、感謝致します。頼りない著者ではありましたが、精せい一いつ杯ぱいやらせていただきました。ありがとうございました。お疲れ様でした！

　何より、このシリーズを読んでいただいた全すべての読者様へ。

　ありがとうございます──そしておっぱい。

　新作、早めにお送りしますので、そちらもよろしくお願いしますね！

　それでは、またお会いしましょう！　対魔導学園35試験小隊でした！（長いなやっぱ）
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●やなぎみとうき



デビュー作『量産型はダテじゃない！』。

いよいよ最終巻。泣いても笑ってもこれが最後。

僕が著者紹介で世界の中心へ向けて[image: π]を叫ぶのも、これが最後というわけです。

やめないでって？　よかろう新作でもおっぱいおっぱい叫び散らしてやる覚悟しとけっつーかまだ短編集も出るので13巻共々よろしくお願い致します。
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